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５度目の人生、反撃とさせていただきたく。

独占欲強めな王子に溺愛されて、賢くやり返すのが悪女の嗜みです

ごろごろみかん。
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一章 三つの事実 -




「アーリア・レイズモンド。なにか申し開きはあるか？」

　人で賑わう夜会の場に似つかわしくない、人を威圧するような声がその場に響いた。

　それまで盛況だった夜会は水を打ったように静まり返る。

　人に命令することに慣れきっている声で告げたのは、私の婚約者である王太子、トバルト・シュテン殿下だ。

「ごきげんよう、トバルト様。挨拶もなく突然話しかけられたものですから驚きましたわ。もう一度仰っていただけますでしょうか」

　トバルト殿下は器用にも片眉を上げたが、そのままわざとらしく息を吐いて話し出した。筋骨隆々の男がそうするだけで、場を威圧するような雰囲気が出る。彼の場合、それはハリボテに過ぎないようだけれど。

「お前がこの男と不義密通を働いていることは既にわかっている！　言い訳はするな。余計見苦しくなるぞ」

　トバルト殿下がこの男、と指し示したのは柳の木のようなほっそりとした男性だった。顔が青白く、生気がない。私はそちらをちらと見たが、扇で口元を隠しながらトバルト殿下を見た。

「言い訳はするなと仰いましても、身に覚えがございませんわ」

　そもそも初めて見たお顔である。誰だこいつ。

「嘘をつくな！　証人もいる」

「それはどちらに？」

「お前に言うわけがないだろう。公爵家に圧力をかけられてはひとたまりもないからな」

「では、公的に証言できないということですのね」

　私の生家は公爵家だ。

　国でも強い力を持っているレイズモンド家にかかれば、確かに圧力をかけられない家はないだろう。だけど、それと公的に証言できないことは別問題だ。

　私がじっとトバルト殿下を見つめていると、彼の凛々しい眉が跳ね上がった。トバルト殿下の狼のような銀色の瞳と自然に目が合う。

　途端、脳裏に彼の声が反響するように聞こえてきた。

『証言できるわけがないだろう。元々そんな人間いないのだから』

　なるほど。どうやら彼は存在しない証言者の存在を理由に私を糾弾しようというのだろう。

　つい昨日まで彼に証言者を仕立てるという思考はなかったことから、土壇場で思いついたのだと思う。そんな穴だらけの考えで大丈夫かしら。

　彼の将来が心配だわ。この国には優秀な宰相がいるから問題ないと思うけど。彼が宰相の意見を押しのけない限り。

　――私には、ひとの思考を読む能力がある。

　ただし、互いに目を合わせなければ思考を読めないという条件はあるけれど。

　だからトバルト殿下が私を失脚させようとしているのは知っていた。知っていて、それを逆手に私もまた、動いていたのだ。今度こそ死なないために。今度こそ、私が自由を勝ち取るために。

　――もう二度と、〝悪女〟など望んでもない呼び名で呼ばれないためにも。

「私が話を聞いた。それだけでは信用に値しないというのか」

　トバルト殿下が憮ぶ然ぜんとした声で話す。

　証人を出せと言われてもいないものは出せないからほかに言えることがないのだろう。

「殿下のことを信用していないなんて、とんでもない。殿下のお言葉は信用しておりますわ。当然のことです。ですが、覚えのないことを証言されたわたくしとしては、その者が嘘をついているのではないかと思いますの。殿下に嘘を吹き込むなんて許せませんわ。王家を侮辱しているのと同じですもの。殿下はその者の話をお聞きになった？　矛盾点や不可解な点などございませんでしたか？　……あぁ。大切なことをお聞きしておりませんでしたわね。そもそも、なんの証言だったのでしょう？　場所と状況、内容を詳細にお聞かせ願えますでしょうか？」

「そ、そんなものお前が知る必要はない！」

「じきに王太子妃となり、将来王妃になる人間ですのに――いいえ。そのことを抜きにしても、わたくしは公爵家の人間なのです。こんな侮辱、甘んじて受け入れるなどできませんわ。詳細を教えてくださいませ。それができないのなら、あまりにも酷ひどい話ですわ。公爵家は、長らく王家へ仕えた臣下ですのに。王家にとって我が家は、その程度でしたの？」

「それは……」

『くそ、このままじゃ騒ぎを聞きつけて父上たちが来てしまう。あの人は大雑把だ。話も聞かずにお開きにしかねない。そうなれば全てが水の泡だ。この悪魔のような女を追放するにはこの機会しかないのに』

　悪魔のような女とはあまりにも一方的すぎる。正しい言い方をするのなら、〝自分が幸せになるために不都合な女〟だろう。なんせ、彼が求めているのは私ではなく――

「やめてください！　お姉様」

　悲鳴のような声と共に、小柄な娘がトバルト殿下を庇うように立ち塞がった。ご丁寧に両腕を広げている。まるで私がトバルト殿下をいじめていたようだ。

　彼女の名前はイステル・レイズモンド。血の繋がった私の妹だ。

「なぁにイステル。わたくしは、自分の汚名を晴らしたいだけよ。事実無根の噂を鵜う呑のみにされては困りますもの。トバルト殿下はじきに王位へとつく方ですわ。広い視野を持って頂かないと」

「お前には関係ないだろう！　でしゃばり女は嫌われるぞ。お前は賢いんじゃない。ただ、鼻持ちならないだけだ。イステルを見ろ。お前とは違い、私を癒やしてくれる！」

「それはわたくしへの事実無根の侮辱となんら関係ございませんわ。それとも、殿下は出鱈目な話をお聞きになって、都合がいいからそれを真実とした、なんてことはございませんよね？」

「なんだと!?」

「可能性の話でございますわ。なんせ、殿下は愛を囁く時ご都合のいい言葉を並べ立てるとお伺いしておりますから」

「とんだ侮辱だ………！　そのような妄言、本気で口にしたわけではあるまいな！　いや、本気かどうかは関係ない。お前が私を侮辱したということだけが真実だ！　わかっているな？　これは王家を馬鹿にしたも同然だ。お前には婚約破棄の上、王都追放を……」

　トバルト殿下の声は大きい。イステルもまた涙を浮かべて、こちらを睨んでいる。ここだけ見れば私は悪女なのだろう。

　ため息を吐つきたくなる。怒鳴り散らすトバルト殿下の声を遮るように扇をぱちんと閉じた。思ったよりも大きい音がして、トバルト殿下の声が止まった。

「失礼。わたくしの話を最後まで聞いていただけますか？　なにもわたくしは、なんの確証もなく申し上げたわけではございません。これでもわたくしは公爵家の人間として、不確かな発言はしない――自分の言葉に責任を持つように育てられましたの。殿下もわたくし以上にその認識をお持ちかと思います」

　言外に、〝トバルト殿下の聞いたお話とやらは殿下が信頼に値する内容だったんですよね？〟という意味を含めておく。もしこれでその話が嘘だったのなら、失墜するのは彼への信頼、評価、尊厳だ。

　あやふやな内容で話しているんじゃありませんわよね？　という確認の意味でもある。

「お姉様！　あまりにも言葉が過ぎます」

「イステル。黙りなさい。わたくしのどこが殿下への不敬にあたるのか明確に言えるのなら止めはしませんが」

「それは………お姉様は、殿下に対して偉そうです！　殿下は王族で、王位継承権第一位なのですよ。それなのにそんな尊大な態度、有り得ません！」

「わたくしのどこが殿下とお話するのに不足していると？　わたくしはこれまで王太子妃、ひいては王妃になるための教育をこの十三年間受けております。第三者に指摘されるような真似はしていないはずですが、具体的にお聞かせ願えるかしら」

「イステルに厳しくあたるな。全く……妹の方が可愛いからと言って、女の嫉妬は醜いぞ！」

　トバルト殿下が話せばイステルが擁護に入り、イステルと話せばすかさずトバルト殿下が難癖を付けてくる。両方倒さないと倒れないタイプのモンスターにしか見えないわ。互いにバフを掛け合ってるところもそっくり。

　私はこれ以上の問答は不要と、夜会会場をぐるりと見渡した。そこに見知った顔を見つけてから、彼をもう一度見る。

「殿下、わたくしがお聞きしたのは、リグレット国第三王女、ミーシュ・リグレット殿下と、大神殿聖術教会に所属されるミコッテ様です。お心当たりございましょう？」

　その名前にトバルト殿下の眉がぴくりと動く。目に見えて彼の顔色が悪くなった。イステルが目を三角にして唾を飛ばしかねない勢いで言い募ってきた。

「デタラメを言っているのはお姉様です！　しかも他国の王女様なんて……！　言っていいことと悪いことがあるわ！　不敬です！」

「それはどうかしら。イステル。言ったでしょう？　わたくし。お聞きした、って」

　そこでようやく会場内、ひとに紛れるようにして佇む青色のドレスの女性に視線を向ける。彼女は私がアイコンタクトを送ると、すぐに歩き出した。周りの人間がギョッとしたように道を開ける。

　彼女はすぐに私たちに近づくと、トバルト殿下に慇いん懃ぎんに腰を折った。そのお腹は膨らんでいる。

「お久しゅうございます。トバルト殿下。婚約者が決まりましたようでなによりですわ」

「なっ……ミーシュ……」

「婚約者がなかなか決まらないから、わたくしに妃となって欲しいと仰いましたのは嘘だったのですね？　お父様がかんかんに怒っておりましたわ。責任を取らせようと」

「そ、それは。その。違うんだ。ち、違うんだよ。えぇと、きみとのことは、いや、その……」

　明らかに狼狽うろたえている彼に、私は声をかけた。これで彼に引導を渡せる。王家との婚姻なんてもう懲り懲りだった。私の目的は、彼との婚約破棄。だけど、私に瑕か疵しのある形で婚約破棄はしたくない。そのためどうしようか考えていたところ、彼の女癖の悪さと、悪事を知った。これは使えると考えたのだ。

　私は指を三本立てた。トバルト殿下は俯いてボソボソ話すばかりで、白手袋に覆われた私の指先に気がつかない。

「敬愛なる王太子殿下。わたくしからあなたに、三つの事実をお伝えします」

「っ……」

　トバルト殿下が息を飲んでこちらを見る。

　顔色が悪い。今にもしっぽをまいて逃げたそうだ。だけどここで逃げられて、婚約破棄できないのはとても困るわ。

　私はまずひとつめ、と話しながら人差し指を立てた。

「あなたが手を出されたミーシュ殿下はお子を身ごもっております。本来ならあなたが娶めとり、然るべき責任を果たすところかと存じますが、リグレット国の国王陛下はトバルト殿下に不信感をお抱きです。イステルのこともお聞きになった陛下は、ミーシュ殿下をこちらに嫁がせるにはあまりにも不安があると仰り、あなたとの婚姻を望むことはありませんでした。ただし、その代わり、あなたが王位についた暁には、然るべき対応をさせてもらうと」

「なんだと……!?　それは本当か？　然るべき対応ってなんだ！　脅しか!?　くそ……ッアーリア、また嘘を言っているんじゃないだろうな!?」

　またもなにも私はなにひとつ嘘をついていないというのに。黙っていると、ミーシュ殿下が言葉添えしてくださった。

「嘘ではございません。わたくしが証言者です。トバルト殿下、わたくしのことをお疑いに？」

「…………」

　先程の自分の言葉がそのまま返ってきた形になるトバルト殿下は黙りこくった。

　酷く居心地が悪そうだ。イステルは貫くような鋭い視線を私に向けていた。恨みの籠った視線だ。恨むのならトバルト殿下を恨むべきだわ。私に敵意を向けるのはお門違いというものよ。

　私は薄く笑みを浮かべて中指を立てる。

「ふたつめ。あなたが手を出されたミコッテ様ですが、清い身でいなければならない巫女が汚されたことを大神殿はひどくお怒りです。神官長は、あなたの王位継承に反対すると言いました。その際、神殿はトバルト殿下の汚職を告発しております」

「汚職ゥ!?　う、嘘だ嘘だ嘘だ！　そんなの知らん！　だいたいミコッテなんて知らない！　誰かが私を陥れようとしているんだ！　そうだ、アーリアお前だろう！　お前が仕組んだんだろう!?」

「あなたがミコッテ様に手を出されているかどうかは、今この場において必要なことではございません。ただ、わたくしは事実をお伝えしているだけです。明日、正式に神殿から陛下に文書を送るとのことです」

「そっ、そもそもだ！　お前はどうしてそんなことを知っているんだ!?　お前が企んだからじゃ……」

「ミコッテ様にお聞きしました、と申し上げたはずです。そして最後に」

　私は薬指を上げた。これで三本だ。

　トバルト殿下はまだあるのかと顔を歪める。

『クソ、クソクソクソ！　なんでこんな事に……今日、断罪されるのはこの女だろう！　なんで私がこんな目に遭っている!!』

　ご自分に甘く、詰めも甘いトバルト殿下。

　あなたの頭の足りない行動が、ご自分の破滅を呼んでいるだけですわ。わたくしが動かずとも、遠からず似たような状況にはなっていたと思いますの。

　尤もっとも、今日、彼が私を断罪しようとしたこの場で彼の罪を詳つまびらかにしようと思ったのは確かですけれども。なのでその点においては私の企みとも言えますわ。遅かれ早かれ追求を免れないところではございますけど、あえて本日にしたのは私ですもの。

　先程と違い、今は私がトバルト殿下に追求の手を差し向けていた。状況は逆転している。

　だけど、まだだ。まだお伝えしていないことがある。私は柔らかい笑みを心がけながら、微笑んだ。対してトバルト殿下の顔色はこれ以上なく悪い。

「そちらの男性――。見覚えがないと思いましたけれど、わたくし、存じておりますわ。確か、ロブソーン男爵家のロビンソン様でございますわね。わたくしの記憶では、つい数週間前まで氷の塔にて謹慎処分が降りていたかと存じますけれど」

「!!」

　トバルト殿下と柳の木のような男性、ロビンソン様がこれ以上ないほどに目を見開く。これでは〝そうです〟と仰っているようなものだわ。目は口ほどに物を言う、を体現なさっているのかしら。

「な、なぜそれを!?　社交界では噂になってたと言うんですか！　これは秘匿処分だったというのに！　どういう事ですか殿下！」

　ほっそりとした男性なのに意外と太い声で切羽詰まった様子でトバルト殿下に詰め寄るロビンソン様。トバルト殿下は忙しなく視線をさまよわせたが、言葉を詰まらせた。

「そ、それは……い、いやなにを言っているんだ、アーリア!?　そんな事実はない！　ロビンソンも混乱しなくて大丈夫だ。これはアーリアのはったりだ！」

「あら？　ですがロビンソン様は今仰いましたわ。秘匿処分だと……。秘匿処分というのは、公にせずに内々で決められたお仕置のようなものですわよね？　ロビンソン様は一体なにをされたのかしら」

「そんな事実はない！　証拠はあるのか!?」

「証拠、と申しますか――まず、わたくしがロビンソン様について存じ上げた経緯からお話いたしますわ。つい最近ですかしら。わたくし、おかしいなと思いましたの。社交界にいらっしゃる方の顔とお名前を確認するために貴族図鑑を整理していた時のことですわ」

『貴族図鑑だと？　あの分厚いやつか。幼少期に見て以来知らぬな』

　それで大丈夫なのかしら、トバルト殿下……。

　そのまま視線を移す。ロビンソン様は青ざめて震えている。

『どうしよう。どうしよう。トバルト殿下に塔から出してもらえるという条件で間男の役をやったはいいけど、ここで明らかにされたら僕はおしまいだ。まさかミヤアント公爵家から家宝の青金剛石ブルーダイヤモンドのネックレスを盗もうとしてバレた、だなんて。知られたら一生社交界に戻ることなんてできないぞ!!』

　――そう。ロビンソン様は、氷の塔から出してもらう代わりにトバルト殿下の言いなりになったのだ。

　氷の塔は別名お仕置部屋とも言われている。そのままの意味で、やらかした貴族を秘密裏に幽閉して、反省を促すのだ。公的に処分してしまうとその家族や家にも影響が出てしまうため、大抵の場合貴族は氷の塔へ放り込まれる。ロビンソン様もその類なのだろう。氷の塔へ入れられた人間の詳細は王家くらいしか把握しておらず、噂にすらならない。だから貴族の罰則にはもってこいだった。もちろん、重い罪に対しては公的な処分が降りるけれど。

　私は扇をぱ、と広げる。そして口元を隠して、小首を傾げた。トバルト殿下を見ると、必然的にイステルも視界に入る。

　彼女は私の胸元をじっと見ていた。

　――なに？

　気になるも、イステルの興味を引くようなものは身につけていない。強いて言うのなら、母の形見であるアメジストのネックレスくらい。気にはなったが、話を続けた。

「貴族図鑑を見ていた時に気がつきましたの。そういえばロビンソン様のこと、最近お見かけしていないな、と。わたくしが社交界デビューしたのが二年前で、その時以来お見かけしておりませんから……どうかされたのかしら？　って」

「ふん。そんな貴族はいくらでもいるだろう。お前のように毎回出るわけではない」

「わたくしは義務ですから。社交をするのも。……気になってはいたのですが、わざわざ調べる必要もございませんし、放っておいたのですわ。ですけど、ある日、高貴な身分の方からお話を聞かされたのです。ええ、氷の塔のお話ですわ」

　高貴な身分の方うんぬん、いや、そもそも貴族図鑑のところからはったりだけど、トバルト殿下はこれ以上の偽りを口にされているようだし問題ないでしょう。

「へぇ？　詭弁もいいところだな！　その高貴な人間とやらの名前をあかせ。その者は情報漏洩の罪で牢に放り込んでやる」

「ということは、ロビンソン様が氷の塔にいたことは本当ですのね」

「!!　違……ッ、今のは言葉のあやだ！」

「あら、誤った発言をされたと仰いますの？　殿下はわたくし以上に発言に気を付けていらっしゃると考えておりましたが、わたくしの考えが誤っておりましたでしょうか」

「それは……」

「撤回なされるのですか？　ご自分の発言が誤っていたと？」

「……お前は意地が悪い！　だから嫌われるんだ。私はずっと思っていた。お前のその能面のような表情に、近寄りにくい雰囲気、ひとを小馬鹿にしたような顔が本当に気に入らなかった。そのくせ、喋り方まで高飛車で、会話に気を遣う。常に人に点数を付けているような人間と婚約なんて私はごめんなんだ!!」

「不快感を与えるような顔立ちで申し訳ございません。ですがこの顔は生まれつきですので、ご容赦いただけますでしょうか。それにわたくし、人に点数をつけるなんて不遜な真似、した覚えはございません」

　もしあなたに点数をつけるのなら余裕でマイナス値を突破しているとは思いますけれど。

　彼が私を嫌っているのには気がついていた。もとより私とトバルト殿下の相性はこれ以上ないほどに悪い。殿下はおっとりとした、子供心を忘れていない無邪気な娘が好きなのだろう。生憎私とは正反対だ。私はいつもどこか自分と、周りを俯瞰的に見てしまいがちだし、人前で言葉遣いを崩すのが苦手だ。それも、自分より目上の方となると尚更。気が緩んで失態を見せないように躾しつけられているのもあって、彼の前で無邪気さを装うのはかなり心が疲弊する。

「それより、ロビンソン様のことです。彼がこの二年間幽閉されていたというのなら、わたくしと彼が愛を育む時間なんてございませんわ。それも、逢瀬を重ねる時間だって」

「ロビンソンが氷の塔から出たのはかなり前だ。逢瀬を重ねる時間くらいある！」

　どうやら氷の塔に幽閉されていたことを認めるらしい。ロビンソン様がムンクの叫びのごとく悲壮感漂う顔をする。

「トバルト殿下！　話が違います。私が氷の塔に入れられたことは秘密にすると仰ったではありませんか!!　私はそのためにこの場で証言することになって……」

「この馬鹿!!」

「あっ……」

　おわかりいただけたかしら。

　彼は今、トバルト殿下との取引の話を口にしてしまったのだ。私は扇を広げたまま彼らを見た。すっと目を細めると、トバルト殿下は意味のない言葉を繰り返した。

「ええと、いや、違うんだ。本当にこれはだな……話を聞いて……」

「わたくしを意図的に愚弄するつもりでしたのね」

「そうじゃない！　いや、でもお前が悪いんだ。私は本当にお前が嫌いなんだ。わ、私は……」

「わたくしが嫌いだから、言いがかりをつけて追放しようと？　トバルト殿下は自分の気に食わない人間は不要だと考える方ですのね」

「違う！　……イステルのためだったんだ。このままでは私の愛するイステルは妾妃になってしまう。私が愛しているにもかかわらず。私は好きでもないお前を正妃にして、愛しているイステルを妾妃などという日陰に追いやらねばならないんだ！　お前にわかるか!?　私の苦渋が！」

　知ってたまるか。

　そう思ったが、私は黙っておいた。調子に乗ったトバルト殿下がこれ幸いとイステルとの愛を語り出す。イステルが目を潤ませてトバルト殿下を見ているが、いや、本当にそれでいいの？　我が妹ながら男を見る目がなさすぎる。どうしたらこの場でうっとりできるのかお聞かせ願いたいものだわ。

「イステルは本当に可愛いんだ。小鳥のようなさえずりで私を楽しませてくれる。お前みたいな温度のない女とは違うんだ。お前は人間じゃない。例えるのなら冷凍保存クライオニクスされた死体のようだ！　生きてるとは到底思えない。お前とのキスなど、考えただけでゾッとする」

「イステルへの愛は大いに理解しました。わたくしの妹を大切にしてくださっているようで嬉しく思いますわ。ですが、今この場においてその話は必要でしょうか？　わたくしは、トバルト殿下が私情を理由に権力を乱用しているようにしか見えない、と申し伝えているのですが。そちらについてのご返答はいただけないのでしょうか」

　話題のすり替えが多すぎるのよ。

　私が聞くとトバルト殿下は顔を顰しかめた。

「そんな事はしていない！　だがお前は、私とイステルとの愛を引き裂く悪女だ！　だから、罰が必要だった」

「聞いていれば、なんて情けない方なの。私、あなたに嫁がなくてよかったわ」

　ミーシュ殿下が嫌悪を顕にしながら扇で顔を隠す。目も合わせないその様子から、心から彼を嫌っているのが伺える。

「トバルト殿下。あなたに大切なことを三つ教えて差し上げます」

「………」

　トバルト殿下が力強く私を睨んでくる。

　私はまた人差し指を立てて、優雅に微笑みを浮かべた。

「お父様にお願いいたしました。わたくしでは、トバルト殿下のお心を支えるのに不十分だと。その結果、婚約の取り換えを検討いただくことが叶いました。近々、王家にご相談の上、正式に婚約者の変更が叶うかと存じます」

「なっ……」

「本当ですの!?　お姉様！」

　イステルが声高く話す。

　淑女とは思えないはしゃぎっぷりを苦々しく思いながら、私は笑みを浮かべるだけに留めた。なにもかもがんじがらめに育てられた私とは違い、イステルは感情表現が豊かで、自由気ままだ。それが羨ましく思うと同時に、なぜ私だけ、という思いももちろんあった。

「そしてふたつめ。先程冷凍保存クライオニクスされた死体と仰いましたが、もちろんわたくしは生きております。生きておりますので、なにを言われても傷つかないわけではございません。わたくしも生きている生身の人間ですの。心がありますのよ」

「…………」

　話すとトバルト殿下はこころなし居心地が悪そうに鼻を鳴らした。まぁプライドだけは摩天楼のように高く聳そびえ立つトバルト殿下だ。これで及第点にして差し上げましょう。甘すぎるかしら？

「そして三つめ。トバルト殿下はわたくしを心から嫌っている様子ですが、ご自身だけだと思わないでいただきたいですわ。わたくしもあなたのこと……たいっへん、不快に思っておりましたの！」

「なっ……」

「ご安心くださいませ。あなただけではございません。わたくしもあなたの短気で粗野で自己陶酔されて自分語りが大好きなところ、大変不快でしたし心から嫌悪しておりました。また、嫌いだからという浅慮な理由で安易に人を貶めようとするその根性、なにを言ってもいいと思ってらっしゃるのかしら？　その思考性に生理的拒否を覚えておりました。無事婚約が破棄されたのなら、苦手な蜘蛛ともワルツを踊るくらいですわ。……いかがでしょう？　大切なことですから、わたくしも自分の心を明らかにするべきだと思いましたの」

　今までため込んでいた不満はかなりのものだったらしい、と口にしてから自覚する。

　相手は王族ということで何も言えなかったのもあって、まだ言い足りない。

　例え殿下側に落ち度があったとしても、これは言いすぎなのだろう。相手は王族なのだから。平素であれば投獄されても文句は言えない。だけど、今の私には後ろ盾がある。

　今回の件において協力体制を取った大神殿聖術教会と、リグレット王家だ。

　大神殿聖術教会は殿下にミコッテ様の件を追及するタイミングを欲していた。そして、リグレット王国は言い逃れできない状況で責を追及したかった。しかし、他国の王族が直接問答するのは問題だと考えたあちらの王家にとって、私の持ちかけた話は渡りに船だったのだと思う。

　私はこの件が落ち着けば、家を出て大神殿聖術教会庇護のもと、平民として暮らしていくことになっている。これは私の希望だ。もう、貴族という肩書きに苦しめられたくはない。

　今後のことに思いをはせていると、殿下の顔がトマトのように赤くなった。湯気でも出そうなほど激怒した彼は怒りのまま叫んだ。

「おっ……お前！　自分が今なにを言ったのかわかるのか!?　これはとんでもない侮辱だぞ！　この私に向かって!!」

「そうでしょうか？　今までに受けた暴言を考えるとわたくしの言葉なんてまだまだ。トバルト殿下には遠く及びませんわ」

　にっこりと微笑んだ。

『死人のように表情がない』だとか『気味が悪い』と言われるのは日常茶飯事だった。触りたくもないとのたまい、夜会ではエスコートすらしたがらない。

　ほんのわずか、指先が当たりでもすればあからさまに振り払い『触れてその卑しさがうつりでもしたら困るのでな』とののしった。

　まるで病原菌に対するかのような仕草は非常に……腹が立つものだった。

　登城の折、突然頭上からバケツをひっくり返されたこともあった。嫌がらせじみた行動をしたのは彼の手の人間で、そのまま無表情で服が汚れたので帰ると告げた私に、後日彼はニヤニヤしながら言った。

『全く面白みのない女だ。次は牛舎で使う汚水にしてやろう』

　そんなことが何度も、たくさん、それは数えきれないほどにあった。その度に私の自尊心は削られたし、苦痛にさいなまれた。

「――！」

　私の言葉に、トバルト殿下の顔が真っ赤に染まる。血管が切れないか心配になるレベルだ。

　ぶるぶる震えて、心の声を聞かずとも彼が屈辱に打ち震えていることは予想できた。

　これまでの人生――今世も含めると五回の人生。どれもこれも私は彼に、そしてその隣のイステルに振り回されてきた。やっと、やっとだ。やっと私は解放される――。

　公的な手段で婚約破棄、婚約の変更ができるのだ。これで私は死ぬことはない。少なくとも、王太子妃になることはないのだから。

　私は、今まで四回の人生を経験している。だけどそのどれもが殺されて終わっていた。理由は様々だったが、絶対に私は死んでしまう。

　そこで、私は考えたのだ。

　今まで逃げることを目的に動いていたけれど、今回は逃げるのではなく、立ち向かう必要がある……と。

　今までの人生、どれも王太子妃になってから死を迎えていた。

　裏を返せば、王太子妃にさえならなければ死なない可能性は十分にある。

　もとよりこの男と婚姻など反吐が出るほど嫌だった。

　私は、イステルとトバルト殿下と論議し、この婚約を無効にすることを目標とした。

　決意した私は、まず情報をすぐに集めた。

　そして、その最中。ある日突然、私は〝心の声を聞く能力〟というのを得たのだ。

　未だに半信半疑な能力ではあるけれど、検証してみた限りでは限りなく本物に近いだろう。この能力はとても役に立った。

　トバルト殿下の恋人事情、ミコッテやミーシュ殿下を知ったのも、これが理由だ。

　そして今までの人生。死ぬ日も人生の分岐も全てばらばらであったけど、私はどの人生においても〝悪女〟と人々の間で囁かれた。

〝妾妃イステルとトバルト王太子殿下の仲を切り裂く意地悪な悪女アーリア〟。

　私は可憐という言葉があまりにも似合わない、刺々しい雰囲気のある女だ。それも悪女としての呼び名を助長させた一因なのだと思う。

　イステルの庇護欲を誘うあどけない顔立ちに柔らかな金髪、小動物のようなつぶらで水色の瞳。それに反して私はひとを寄せ付けないような雰囲気のある、ストレートの黒髪に、切れ長の深い碧眼。

　よく言えば早熟していると捉えられるだろうが、どうしたって私の見た目はひとにきつい印象を与えがちだ。

　イステルとトバルト殿下の燃焼力の高い恋は火柱を上げる勢いだったので、国中が知るところだった。

　そうしていつしか私は、ふたりの仲を裂く悪者。悪女。性悪女――なんて呼ばれ方をした。

　中には、元々はイステルがトバルト殿下の婚約者だったのに私が奪った、だとか、イステルの可愛らしさに嫉妬して虐げていたところをトバルト殿下が見初め、保護した、とか、果てには私が禁術を扱ってトバルト殿下との婚約を結ばせた、なんて荒唐無稽なものまである。

　あまりにも奇天烈すぎるが、しかしそれを信じている人間は思った以上にいるものだ。

　こちらとしては、トバルト殿下なんてこれっぽっちも、むしろかの婚約など白紙に戻せたらどんなにいいかと思っているのに。

　私は過去の人生に思いを馳せた。

　一度目の人生。

　私は王太子妃となった。だけど、同時に妾妃になったイステルの策略に陥れられ、処刑されることとなった。経緯は単純なものだ。私が妾妃のイステルに悋気を起こし、強い憎悪を募らせた挙句毒を飲ませて殺そうとした、というもの。

　事を重く見た――というよりも、おおいに私情を挟んだ王太子の差配によって私は死罪となった。せめてもの救いは公開処刑ではなく、王侯貴族らしく毒杯を自ら飲むものだったことだろうか。用意された毒杯を口にして、そして鼓動を止める。

　実に呆気ない終わり方だ。

　そして、二度目の人生。

　気がつくと聖夜祭の日になっていた。

　十五歳の聖夜祭。

　死ぬ一年前に戻った私はだいぶ混乱したものの、今度こそ死なないように、とトバルト殿下の好きそうな女性を演じることにした。

　だけどそれでも彼との関係性は修復されることはなく、一度目と同じく私は王太子妃となり、遠出する際、馬車ごと転落し、崖から落ちてしまった。

　記憶が途切れているので、そこで死んでしまったのだろう。

　御者には悪いことをした。彼の慌て具合から恐らく、馬車もしくは馬に何かしらの細工が仕掛けられているのだろう。そう思ったのは、二度目の人生に幕を下ろした後のことである。

　三度目の人生。

　二度目のあっけない終わりを思い出して、今度こそ。今度こそ死にたくないと思った。

　トバルト殿下とイステルの恋の衝動を止めることができないのなら、私がイステルのように振る舞えばいいと半ばやけになりながら考えた。

　結果、トバルト殿下は私に愛を伝えた。イステルのように振る舞うことは容易だ。なぜなら、ずっと見てきたのだから。

　トバルト殿下との関係も円満なある日、私は避暑に訪れた離宮で、誰かに背中を押されて、階段から落ちた。

　そうして私は死んでしまった。

　四度目の人生。

　巻き戻って、私は決心した。トバルト殿下との婚姻をするのがいけないのではないか。

　私を突き落としたのは誰かわからなかったけれど、恐らく私を快く思っていない人間だろう。

　一度目の人生で私を殺したイステルである可能性が高い。

　トバルト殿下との婚姻は、死を伴う。

　彼が頭が回る賢人ならまだしも、彼は脳が筋肉でできているような脳筋だ。私を守ってくれるとは思えない。それに、彼に好かれるためにイステルのように振る舞うのも思った以上に疲弊した。あんな思いをするくらいなら、死んだ方がましだわ。

　だけどお父様は私よりイステルの方を可愛がっていたからまともに取り合ってくれるとは思えない。私は苦肉の策で、家を出た。

　逃げたかったのだ。なにもかもから。だけど、ものの数分で暴漢に襲われて死んでしまった。今までの人生のどれよりも凄惨な最期だっただろう。

　そして、五度目の人生。

　巻き戻った私は、決意した。

　何度死んでも終わらない。であるのなら、もう逃げたりせず立ち向かうべきだろう。イステルとトバルト殿下に。イステルに殺されるのも腹が立つし、トバルト殿下に媚を売るのも屈辱だ。

　私は、彼らに報いを受けさせようと思った。

　私を殺したイステルは元より、トバルト殿下も許せない。元よりあのひとが無能だからイステルが好き勝手するのだし、立場を忘れてその責務を負わないなど愚劣の極みだ。

　彼が王になるにしても、間違いなく愚王であるだろうし、宰相の操り人形にされるのは想像にかたくない。

　私は過去から意識を戻すと、私を憮然とした顔つきで睨むトバルト殿下を見据えた。

「愛するイステルとのご婚約、叶いますことを願っております。敬愛する王太子殿下」

「ふん！　私をここまで虚仮にした女はお前が初めてだ。覚えておけ、アーリア。この屈辱はいずれ何倍にもなってお前に返ることになる。帰ったらせいぜい神に祈りでも捧げることだな」

『帰りの馬車に仕掛けでも施しておくか？　いや、いっそゴロツキにでも襲わせて……。この女の鼻持ちならないところが本当に癪しゃくに障る。その鼻っ柱を折ってやりたい』

「わたくしは自分の正当性を明らかにし、謂れのない侮辱とその汚名を晴らしたかっただけにすぎませんわ。今宵夜会に参加されている方は、わたくしの気持ちを理解してくださっているかと思いますが」

　言われて、トバルト殿下は今初めて気がついたというように周りを気にしだした。すっかり忘れていたらしい。だけど夜会に参加されている紳士淑女はそれぞれ顔を顰めてトバルト殿下の視線から逃れている。その苦々しい雰囲気から、自分が苦境に立たされていることに気がついたのだろう。彼は肩をいからせた。

「この私を侮辱するのか!?　私は次期国王、トバルト・シュテンだぞ!!　なんだその目は！　不敬罪で投獄してやろうか！　憎らしい女め。その目付きが気に食わないんだ！　私に平伏して謝罪せよ!!」

「いい加減にせぬか。トバルト」

　その時、静かな、だけど威厳のある声が聞こえてきた。状況を見守っていた人たちがざわざわとしだし、道が開けられる。ドーナツのように真ん中に空洞を残しそれを囲むように輪になっていた人垣が割れ、さながらモーセの十戒のように道が開けた。

「国王陛下……！」

「珍しい、こんな時間にお越しになられるなんて」

「退座されたのでは……」

　ざわめく声からそれらの単語を拾う。

　私たちの前に現れた国王陛下は御歳四十五歳の武人だ。トバルト殿下のハリボテの巨体とは違い、彼は剣や槍を扱う。豊かな髭を蓄え、鋭い目で周りを見渡した国王陛下はゆっくりと私、ミーシュ殿下、イステル、そしてトバルト殿下を見た。

　カーテシーを取る私とミーシュ殿下はさておき、イステルは棒立ちだ。公爵家の娘としてあまりにも恥ずかしい無礼具合だった。

「その娘は社交の礼儀すら知らぬと見える」

　重々しい声で話す国王陛下に、トバルト殿下が条件反射のように言葉を返した。

「お待ちください、父上！　イステルは驚いているのです。先程まで彼女はアーリアにいじめられていました。だから混乱して……」

　誰がいじめていたというのよ誰が！

　むしろ謂れのない罪を押し付けられていたのは私だわ。しかし国王陛下の手前、許可を貰っていないのに口出しすることはできない。黙っていると、国王陛下の視線がこちらに向いた。

『……愚劣な』

　国王陛下の心の声は本当に読みにくい。

　流れ込んでこないのだ。しかも、視線があったのは一瞬だったので、ほかに聞き取ることもできなかった。

「トバルト。公の場では陛下と呼べと再三言ったはずだ。何度同じことを言わせる」

「そ、それは……」

「お前が次期国王とは全く情けない。先祖に顔向けできぬ。ここでのやり取りはあらかた宰相より報告が入り聞き及んでいる。トバルト、貴様のような暗愚な人間にアーリア嬢は勿体ない。望み通り、婚約は取り替えることとする」

「本当ですか！　しかし、私にアーリアが勿体ないとは納得がいきません。私はそもそもアーリアとの婚約など……！」

「お前は本当に浅薄だな。王族として、いや王太子としての教育を受けてそれとは嘆かわしい。我が息子ながらなぜお前がそうも梼とう昧まいに育ってしまったのか。私は己の力量不足を痛感する毎日だ。お前なぞより、貴族子息の方がよほど勤勉家だよ。ロディオが生きていればとよく考える。そうであれば、あやつに王位を継がせたものを……」

「ロディオですか!?　あいつはただのぼんくらでしょう。芸術にしか興味がないなんて、上に立つものとして失格です」

　ロディオとは、ロディオ・シュテン第二王子殿下のことだ。彼は御歳十六歳という若さで遠駆け中の折、ならず者に襲われて亡くなってしまった。

　いきり立つトバルト殿下を手で振り黙らせた国王陛下は、ため息を吐いた。疲労からか、その顔はいつもより老けて見えた。

「風変わりな王になるやもしれぬ。であるが、お前よりはよほど王の素質があるように思えるぞ。……さて、これ以上王族の恥をさらしてはならぬ。トバルト、今宵騒がせた詫びをし、この夜会に華を戻させよ。夜会中に騒動を起こすなどという蛮行、牢に入れられても文句は言えまい」

「ですが！　これは……」

「言い訳は不要！　早くせんか！」

「…………」

　国王陛下に切って捨てられたトバルト殿下は気まずげに周りを見たが、やがてイステルの腕をとった。イステルはびくびくとしていて、顔を上げない。俯いている彼女の手を取ったトバルト殿下が小声でなにか言っている。恐らく大丈夫だよ、とかその類だろう。なにも大丈夫じゃないのよ。まずあなたにはすべきことがあるでしょう。

「えー……んん。アクシデントがあって悪かったな。しかし聞いてほしい。全てはアーリア・レイズモンドが原因だ。気分を害したのならその責は彼女にある」

「トバルト。お前はまだ恥を晒すつもりか」

　国王陛下の重低音が響く。

　トバルト殿下はあからさまに肩を跳ねさせて、目をキョロキョロさせる。あまりにも情けない姿だが、彼はこれで本当に次期国王になるのだろうか。夜会に参加しているみなが不安になっていることだろう。

「父う……陛下。しかし、王族は安易に謝罪してはならないと」

「お前はそれだけの事をやらかしたのだと、まだわからぬか。これ以上ぐだぐだと言い訳を捏ねるようなら本当に牢に放り込むぞ」

　牢に入れられるのは流石のトバルト殿下も嫌らしい。一瞬目が合ったトバルト殿下はこれ以上ないほどに苦々しい顔をして、嫌悪と憎悪で満ち溢れていた。

『このクソジジイ、早く死ね！　アーリアも死んでしまえばいい。こいつらまとめてくたばれ！』

　なんとも言葉遣いが悪い王太子殿下である。

　トバルト殿下はややあってから、蚊の鳴くような声で言った。

「……申し訳ありませんでした」

　それは、後世に伝わるほどに情けなく、恥ずかしい姿であったのは言うまでもない。

　陛下はトバルト殿下をちらりと見て、やがて私を見た。

「アーリア嬢。そなたには迷惑をかけたな。しかし、そなたも身の回りがやけにごたついておるようだな。身辺整理は大事であろう」

　イステルのことを言っているのだろう。それを言われると弱い。イステルは間違いなく公爵家の恥だ。いや、姉妹で恋愛の揉め事なんてそれだけで醜聞だ。私は謹んでその言葉を受け取った。

「夜会に参加しているみなにも迷惑をかけた。まだまだ情けなく、愚劣でどうしようもない男だが、今後その根性と精神を叩き直すとここに誓おう。どうかこの場は収めて欲しい。騒がせた詫びとして、王家所蔵の薔薇の精霊ローズ・スプリットを振る舞わせてもらう。楽しんでくれたまえ」

　薔薇の精霊ローズ・スプリットの言葉に貴婦人から喜色の声があがる。薔薇の精霊ローズ・スプリットと言えば、王家が所有する百年ものの貴腐ワインであり、それはそれは口当たりがよく、滑らかで、ワイン独特の渋みや癖がなく、ワインが苦手な人でも美味しく飲めるというデザートワインだ。加えて王家の所有するそれは、生産地が明かされておらず、だけどどのワインとも味が違っている、超希少価値のつくブランドである。それを大盤振る舞いすると言うのだから場が華やぐのも当然だ。

　だけどその中で、イステルだけが動かなかった。

　国王陛下は周りの反応に頷くと、そのまま私たちに背を向ける。途中で退席されていたのだし、もう部屋に戻るつもりなのだろう。

　私もまたもう用事はないので広間を出ようかと思っていたところで、イステルが顔を上げた。

　その水色の瞳は憎々しげに濁っていて焦点が合っていない。ぞくりと悪寒がした。

「――」

　その底知れぬ闇を孕んだ瞳に息をのんだ瞬間。広間から音が消えた。

「な……!?」

　驚いて周りを見るが、時間が止まったかのごとく誰もが動かない。

　不自然なほどに固まった世界の中で、イステルだけが口元を歪めて笑った。

　――なに……!?

　そして、その瞬間。

　広間から出ようとしていたはずの国王陛下の声が高らかに響いた。

「アーリア・レイズモンドをとらえよ!!」

　はっきりとした号令が聞こえて、それまで談笑していた貴婦人や、紳士の視線が全部こちらを見る。肌が泡立つような緊張感に、本能的な危機感を感じる。

　――どうなっているの。でも、まずい。この場を逃げないと大変なことになる気がする。

　そして、その直感は間違っていないだろう。
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　まるで操られた蝋人形のような不自然な動きで、夜会に参加した人間の体がゆらりと揺れる。天井から糸でも垂らされているかのごとく不自然で、不気味な動きだ。

　何百もの視線がこちらに縫い付けられて――

「っ……！」

　私は咄嗟にその場から駆け出した。

　このまま捕まってしまったらまずい！と直感的に感じた。これは得体の知れない力が働いているのだとしか思えない。その中でひとり、イステルだけが真っ直ぐに私を見ていた。操られているとは思えない、力強い瞳で。イステルに問い詰めようにも、イステルの前には彼女を守るように参加客が立ち塞がっている。私は自分を捕獲しようと伸びる手から逃れながら広間を走り抜ける。

　だけどどうあっても数が多すぎて圧倒的に不利だ。しかも私はドレスを着ている。

　操られている……ように見える人と目を合わせても、その思考はなにも読み取れなかった。ひとりふたりの話ではない。誰もがそうなのだ。これは明らかにおかしい。思考を読みにくい人――例えば国王陛下とかならわかるけど、誰も彼もの思考が読めないのは、あまりにも不自然だ。それはすなわち、彼らがなにも考えていない、考えられない状況だということを指す。

「……っ、しっかりしてくださいませ！　みなさま、どうなさってしまったの！」

「…………」

「正気に戻ってください!!」

　そのうち私は壁際まで追い詰められてしまった。後ろは天井まで伸びる窓があるだけで、逃げ道などどこにもない。窓を割って逃げるにしてもここは三階だ。飛び降りて無事でいられるとは思えない。じりじり近づく人々の手を目にしながら、私は冷や汗を流した。このままだと捕まってしまう。捕まって、それから？

　彼らの洗脳に近い状況を見る限り、捕まってなにもされない保証はない。

　五回目の人生。私はどうあっても死ぬ運命にあるのだろうか。今までの人生で私は二十歳を迎えられた試しがない。歯噛みしたところで――けたたましい音がした。

　――ガシャアアアン！

「っ……!?」

　驚いてそちらを見ると、天井まで伸びるステンドガラスの窓を割って、誰かが飛び込んできた。

　割られた窓ガラスがシャンデリアの光に照らされてキラキラと光のように煌きらめく。

　思わぬ事態に頭が混乱した。

　誰かが広間に飛び込んできたのはわかるが、全身をすっぽり覆った格好をしているため、男か女か、体格すらもおよそ判別がつかない。

　敵か味方か。焦る私を他所に招待客は飛び込んできた人間の存在など気にする素振りもなく、じりじりと近づいてきた。

　――どうしよう？　どうする？　どうしたら……！

　まさか窓を割って逃走するわけにもいかない。

　そもそもあの人は誰なんだろう。だけどこのままここにいても捕まるのが関の山。混乱して動けない私を見ると、その人間は素早く動きだした。

　――なに!?

　顔は見えないが、私の様子を伺っているのがわかる。その人間はすぐに私に近づくと腕を掴んできた。

「なっ……ちょっと、あなた、なに……」

「動かないで。大丈夫。ただ、僕はきみをここから連れ出すだけだから」

「……!?」

　本当に誰!?

　その声に聞き覚えはない。だけどその低く落ち着いた声から、彼が男性なのだとわかる。その言葉を信用していいのかどうか。だけどここにいても捕まるのは目に見えている。このあとどう動くにせよ、まずはこの場を離脱するのがいいだろう。

　私は頷いた。

「誰かわからないけど……連れ出してくれるの」

「安心して。誰にも触らせやしない」

「え――……ッきゃ……！」

　ぐん、と視界が回って、体が宙に浮く。

　彼に抱き上げられたのだと気がついたと同時に、視界が目まぐるしく動いた。

「きゃあ……!?」

「動くよ。舌を噛むといけないから、なにも言わないで！」

　ぐわんぐわんと派手に揺れる視界の中、先程まで私がいた位置に突っ込む女性の姿を見た。高位貴族なのに立ち居振る舞いを気にせず私を捕まえようとするその姿に、やはり違和感と言い知れぬ恐ろしさを感じた。今、なにが起きているの……!?

　男は私を抱きかかえて、私を捕まえようとする人垣を器用に避けて、必要であれば手刀を落としているようだった。床を力強く踏んで跳躍する。視界が回る。

「――!!」

　床に着地すると同時に、彼は仕込みステッキを抜こうとしていた紳士に目をつけると、回し蹴りをするようにしてその足場を崩した。あまりに綺麗に決まりすぎたのと、あっという間の出来事で頭がついていかない。
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　そうしているうちに、彼が飛び込んできたステンドガラスの前までやってきた。

　彼は割れた窓枠に足をかけると、そのまま言った。

「飛ぶよ。掴まってて」

「え？　え……」

「いち、にぃ……」

「――！」

「さん！」

「っ…………!!」

　嫌だ、とも待って、とも言う暇がなかった。あっという間に、足場にした窓枠を蹴り飛ばして、彼と、彼に抱えられた私は夜空へと飛び込んだ。

　正直、死を覚悟した。




＊＊＊




「もう少し穏便にできなかったんですか……」

「……できれば僕だってそうしたかったさ。だけど手段を選んで間に合わなかったら意味がない」

「それはそうかもしれませんが……」

「それより王都の様子はどうだ。閉鎖……」

「それが……で……やぁ、不気味なもん……」

　意識が少しずつ浮上する。

　誰かの話し声が聞こえる。だけどそれはやがて声を潜めるものとなって、聞き取りにくい。

　徐々に意識が覚醒して、薄くまつ毛を持ち上げた。空気が冷たく、まず視界に入ったのは剥き出しの石壁だった。ここは、洞窟……？

　ぐるりと周りを見渡すと、すぐ近くで焚き火をしているようだった。火が轟ごう々ごうと燃え、ぱちぱちと火音を立てていた。

　ぽちゃん、とどこかで雨粒が落ちる音がする。雨の匂い、水の匂いだ。限りなく自然の香りがする。

「起きた？」

「…………！」

　思った以上にすぐ近くで声をかけられて、思わず身を起こした。そうだ。思い出した。私は確か、広間で奇妙な状況に陥って、それで、突然現れたこのひとに助けられて……。いや、本当に助けられたのだろうか？　そもそもこのひとは……。

　狼狽えながら聞き覚えのある声の方向を向くと、思った以上に端整なその顔立ちに驚いた。

「よかった。目が覚めたんだね。きみは飛び降りた瞬間気を失ってしまったんだ。よかった。目覚めなかったらどうしようかと思った」

「……あなたは、どうして私を連れ出したのですか？」

　まずそれだ。

　それを聞かなければ敵かどうかの判別すらできない。あの場から助け出してくれたことは感謝しているが、彼もまた私の身柄を拘束して利用しようと考えているのなら、私はなんとしてでもここから離れなければならない。

　私が尋ねると、男――まだ歳若い。十代後半だろうか。彼は寂しげな顔をした。

「……覚えてない？　僕だよ。ミカエルだ」

「ミカエル……？」

　ミカエルと聞いてすぐに思い出すのは、亡くなった第三王子の名前だ。今、直系の王子は王太子のトバルト殿下しかいないが、ほかにも王子はいたのだ。遠駆け中、命を落とした第二王子のロディオ殿下。そして、幼い頃に病死したとされるミカエル殿下。

　第一王子のトバルト殿下と第二王子のロディオ殿下は王妃の子で、その顔はひどく似ていたという。双子のようにそっくりだった、と。

　だけどミカエル殿下は違う。彼は国王陛下が唯一寵愛した妾妃、シャウラ妃殿下の子である。

　そのため、トバルト殿下、ロディオ殿下は黒髪だが、ミカエル殿下は金髪だった。

　そして今、私の目の前にいる彼も淡い金色の髪をしていた。洞窟の中は薄暗く、その髪はクリーム色のようにも見えた。

「……冗談を言わないで。ミカエル殿下は十歳の頃に亡くなっているのよ」

「嘘じゃない。僕は、対外的には病死とされていたけど、真実は違う。僕はハウトーン公爵の手によって保護されていたんだ。このままだと僕は殺されてしまうから、ってね」

「ハウトーン公爵……」

　呆然とその名前を繰り返す。

　ハウトーン公爵はいつもにこにことしていて、貴族議会には滅多に出ない、だけどかなりの権力を持つ有力貴族だ。彼が口添えをすれば大抵の事はまかり通るだろう。だけど彼は朗らかに見えて、なかなかに食えない人物だ。

　三度目の人生、トバルト殿下と恋仲になった折、彼と話す機会があった。そのときに言われたのだ。

『妃殿下のお心遣いはようく聞いておりますとも。その場その場で適宜、必要な対応を選びとることができるのは紛れもない貴女の賢明さです。応急処置が得意なんですねえ』

　一語一句覚えている。

　滅多に現れないというハウトーン公爵が登城したというだけでも驚きなのに、彼の言葉には紛れもない棘が含まれていた。応急処置、それはすなわち根本的な対処をしていないということだ。彼はにこやかに笑いながらそう指摘したのだった。

　にこにこと人好きのする笑みを浮かべたお爺様だ。子供に好かれるタイプだろう。

　だけど私はその時、ゾッとしたのよね……。

　心の声も似たようなものだったし……。

『チェスは苦手なタイプかな？』

　その時のことを思い出していると、ミカエル殿下と名乗った青年は、まつ毛を伏せた。色素の薄いまつ毛は長く、マッチ棒が乗りそうだ。彼の瞳は暗い洞窟の中でもはっきりとわかるほど美しい、アメジストの煌めきを持っていた。

　――視線がなかなか合わないから、心の声が読みにくいわ。

　心の声が読めれば、一発でわかるのに。あまりこの能力に頼るのも危険だとはわかっているけど、ひとつの指標になることは間違いない。

　黙っていると、青年は話し出した。落ち着いた声だ。ひどく耳に馴染む。

「ハウトーン公爵はいずれ王位継承争いが激化するとわかっていたんだろう。……父上は僕を王太子にすると強く言っていた。まだ僕が幼いということもあって見逃されていたけど、大人になればそうはいかない。正当な血筋で言うのなら、兄上……トバルト兄上が次期王位を継ぐに相応しい。僕とトバルト兄上で派閥が分かれるのは目に見えていたんだ」

「…………」

　トバルト殿下は、心の声でも実際にも、自分が次期国王だと何度も話していた。

　そして、以前、心の声で聞いたことがあった。

『ミカエルが王太子候補だと知った時は焦ったが、王太子は私だ。私が次期国王になるのだ』

　ミカエルが王太子の有力候補だと知った彼は内心とても焦っていたのだろう。それもあって、自分が次期国王だとあちこちで吹聴するようになったのではないか……。今のところ、ミカエルと名乗る彼の話に矛盾点はない。

　彼が顔を上げた。彼の、どこまでも透き通った、見ていると吸い込まれそうになるアメジストの瞳と目が合う。

「僕は、きみと会ったことがある。覚えてないかな」

『そして、その時僕は公爵夫人と約束をしたんだ』

　――約束……？

　流れ込んできたミカエルの言葉ははっきりとしていた。約束？　お母様と……？　お母様は、私が幼い頃に病気で亡くなっている。

　黙り込んでいると、ミカエルはそのまま話し出した。

「僕ときみは年齢が同じなのもあって、よく遊んだんだ。一緒に花を見て、花の名前をあてようとしたり、花かんむりを作ってみたり。四つ葉のクローバーを探したり……。きみはその時、既にトバルト兄上の婚約者だった。でも上手く折り合いが合わないときみは困っていたよね。僕は、覚えているんだ。――今まで、一度も忘れていたことはない」

『ずっと、ずっときみのことが好きだったんだ。あの時は言えなかったけど。今なら、きみにこの言葉を伝えられる』

「――！」

　流れ込んできたミカエルの言葉に息を飲む。

　彼は、ミカエルだ。間違いない。彼の話す内容にも覚えがあるし、多少見た目は変わったけれど、それでも目の色や髪の色は変わっていないように見える。

　いや、昔のミカエルはもう少し色の濃い金髪だったような気もするけど、成長して色が薄くなったり、濃くなったり、多少変わるのは十分に有り得る話だ。

　それに彼が話した記憶は確かにミカエルと過ごしたものと一致していた。

　幼い頃、私は年の離れたトバルト殿下とどうしても話が合わなくて、会う度に苦痛を感じていた。

　そんな時、同い年で話しやすいミカエルと出会って、一緒に遊ぶことが多かったのだ。

　子供は子供同士で、なんていう暗黙の了解もあって、私たちが親しくすることは誰にも止められることはなかった。

　トバルト殿下でさえ、私の子守りをせずに済んだとばかりに清々としている様子だった。

　登城してはトバルト殿下に煩わしそうにされて、私はひとり王城の片隅でぶちぶちと雑草を抜いていた。鬱憤がたまっていたのだ。

『トバルト殿下はわたくしのこと、うっとうしい子供とばかりに邪険にするの！　もうお城なんて来たくないわ……』

『アーリア、素手で雑草抜いたら手を怪我しちゃうよ』

『どうしたらいい関係になれるのかしら。わたくし、あの方とよい未来を築ける自信がないの』

　当時、私は六歳の娘で、トバルト殿下は十六歳。毎日のようにあちこちの蝶と戯れている婚約者の姿を見て、私は心が折れかけていた。そんな私の相手をしてくれていたのが、同い年のミカエルだった。

『アーリアはきれいだよ。あと少しすれば周りを驚かせるような美女になる』

『本当？　そうしたら、トバルト殿下もわたくしを見る？』

『兄上は美人に目がないから……でも僕はいやだな』

『どうして？』

『アーリアは今だってすごくきれいなのに、あとからその美しさに気づくなんて。馬鹿にしてると思う』

『ふふ……！　見た目が天子様みたいなミカエルに言われると少し照れるわね』

　美しいや綺麗という誉め言葉は、貴族界においての社交辞令であり、男性から女性に贈るマナーのひとつだ。

　だからその言葉を本気にすることはなかったけれど、トバルト殿下に無下にされていた私は少し面映ゆくなってしまった。

　当時のミカエルは本当に美しく可憐だった。まだ少年の彼は、体つきも華奢で、金糸のような髪はふわふわとしており、瞳もくりくりと大きかった。まつげも長く、美少女めいた容姿だった。

『僕は本気なんだけど……まぁいいか。ねえ、アーリア。部屋にストロベリーティーの茶葉があるんだ。南の露紅苺から作ったんだって。アーリア、好きだったよね？』

『本当!?　ええ。わたくし、露紅苺が大好きよ！』

『じゃあ、お茶にしよう。こんな日陰で雑草抜いてるよりずっと楽しいよ』

　そうやっていつも私に構ってくれたのは王城でミカエルだけだった。トバルト殿下はミカエルが私の相手をすることで子守から解放されるとばかりになにも言わず、私たちは度々そうしてお茶会を楽しんだのだ。

　――本当にミカエルなの……？

　ミカエルが病気で亡くなったと聞いた時は、しばらく信じられなかった。あっさりと失われた命に呆然として、だけどトバルト殿下の前で悲しむ素振りを見せてはいけないから、表面上はいつも通りに振舞った。だけどとても悲しくて、心の柔らかい部分に棘が刺さったかのごとく、忘れることはできなかった。ミカエルが生きていた――。

　それに、今の。さっきの言葉……。

　私を好きって言ったわよね？　いや、口に出したわけではないけど、でも、今……。

　じわじわと顔が熱くなる。薄暗い洞窟でよかった。きっと今、私の顔は真っ赤になっているだろう。耐えきれずに俯いたところで、後ろから声がかかった。

「ルカ様。雨がやみそうです。今のうちに出立した方がよろしいかと」

　驚いてそちらを振り向くと、黒髪の男性が静かに佇んでいた。びっくりした。全く気配がなかった。ミカエルはちらりと黒髪の男性を見ると、「そうだね」と短く答えた。

「アーリア。聞きたいことはいろいろあると思うけど、まずは僕と来てくれないかな。きみの嫌がることは絶対にしないし、希望があるならなんでも言って。全て応えられるかはわからないけど、極力沿えるように頑張るから。だから、僕と来て欲しい」

「ミカエル………」

　ミカエルの宝石のようなアメジストの瞳を見て、そして後悔した。

『もう絶対に離れたくない。ここで後悔したくない。そのために僕は……』

　心の声を読む能力をいらないと思ったのはこの時が初めてだった。ミカエルの目を見ると、否応なく彼の心の声が流れ込んでくる。それは勝手に彼の心を暴いているようで、酷くいたたまれない。咄嗟に目を逸らしたから、〝そのために僕は〟の続きの言葉は聞こえなかったが、彼が私を強く想ってくれていることはわかった。

　彼のあたたかい気持ちと、柔らかい心が。嘘偽りない真っ直ぐな言葉に、じわじわと頬が赤くなる。耳まで赤いに違いない。

　彼の声を聞いて、行かない、とは言えなかった。元より、夜会のあの様子を考えると、家もどうなっているかわからない。最悪、王都中が混乱しているに違いない。そうだわ。まずはそれを聞かないと……。

　そう思ったが、今は移動が先だろう。移動中にでもミカエルに聞けばいいとして、私は頷いて答えた。

「ありがとう。わたくしを連れていってくれる？」

「もちろんだよ。じゃあ、レックス。火を消して、出る準備だ。馬はあるんだろ？」

　レックス、と呼ばれたのは黒髪の青年だった。頷いて答える。

「用意は整っております」

「わかった。アーリア、本当は馬車で連れて行きたいところなんだけど、いつ追っ手が来るかわからないんだ。だから、馬で駆けるよ。アーリアは馬に乗れる？」

「ごめんなさい。乗れないわ。だけど、追っ手って？　それにどこに向かうの？」

　私が聞くと、ミカエルは頷いてレックスを見た。

　そして、私の手を取ると、控えめに引っ張って、歩くように誘導した。洞窟を出るようだ。

「向かう先はツロリア伯爵邸。追っ手は……あとで話すよ。一度に話すには時間が足りなすぎる」

「わかったわ。でも、ツロリア伯爵邸に行ってどうするの？　わたくし、ツロリア伯爵に一度も会ったことがないわ。大丈夫なのかしら」

　ツロリア伯爵――名前は聞いたことがあるけれど、滅多に表に出てこない人間として有名だ。公式行事には出席されるようだけど、気がついたら退席されているとかで、私自身会ったことがない。貴族図鑑で顔だけは知っているけれど。

「大丈夫だよ。ツロリア伯爵は僕だから」

「え……!?」

　驚いて立ち止まろうとする私の手を引いて、ミカエルが先を促した。

　足が止まってしまっていることに気がついて、私もまた歩き出す。だけど頭の中は疑問符ばかりだ。ミカエルはレックスという男にルカと呼ばれていたわ。それにツロリア伯爵がミカエルってどういうこと……？　貴族図鑑で見たツロリア伯爵はミカエルの顔とは違う方だったわ。

　取り留めて特徴のない薄い顔立ち、ほっそりとした長身で三白眼、前髪は長く、印象には残りにくい。

　もう何年も会っていないとはいえ、ミカエルのことは信用していた。

　昔に遊んだきりだけど、彼は優しい人だ。

　彼について行っても酷い目には合わないだろう。少なくとも今までの人生のように死ぬことはない、はず。

　それと同時に、心の声で聞いてしまった彼の本心を思い出してまたも顔が熱を持つ。

　どうして私を、いえ、そもそもなんでミカエルはあの場に現れたのかしら……？　考えることが多すぎて、答えを導き出すためには情報が足りなさすぎる。




＊＊＊




「それで？　お姉様は見つかったの？」

　豪奢な室内、天鵞絨の貼られたひとり掛け用の椅子にしどけなく座っているのは金髪の少女だった。まだあどけなく、幼い顔立ちの残る少女は素足を肘掛に乗せ、つまんだクッキーを口に放った。

「見つかっていません」

「ふぅん……。闖入者の正体もわかってないのね？」

「はい」

「役立たず。お前は首よ。なんのために使ってやってると思ってるの。もっと誠心誠意張り切って取りかかりなさい？　外の川に投げ捨てられたくないでしょう」

「はい」

　少女の投げやりな口調に、しかし膝をつく男は同じ言葉を繰り返した。

　その声に抑揚はなく、覇気もない。少女はつまらなそうな顔をした。

「あーあ。これだからやりにくいのよねぇ。もっと万能だと思ってたのに。人間との混血わたしたちは、血が薄れてるからか？」

「…………」

「なんとか言いなさいよ。相槌くらい打てるでしょう？　人形じゃあるまいし。……あ、いっそのことお前、人形にしてあげましょうか。お姉様が見たら喜ぶわ。……ねぇ、トバルト様？」

　少女に呼びかけられた男――トバルト・シュテンは光を映さない瞳で少女を見た。アーリアと対峙していた時の力強さは見当たらない。ただぼんやりと言葉を返すだけの男に、少女――イステル・レイズモンドは不満そうに頬をふくらませた。

「ああもう、つまらない！　つまらない!!　でもひとつだけ収穫があったわ。私、お姉様とは血が繋がってないのかと心配していたの。お姉様はお母様の娘――私と血が繋がっているはずなのにあまりにも無能だったから。出来損ないなのかと思ってたけど、ちゃんと私のお姉様だったのね。だって、あの場から逃げおおせたのよ。何かしらの力がないと無理よ」

「…………」

「でも、それとこれとは別だわ。お姉様が無能でないなら余計野放しなんてできない。見つけ次第捕まえなさい。いい？　決して殺してはだめよ。殺すのは私の役目なんだから」

「はい」

「それに……あのネックレス。とても気になるわ。だってあれは………。そうだわ、トバルト様？　いーい？　一回しか言わないからようく聞くのよ？　トバルト様はすぐ忘れてしまう単細胞だから、ちゃんと脳裏に焼き付けておきなさい。お姉様を見つけたら、まずネックレスを奪うの。いいわね」

「はい」

「本当にわかってるのかしらぁ？　まあいいわ」

　イステルはそこで足を組みかえた。

　ふわふわとした彼女の金髪が、その動きによって揺れる。クッキーをサクサクと噛み砕きながら彼女は笑った。それは、なにも知らないものが見ればやんちゃ娘の可愛いアフターヌーンティーにしか見えないだろう。クッキーを咀嚼し終えると、イステルはふわぁ、と口を軽く手で覆った。

「なんだか眠くなっちゃったわ。私もまだまだね。お母様みたいになるには程遠い」

「…………」

　トバルトはなにも言わない。

　ただ黙って立っているだけだ。それはあまりにも不気味で、異質な光景だった。豪奢な部屋にはなにもかもが揃っていた。どこから運ばせたのか、純白のグランドピアノに、赤のカーペットには何冊もの絵本が散らかっている。近くには白い画用紙と、出しっぱなしの油絵具が。イステルの身長ほどもあるくまのぬいぐるみも無造作に置かれている。

　室内に運び込まれているワゴンにはケーキスタンドがいくつも置かれていて、その中にはマカロンやショートケーキ、スノーボール、ダックワーズ、ヌガー、プディングなどといったお菓子が綺麗に並べられていた。

　イステルは自分の黄金の髪を指先に巻き付けながら、独り言のように言った。

「お姉様が……なんて、絶対に認めない」

　その声は少女のものとは思えないほどに低く、重々しい響きがあった。

　今、王城はイステル――弱冠十四歳の少女の手中にあった。
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　辿り着いた先は、こぢんまりとした別荘のような場所だった。

　天気が悪いせいで、じめっとした雰囲気がある。草や木があちこちに伸びているせいで陰鬱とした空気が広がっている。

「お疲れ様、アーリア。疲れたでしょう」

「大丈夫よ。それよりミカエル、わたくしあなたと話したいことがあるの」

　私はミカエルの馬に乗せられていた。

　久しぶりに会ったミカエルは、その顔立ちに幼い頃の面影を残しているが、体つきは大きく変わっていた。それもそうだろう。私とミカエルが最後に会ったのはお互い十歳になる前の聖夜祭が最後だ。あの時のミカエルはまだ少年で、手も足も女の子のように細かった。だけど今は、細身に見えるとはいえ、その胸板はしっかりとしているし、手首は骨ばっていて見知らぬ男性のようだ。

「…………」

　幼い頃から知っているとはいえ、もう六年も会っていない。

　十代の六年は大きい。大きいわ。ミカエルの前に座った私は彼の胸板を感じながら、懐かしい香りに包まれて随分緊張したものだった。

　そもそもトバルト殿下の婚約者だった私は男性との触れ合いに対して全く免疫がない。

　背中に触れる感触だとか、その近さとかで頭がくらくらしそうだったのよね……。

　それを誤魔化すためにもミカエルに色々聞こうと思ったけれど、生憎馬上はびっくりするほど揺れた。

　広間を出るときにミカエルが口にした「舌を噛むから口を開けたらだめだよ」と言った言葉を、真の意味で理解した気がする。

　馬上は本当に揺れる。とっても揺れる。上下左右に、馬がなにかを乗り越えれば当然だけど私も体が揺れる。ミカエルに抱えられていなければそのまますぽーんと飛んでいってしまったに違いない。

　しかしそのおかげでミカエルにドキドキしっぱなしになることはなかったので、それだけが不幸中の幸いだろう。

　ミカエルの手を借りて降りると、ミカエルがふわりと笑った。幼い頃から天使のように可愛らしかった美少年は、成長して美青年となったらしい。

　相手はミカエル。わかってはいても緊張する。しかもこんな丁寧にエスコートされたのは初めてなのもあって余計に落ち着かない。

　慣れないわ……。

「僕に聞きたいこと、たくさんあるよね。答えられる範囲にはなってしまうけど、できる限り答えるよ。どれから聞きたい？」

　馬から降りた私たちはそのまま邸宅に向かう。馬はこのままでいいのかしら。そう思って振り返ると、レックスと呼ばれた男性が馬の手綱を引いていた。どうやら面倒を見てくれるようだ。

「えぇと……聞きたいことはたくさんあるの。まず、あなたはどうして夜会の会場にいたの？　それに、あなたがツロリア伯爵って……どういうこと？　なにもかもがわからないわ。全て説明して欲しいの」

「全てか。うーん……どこから話そうかな」

　ミカエルがそう言った時、不意に手を軽く握られた。びっくりして言葉が止まる。こちらを見たミカエルは悪戯っぽい笑みを浮かべていた。

「ごめんね。本当に嬉しくて。ずっと会いたかったから」

「ミカエル……」

「まず、そうだな。僕がハウトーン公爵に保護されてから。ハウトーン公爵は後に激化するであろう王位継承争いに僕が巻き込まれるのを不安視したんだ。僕は母上が違うから巻き込まれる可能性は低い……はずなんだけど、陛下は母上を傍目から見てもわかるほどに溺愛していたからね。火種になることは目に見えていた」

「公爵に引き取られてから、あなたはどうしていたの？　ずっと公爵邸に？」

「まあ……そうだね。ねぇ、アーリア」

「…………？」

　真っ白な玄関扉が見えてきて、ミカエルが足を止めた。手を繋がれているから、必然的に私も足を止める。エスコートのためとはいえ、ここは誰もいない。手を繋ぐ必要はないのでは……。誰もいない森の中で、手を繋いでいるということが酷く恥ずかしいことに思えてきて、羞恥心が込み上げた。私はそれに素知らぬ振りをして、ミカエルを見上げた。ミカエルは眩しそうに私を見ていた。いつ天気が崩れてもおかしくない曇天の中、ミカエルの眩い金髪がよく目立つ。

「トバルト兄上は、いい王にはならない」

「……そう、ね。そう。わたくしもそう思っていたわ。でも、宰相が……」

「そうだね。この国の宰相、ヨダルチ・ジャンクスは有能だ。彼がいれば国が傾くこともないだろう。だけど、アーリア。彼が裏切るようなことがあれば……？」

「それは……」

　言葉につまる。

　宰相が裏切る――。そうなれば、どこの国でも多かれ少なかれ小さくない影響を生み出すことだろう。宰相という地位にある人は得てして発言力も権力も多大な影響力を持つ。王族の次の権力者だ。そんな人が裏切る。今の国王陛下の御代であれば問題はないだろう。だけど、トバルト殿下が国を継いだあとにそのようなことが起きたら……。

「それが答えだ。今の王政で、宰相は力を持ちすぎている。頼るのが問題なんじゃない。権力、発言力、思考性を全て彼に任せている現状がまずいんだ。陛下はまだ最終判断を自分自身でしているから問題ない。だけど、トバルト兄上はそうはいかない。彼が国を継けば、いずれ国を揺るがす大政変が起きかねない。そして、トバルト兄上にはそれを治めるだけの力がない」

「…………」

　ミカエルはそこまで言うと、白い玄関扉に向かい、黒いローブのポケットから銀の鍵束を取り出した。そして、その中のひとつを手にとり、鍵穴に差し込む。鍵が回る音がした。ミカエルはなにも言わずにヴィンテージのドアハンドルを回すと、その中は思った以上に広々としていた。

「さぁ、入って。アーリアを招くとは思っていなかったから、きみを迎えるにはあまりにも殺風景だけど。雨風を凌ぐには不足ないはずだ」

「ここは……誰かのお屋敷だったの？」

　入ると、まず、中央には二階へと続く大階段があった。そして、左右には部屋へと続く扉がある。大きなロビーには、しかしカーペットすら敷かれておらず、寒々とした印象を受ける。

「さぁ。どうだっただろう」

「知らないの？」

「僕は仕事に向いてそうな屋敷を買い取っただけだから、前の持ち主については詳しくないんだ」

「仕事……？」

　ミカエルが鍵を閉める。

　レックスはいいのかと不意に思ったが、彼とミカエルの関係もまだ私は知らない。ミカエルがそうするのなら問題ないのだろう。

「アーリア。話を戻すね。僕は、トバルト兄上は王位につくに、これ以上ないほどに相応しくないと思っている。彼は王位につくにはあまりにも無能だ。それを宰相が手助けすると言っても、当の本人があれじゃ意味がない。彼がただの貴族なら問題ない。ああいった貴族は頭の痛いことにあちこちに存在するしね。だけど、彼は違う。国を背負い、その覚悟と責任を自覚しなくてはいけない立場だ」

　私は、こんな時だと言うのにうっかり驚いてしまった。ミカエルが、随分立派なことを言うからだ。私の知る彼は、確かに幼い頃から聡明ではあったけど、こんなに物事をハキハキ喋る質ではなかった。

「トバルト兄上には覚悟が足りていない。国王になるという本当の意味に気がついていない。……僕はね。トバルト兄上を憎んでいるんだ」

「ミカエル……？」

「第二王子……ロディオ兄上が暗殺されたことはアーリアも知っているよね」

「え、えぇ。遠駆りの途中に……襲われて亡くなったって。でもそれはならず者の仕業じゃ」

「本当にそう信じていたの？」

「……なにか、あるのかなとは思っていたの。でも、それとトバルト殿下のなにが関係して………。っ！　まさか、トバルト殿下が？」

　トバルト殿下が側近に命じて、実の弟を殺害させたのだろうか？　まさか、そんな事は有り得ない。そもそも、トバルト殿下はあれでいて人にも自分にも甘い人物だ。悪いように言うことはあっても、人を殺すなんて、それも実の弟を。そんな人ではないと思いたい。私がか細い声で言うと、ミカエルは首を振った。

「トバルト兄上は関係ないよ。いや、直接的には、というべきかな。あれは、トバルト兄上の王位継承を確実にするために勝手に動いた、トバルト兄上の手駒の独断だ」

「な……」

「トバルト兄上は、なにも知らない。己の手駒が勝手に動いたことすら彼は知らないんだ。僕は、それこそが愚劣の極みだと思う。王位につくというのなら、自分の発言と、立ち居振る舞いが周りにどう影響を及ぼすか、自分の部下がどう動いているのか逐一把握するべきだ。だけどもう遅い。ロディオ兄上は死んでしまったし、トバルト兄上はなにも知らない。……これはまだ序章に過ぎないんだ。いずれ、もっと酷いことになる。だから僕は」

「…………」

　ミカエルがなにを言うつもりなのか、うっすらと予想がつく。だけどまさか、という気持ちも勝って、つい彼を見た。ミカエルが小さく笑みを浮かべる。それは幼い頃に見たそれと全く同じなのに、その時より彼はずっと成長していた。

「トバルト兄上から王太子の座を奪うことにした」

「……そう」

「あれ。意外だな。もっと驚くかと思った。反対しないんだ」

「トバルト殿下の王位継承には、私も思うところがあったのよ。宰相がいるとはいえ、彼に頼りきりな状況はまずい、とも……。陛下もなにかお考えだと思っていたから、」

　その時、けたたましく鍵穴の回る音がした。その荒々しさに驚いてそちらを見ると同時に、ミカエルに手首を掴まれた。

「きゃっ……!?」

　力強い力で引き寄せられて、彼の後ろに回る形となった私が、玄関扉に目を向けたのと、扉が開くのは同時だった。

「ルカ様！」

「レックスか。アーリアが怖がるから静かに入れって言わなかった？」

「申し訳ございません。ですが、至急、お耳に入れたいことがございます！」

　入ってきたのは黒髪の青年、レックスだった。

　落ち着いて見える彼が随分動揺していることから、なにか大変なことがあったのではないかと察せられた。ミカエルを見ていると、彼はレックスに近づき、何事か耳打ちされていた。

　ミカエルはそれを聞き、眉を寄せたが、やがて口を開いた。

〝それは本当か？〟

　妃授業の一環で覚えた読唇術から、勝手に言葉を読み取ってしまい、慌てて顔を伏せた。勝手に話を聞き取るのは、いけないことだ、とても――。心の声を盗み聞くような真似をしている私が言えることではないけれど。

　やがて、ミカエルから声がかかった。

「アーリア。大変なことが起きた」

「…………？」

　その言葉に顔を上げる。

　ミカエルは難しい顔をしながら、言葉を続けた。

「国王陛下が殺害された」

「――！」










三章 王位奪還 -




「国王陛下が亡くなられた……？　殺害って、どうして……っ」

「落ち着いて。アーリア。顔色が悪いな。レックス、悪いけど紅茶を淹れてくれる？　アーリアの好きなハーブティーだ」

「でも、ミカエル……っ」

　さらに言い募ると、彼に頬を触れられた。

　ミカエルの指先は温かい。いや、私の頬が冷たいだけかもしれない。

「落ち着いて。アーリア。話すことはまだたくさんあるんだ。ひとまず座った方がいい。レックス、頼めるね」

「かしこまりました」

　レックスが静かに言葉を返す。

　ミカエルの言うことは尤もだ。今、私はかなり混乱していた。王城での様子。取り憑かれたかのような招待客、不自然な動き方。イステルの様子。国王陛下の号令。……あれが最期の拝謁となってしまうなんて。口を押さえていると、ミカエルに手を取られた。

「アーリア、部屋はこっちだ。また雨が降りそうな雰囲気だから、暖炉もつけようか。夜は冷えるんだ」

「…………」

「歩きながら話そうか。陛下の崩御の話だったね。王城に忍ばせた密偵の報告によると、陛下に手をかけたのはトバルト兄上らしい」

「そんな……。まさか、だって」

　エントランスを出て、玄関から見て右の部屋に入る。そこは通路となっていて、その中のひとつの部屋をミカエルは開けた。思った以上にこの邸宅は広いのね、なんてどうでもいい思考がよぎる。

　非常事態で、妙なところだけ冷静になってしまっている。

「アーリアの言いたいこともわかる。トバルト兄上は無能で愚かでどうしようもない屑だったけど、人を殺すなんて大それたことはできない人間だ。彼はよくも悪くも度胸がなくて、意気地無しだからね」

　凄まじい言いようにこんな時だというのに少し呆気に取られてしまった。

　ミカエルはそんな私には気づかず、部屋に入る。中には広々としたスクエア型のテーブルに、ソファが横付けされていた。十人くらい座れそうな大きさだ。だけど、部屋にはそれしかなかった。棚や、カーペットはおろか、カーテンすらも取り付けられていない。ミカエルに促されてソファに座ると、そのタイミングで扉がノックされた。

　レックスが入ってくる。その手にはトレイを持っており、湯気の立つカップと、揃いのソーサーが乗せられている。

「熱いのでお気を付けて」

「ありがとうございます」

　レックスがテーブルにカップを置いてくれる。テーブルクロスの敷かれていないテーブルにソーサーが置かれ、音が響く。

　レックスが恭うやうやしく頭を下げて部屋を出ると、ミカエルがカップを手に取った。

「レックスは元々他国の王族に仕える従僕だったんだ。わけあって今は僕が彼を使っているけどね。紅茶の味は一流だよ。アーリアも飲んでみて」

「……ありがとう」

　気になることが多すぎて、気もそぞろに紅茶に口をつけてみたが、しかし紅茶はミカエルが言った通り、とても美味しかった。馨しい茶葉の香りがして、濃厚なコクが舌に残る。こんなに美味しい紅茶は久しぶりに口にした。

「美味しい」

「よかった。少しは落ち着いたかな」

「……うん。ありがとう」

「よかった。……アーリア。僕がトバルト兄上を廃太子にするために動いていたのは言ったよね。ツロリア伯爵の地位はそのために得たんだ。尤も、僕の顔と名前が知られるのはよくないから、代役を立ててね」

「……ツロリア伯爵は鉱山から宝石の原石を発見して、莫大な富を築き上げたと言うわ。そして、彼が施行した治水工事が成功して、その功績を讃えられて陛下から爵位を授与されたって」

「うん。まぁ、それだけじゃないけど、トバルト兄上を廃太子にするためにはある程度の身分が必要だからね。とはいえ、成り上がりの公爵は弾かれるし、子爵では疎まれる可能性がある。伯爵の地位が妥当だったんだ。だけど戦争もないこの時代に叙爵されるのは結構大変で……アーリアには言えないこともたくさんしてきた」

　ミカエルのその声はどこか痛々しく、思うところがあるような響きだった。彼自身、納得していないこともあったのだろう。だけど時にはそれが必要で、そうせざるをえないこともあったのだと思う。それは、なにも知らない私が安易に口にできることではないだろう。

「ルカ、って呼ばれていたのは……」

「ああ。それは適当。アナグラムで並び替えた文字からよさそうなものを抜き取ったんだ。ルカ、なら特定される可能性も低いだろうしね」

　確かに、ルカからミカエルの存在に辿り着く人間は少ないだろう。私は納得した。

　気がつけば紅茶は全て飲みきってしまっていて、それに気がついたミカエルがカップに注いでくれた。

「いいのに、そんな」

「いいんだよ。やらせて？」

　ミカエルと目が合う。しまった、と思った瞬間には、彼の心の声が流れ込んできた。彼の声が聞こえないように、少しだけ視線をずらして、聞かないようにしていたのに。

『アーリア、本当に可愛いな。信じられない。夢みたいだ。今でも夢なのかと思う。いっそ触れられたら……そう思うけど、まだ触れられない。僕はまだ自分の気持ちも伝えてないし、アーリアの身の安全も測れてない。……でも、本当に好きなんだ。ずっと、ずっと、きみだけを』

　それ以上は耐えられなくて、思わず視線を逸らしてしまった。その瞬間、手元が揺れて手首に熱い紅茶がかかる。

「熱っ……！」

「大丈夫？　濡れ布巾を持ってこよう。跡になったらいけないから」

「だ、大丈夫よ。大丈夫だから……その、ごめんなさい」

「大丈夫だよ。アーリアも突然の事で驚いたでしょう。続きの話は明日に……」

「いいえ。大丈夫、大丈夫なの。今のは、その、少しびっくりしてしまっただけだから」

　まさか、ミカエルの心の声があまりにも直截的で、羞恥心に耐えかねたとは言い難い。どうしよう。どうしよう。洞窟の時はまだ誤魔化せたけど、今はさすがに誤魔化せる気がしないわ。顔が熱い。ああもう、紅茶をこぼすなんてそそっかしい真似をしてしまったし、私はどうしてしまったの。

「でも、あの……濡れ布巾は貰ってもいい？」

　ついでに顔も拭いてしまおう。

　そうすれば多少は赤い顔も誤魔化せるに違いない。尋ねると、ミカエルは頷いて、席を立った。

「もちろん。少し待ってて。すぐ持ってくるから」

　彼はそのまま部屋を出ていった。

　静かになった部屋で、私はため息をこぼす。れっきとした王族で、第三王子であるミカエルに従僕のような真似をさせてしまった……。だけど、彼が退席して助かったのも確かで。私は顔をおおった。ミカエルがどうしてそこまで私を想ってくれているかはわからない。だけど、初めてのことで、あまりにも慣れない。なんなら涙まで滲む始末だ。

　今まで、異性として見られることは度々あった。どうも私の容姿は攻撃的というか、キツい性格のように捉えられがちだ。だけど、紳士の大半は夜会で会う度に、よからぬ事を考えていることが多かった。その視線はドレスの胸元にいっていたり、言葉にもしたくない下卑た思考をしていたり。ミカエルのような、こんなに真っ直ぐとした気持ちを向けられたことは今までなかった。だからこそ、余計に……。

「う、うぅ……」

　意味もなく唸っているとミカエルが戻ってきた。その手には白い手巾がある。私のために持ってきてくれたのだ。申し訳ないわ。

「ありがとう」

「いいよ。手、見せて」

「え？　え……？」

「火傷したの、手首でしょう？　片手じゃ難しいかもしれないから」

「え、ぁ……えぇと……」

「アーリア？」

　ミカエルは、知らないのだ。彼が私を好きだと私が知っていることを。だから普通に接してくるのだ。だけど私は彼の気持ちを知っているし、彼と目を合わせる度に彼の柔らかい心を感じるから、もう正直脱兎のごとく逃げ出したかった。慣れていなさすぎて、経験不足が否めないわ。

「ありがとう……」

　小さくお礼を言うと、ミカエルが少しだけ含み笑いのように笑った。それが妙に艶っぽくて、本当に逃げ出したくなる。そんな場合じゃないのに。考えることはたくさんあるのに。圧倒的に経験値が足りないわ……！　トバルト殿下とはこんな朗らかな会話をしたことがなかったし、接触は最低限だった。トバルト殿下以外の男性と触れ合う機会なんてあるわけもなく。ミカエルに手首を触れられて、息を飲む。

　ふ、触れられてる。触れられてるわ……！

　手巾を当てるためなのだから当然だけど、彼の指先の感覚ひとつひとつを如実に感じて、自分がとてつもなくいやらしい女に思えてくる。ミカエルは善意で火傷の手当をしてくれているのに、私ときたら。私ときたら……！

　だけど熱い紅茶のかかった手首は、冷たい手巾に押さえられてひんやりと気持ちがいい。その冷たさが少しだけ私を冷静にさせた。

　その時、気がついた。

　――あら……？

　彼の小指に、指輪が嵌っている。なんの飾りもないシルバーリングだ。思わず見ていると、ミカエルが私の視線に気がついて、自分の手元を見た。

　じっと見ていたのだと気がついて、それにも恥ずかしくなる。

「ああ、これ？　……気になる？」

「不躾に見てごめんなさい。珍しいと思って。その、男性はあまり装飾類をされないから」

　男性は基本、夜会の際にパートナーの女性と色合いを合わせることはあるけれど、あまり装飾類はしないのが基本だ。指輪や大粒の宝石など、じゃらじゃら身につけるのは下品とされ、身分の高いものほど装飾類は身につけない。なにも纏まとわなくても、高貴な人間であればそれだけで美しいとされるのだ。

　だから、ミカエルが指輪をしているのはとても珍しかった。見ていると、ミカエルは少しだけ笑みを浮かべた。

「ああ。……うん。これは、大切なひととの約束なんだ。だから、外すわけにはいかない」

「……約束？」

「そう。アーリア、そういえばきみはどうして夜会の場に僕が現れたのか聞いたよね」

　ミカエルはそう言いながら手巾を私の手首から離した。気がつけば、もう鈍い痛みは治まっていた。ミカエルはそれを見て、頷く。

「よかった。赤みも引いたみたいだね」

「ありがとう。ごめんなさい。手間をかけて」

「気にしないで。僕はきみのことならなんでも……じゃなくて。夜会の話だったね」

　ミカエルの頬は赤く染まっていた。

　彼の心の声を聞いている以上、私もその言葉の先がわからないほど鈍くはない。

　思わず視線を逸らして頬が熱くならないようにしたが、しかし少しだけ引っかかっていた。

　それは、ミカエルの指輪の話だ。彼は明らかに話を逸らした。それは、どうして？　私に知られたくないから……？　身勝手もいいところだが、どうしても気になってしまうのはどうしてか。私は気分を切り替えるように窓の外を見た。気がつけば雨が降り出している。ミカエルがさっき、雨が降り出しそうと言った通りだ。

「僕は、近々トバルト兄上を失脚させようとしていたんだ。その計画の途中で、トバルト兄上の愚かな企みに気がついて。急いで向かったんだ。それが、僕があの場にいた理由」

「でも、あなたはいきなり現れたわ。窓を割って……」

「うん。本当は僕も穏便に済ませたかったんだけどね。紛れ込ませた密偵の様子がおかしかったから、直接僕が乗り込むことにしたんだ。そっちの方が早かったしね」

「捕まってしまったらあなたも大変なことになってたわ。その、助けてくれたのはすごく有難かったけど」

「捕まったら……ね。ねぇ、アーリア。それはきみにも言えるよ。捕まったら、きっときみの命はなかった」

　ミカエルが突如、真面目な声で言った。どこか冷たさすら感じる声だ。私は俯いて、ミカエルと視線を合わせないようにしながらも頷いた。

「わたくしもそう思うの。彼らがなにを考えているかわからないけど、でも、捕まったらきっと大変なことになると」

「そこ、なんだよね。今のトバルト兄上にも言えることだけど、明らかにおかしい。トバルト兄上は陛下を害するほどの胆力はない。誰かに操られたとしか……」

「操られる……」

「どうも、現実的じゃないな。王城に忍ばせた密偵とも連絡が取れてないんだ。彼の最後の報告は、鳩が運んできた紙切れ一枚だけ。それを最後に、報告は途切れている。しかも、今、王城は封鎖されていて誰も近づけない」

「そうなの……!?」

　思わず顔を上げると、ミカエルは難しそうな顔をしていた。彼は前髪をくしゃりとかきあげると、私を見て頷いた。瞳が合いそうになって、そっとさり気なく視線を外した。

「王城は、外堀で囲まれていて、中に入るには跳ね橋を下ろす必要があるよね。その跳ね橋が今はずっと、上げられているんだ。鳩を飛ばそうにも城内の人間に撃ち落とされる始末で、全く接触が図れない。今、王城は完全なる籠城状態だ。正直、王城の中がどうなっているかも全くわからない」

「ミーシュ殿下は……。そうよ、ミーシュ殿下がいらっしゃったわ。王城には。夜会に参加されていたもの。彼女はどうなったの？　場合によっては国際問題になってしまうわ」

「流石、妃教育を受けていたアーリアだ。ミーシュ殿下はね、既に城を出たあとらしいよ。騒ぎのあと、連れ出されたらしい。それもよくわからないんだよね。どうしてミーシュ殿下を王城から出す必要があったのか。彼女を人質に取ればより籠城はしやすい。……そもそも、目的はなんなんだ？　トバルト兄上が主体となって動いていると報告にあったけど、兄上にそんな裁量があるとは思えない。裏で手を引いている人間がいるはずだ」

「それは……宰相の可能性が高いのかしら……？」

「どうだろう。でも、宰相が動くならもっと賢くやりそうだけどね。今のやり方はどうにも……うん。力技すぎて、彼らしくない。だとしたら、宰相以外の人間の力が及んでいて、さらにそれに宰相自体も抵抗できない状況にあると考えた方がいい」

「…………」

「アーリア。僕は王城に向かう。状況がどうあれ、今の王は暫定的にトバルト兄上だ。それだけはなんとしてでも避けなければならない。元々準備は進めていたんだ。少しくらいタイミングが狂ったところで、どうとでもなるように手は打ってある」

「わたくしにも、なにかできない？　……そうだわ。イステル。あの場には妹がいたわ。それに夜会の招待客も。彼らはどうなったの？　みな、外に出されたの？」

　尋ねると、ミカエルは少しだけ眉を寄せて、首を振った。気がつけば紅茶はすっかりと冷えてしまっていた。知らずしてドレスの裾を強く握っていると、ミカエルの手のひらがふわりと私の手の甲を覆った。その触れ方は優しくて、私の固まった手を包むようにその熱が伝わってくる。

「それは、わかってないんだ。だけど、話を聞く限りその夜会の招待客はみな、家に帰ってないらしい。つまり、王城にいる可能性が高い。……アーリア、こんな時に言うのは卑怯かもしれないけど、聞いて欲しい」

「なぁに……？」

「僕の目を見て」

「っ……」

　彼の瞳を見ないようにしていたのに気づかれてしまったのだろうか。思わず肩が跳ねる。どう誤魔化そうかと思っていると、ミカエルが小さく笑うのが気配でわかった。

「きみは、僕の目を全然見ないね。どうして？」

「そ、それは……」

「理由があるのなら教えて欲しいな。きみに目を逸らされるのは、悲しいんだ。どうか僕の目を見て」

「…………」

　そこまで言われたら、目を逸らすことなどできない。とはいえ、どうにか悪あがきできないかと思い、彼の少し長い襟足に視線を留めた。そのまま、言葉を絞り出す。彼の瞳を見ずに済む合理的な理由、彼に納得して貰えるような……！　この期に及んで私は彼の瞳を見る覚悟が決まっていなかった。だって、彼の瞳を見て、彼の心の声を聞いたらきっと、私はまた顔が赤くなってしまう。

「それは、その」

「アーリア？」

「あなたの瞳が、綺麗だから……!!」

「…………」

「…………」

　失言。これ以上ないほどの失言だわ。

　私は、ミカエルの心の声を聞いたわけでもないのに、耳まで熱を帯びる感覚を覚えた。瞳が綺麗って、夜会に参加している紳士の口説き文句でもあるまいし。淑女が言う言葉ではないわ……！

　いたたまれなくなってこれ以上ないほどに俯いていると、ミカエルが震えるのが見えた。触れた手のひらから振動が伝わる。恐る恐る顔を上げると、ミカエルは顔を伏せて笑っていた。

「ふ、ふふっ……瞳が綺麗、って、そっか。嬉しいな。アーリアは僕の瞳を綺麗だと思ってくれるんだね」

「そ、そんなに笑わなくてもいいじゃない……」

「ごめんね。でも、ありがとう。僕はこの瞳が少し、コンプレックスだったから。アーリアにそう言って貰えて嬉しい」

「え……そうなの？」

　思わず顔を上げると、彼は優しげな顔でこちらを見ていた。吸い込まれるような美しいアメジスト色の瞳と視線がぶつかる。

　ばちりと視線が合って、彼の心の声が流れ込んできた。しまった……！　そう思うが、ここで視線を外すことができるほど私は冷酷になれない。

『きみは知らないんだろうね。この瞳は異教徒の証だと揶揄されていたことを。母上がどこの出身かもわからない僕は、王城で軽侮されたものだけど……でも、アーリアに好まれるのなら、この目も悪くないな』

「……っ」

「アーリアは、陛下の妾妃――僕の母上が、平民だったのは知っているよね？」

「え、えぇ」

　ミカエルがまつ毛を伏せる。彼は夫人の面影を色濃く引いたのか、まつ毛は長く、肌は抜けるように白い。鼻筋もすっと通っており、唇も薄く、陛下よりも妾妃の血を強く引いたのは彼を見ればすぐにわかることだ。中性的な顔立ちをした彼は昔からどこか儚さを感じる容姿だったが、しかしその性格は見た目にそぐわず、芯が通っており、自分の考えをしっかり持っていた。意外にも彼は頑固だ。天使の名前を授かった彼は、天使さながらの美貌を持っていた。そして今は、その幼い頃の面影を残しながらも大人の男性としての魅力が垣間見える。青年期と少年期の狭間特有の色気がある。なんだか見てはいけないものを見てしまった気分になって、視線を逸らす。

「母上は、異国の出だった――らしいんだ。僕も詳しくは聞いたことがないんだけどね。聞こうにも、僕が物心ついた時には母上は亡くなっていたし、どちらかというと僕はレイズモンド公爵夫人の方が母上らしかったと思ってる。彼女との方が交流が深かったからかな」

「そういえば……あなたはよく公爵家に来ていたわね」

　その時のことを思い出す。

　病弱な母は、ミカエルがくるといつもより少しだけ調子がよさそうだった。私は、お母様の体調が悪化してはいけないからあまり近づけなかったけど、でもミカエルが来る日だけは違って、私もお母様の病室にお見舞いに行けた。

　……そう言えば、その時はまだ、お父様は普通だった。私とイステルを比較するようなこともなかった。お父様が私に冷たく、無関心になったのはいつから……？　私の話を聞かなくなったのは……。

　そこまで考えていたところで、ミカエルの話が続いた。

「僕の瞳の色――母上もそうだったらしいけど。僕の色は完全に母上譲りだ。陛下は大変お喜びだったけど、僕としては本当に王城に居にくくてね。それもあって、きみの元によく行ってたんだ」

「そうだったの……」

「この国では滅多に見られないこの瞳の色合いは、北国で稀に見られるものらしい。北国は異教信仰が盛んで、それもあって……まぁ、この目にはあまりいい思い出がない。だから、嬉しかったんだよ」

「ミカエルの瞳は綺麗だわ。まるで……ブリリアントカットを施されたアメジストのよう。何重にも光が煌めいて、光沢を帯びていて、見ていると吸い込まれそう」

「……ありがとう。でも、そこまで言われるとさすがに照れるな。ねぇ、アーリア」

　そこで言葉を区切ると、ミカエルは私の手を持ち上げた。私の左手を。そして、指を絡めてきた。

　指の間と間がぴったりとくっつき、なんだかこそばゆい。そして、改めて手を合わせると、彼が本当に大きくなったのだと、改めてミカエルの成長ぶりを感じた。昔は手の大きさの違いなんて感じなかったのに、今はこんなにも違う。具体的に言うと、関節がふたつ分ほど長さが違う。それがどうしてか、妙に恥ずかしい。

　思わず視線を下げた私に、ミカエルが小さく笑みを浮かべた。

　――どうしてかしら？　もう、本当に恥ずかしい。どうしてこんなに恥ずかしく思うの？　相手はミカエルなのに。

「アーリア。愛してる。きみは僕の全てだ。だから――僕が王位についた暁には、僕の妃になって欲しい」

「え……」

　思わぬ言葉に顔を上げる。ミカエルは首を傾けて、笑みを浮かべていた。するりと、繋がれた指先がほどける。

「返事は今じゃなくていいんだ。アーリアも突然のことで驚いているだろうし、僕のこと、ゆっくり考えてみて。その間にこの件は片付けるから。今、答えを貰っても返事は見えてるしね。生憎、僕はトバルト兄上ほど楽観的な考えの持ち主じゃないし――って、あの人の話はいいか。きみに僕のことを考えて欲しい。それで、その間に僕のことを好きになって。狡くてごめんね」

「え、えと……あの。ミカエルは、わたくしのどこを好きになったの？　わたくし、全然気づかなくて……」

「言ったでしょ。昔、僕は王城に居場所がなかった。針のむしろとまではいかないけど、それでもやりにくかったんだ。その中で、アーリアとの時間は特別だったんだよ。何者かも忘れて、ただの幼い子供として遊ぶことができた。……本当に、本当に嬉しかったんだ」

「そんな……。でも、わたくしはなにも特別なことなんて……」

「いいんだよ。それで。僕が勝手に、きみを好きになっただけだ」

「…………」

「アーリア。どうか、返事を貰った時には、この指に口付けをさせて。きみに、誓いのキスをさせて欲しい」

　ミカエルが言って、触れた指先は先程指を絡ませた左手の、薬指だった。薬指、それは婚姻式で指輪をはめる場所だ。指輪――そこでふと、思い出す。そうだ、ミカエルは指輪をしている。思わずそちらに視線をやって、慌てて視線を引き剥がした。

　ミカエルがしている指輪は、一体なんの約束なの……？　それは聞いていいものか、だけどどうしてそんなこと聞くのかと言われたらなんて答えればいいかわからない。悶々としているうちに、彼の手は離れた。

「それじゃあ、アーリア。僕はしばらく忙しくなると思うけど、ここにあるものはなんでも使って。と言っても、暇つぶしになるようなものはあまりないけど。レックスは置いていくから、好きに使っていいよ。部屋は二階にあるし、生活する分には不便はないと思う。ああ、入浴とかはひとりでできる？　もし必要なら侍女を……」

「大丈夫よ。わたくし、ひとりでできるわ」

「そう？　わかった。でもなにか必要なら言ってね。男だらけの環境で生きてきたから、どうも女性の身の回りに気が利かないところがあるんだ。不足があるなら言って。きみの希望も、できる限り沿うように動くから」

「大丈夫だってば。あなたはわたくしを甘やかしすぎよ。あなただって忙しいのに……。わたくしはあなたを大人しく待っているわ」

「……なんかそれ、いいな」

「え？」

「新婚夫婦みたいで」

「……なにか、言った方がいい、の……かしら？」

　どうしようもなく口にした言葉は、どうしようもないほどに上ずっていた。それを聞いて、ハッとしたようにミカエルも視線を逸らす。その耳は赤い。

「いや、なんでもない。ごめん。忘れて」

　そう言ったミカエルの頬は、顔を背けていたけど赤くなっているのがわかった。彼は肌が白いから、赤くなると目立つ。

　うっかり口に出てしまったのだろう。私もいたたまれないが、彼もかなり気恥ずかしそうだ。

　ふたりしてどうにも気恥ずかしい空気になっていると、扉がノックされた。レックスだろう。

　微妙な空気が霧散して、彼が天からの遣いのように思えた。










四章 アーリアの能力 -




　レックスとの生活は、思った以上に平穏無事だった。平穏無事、という言い方はおかしいかもしれないけれど、なにも問題はなかったのだ。最初こそ、彼との距離感を掴み損ねていたものの、彼は非常に無口な人間だった。必要なこと以外は話さない。

　ミカエルは彼が言った通り、かなり忙しそうにしていてこの別邸に訪れることも少ない。

　あとから聞いた話だが、ここはミカエルがツロリア伯爵として活動する時に使う拠点のひとつで、そのために生活感がないらしい。本邸もあるにはあるが、専らカモフラージュのためであって、ミカエル自身は立ち寄ることがないらしい。そして、本邸には私が貴族図鑑で見たツロリア伯爵が生活しているとのこと。彼はもともと商売人で、どうしても爵位を欲していたらしい。爵位を得て商売を手広くやる代わりに、ミカエルの指示に従っているのだと、レックスが教えてくれた。

　ここでの暮らしももう二日が経過したある日、初めてレックスから話しかけられた。

「そのネックレスは、ルカ様からですか？」

「え……？」

　ここでの生活は、どうしても手持ち無沙汰になってしまう。暇を持て余した私がしたことは、王城の見取り図を書くことだった。ミカエルはいずれ王城に向かうのだろう。

　その時、この地図がなにかの役に立てばいい。そう思って、地図を書き起こしていたのだ。

　伊達に王城に通いつめていたわけではない。その記憶をたどり、途中まではすらすら書けた。

　だけど、さすがに王族の居室のあたりと、地下や裏庭側といった、足を運ぶ機会のない場所を書き起すのは苦戦した。

　羽根ペンを持ちながら考えていたところで、レックスに声をかけられたのだ。

　私は彼の言葉を掴み損ねて、ややあってから自分が首にかけているアメジストのネックレスのことだと思い当たった。ネックレスチェーンに触れて、彼を見る。

「これは、お母様の形見なの。ミカエルからもらったわけではないわ」

「そうでしたか」

　レックスはあまり視線が交わらない。彼は常に視線を外しているというか、真っ直ぐにこちらを見ない。

　でも従僕や騎士ってそういう方が多いわよね。

　目を合わせると礼を失するという教えだから。だけど、だからこそレックスの考えが読めないのだ。悪い人ではない、と思うのだけど。

　この二日間、少ないながらもレックスの心の声を読むことは何度かあった。しかしそのどれもが彼の優しさを感じるものだったので、彼はそういう人なのだろう。一見、誤解されやすそうだけど。

　私がネックレスに触れながら話すと、レックスは「そうでしたか」と答え、これで会話は終わってしまった。貴重な話し相手であるレックスだが、あまりこちらからやんややんやと話しかけるわけにもいかない。私はレックスに聞かれたこのネックレスについて考えていた。

　五回目に巻き戻った時――イステルとトバルト殿下に、立ち向かおうと思った時、お母様のことを思い出したのよね。それは、巻き戻った日がお母様が亡くなった聖夜祭の日だから、というのもあるのかもしれない。お母様は、私が十の時に亡くなった。丁度、ミカエルが病死されたとされる少しあとのことだ。寒い冬の日で、その日は偶然にも聖夜祭の日だった。そして、私はお母様が亡くなる直前に、このネックレスを貰ったのよね。

『あなたに幸福が訪れますように』

　そう言って、お母様がくれたネックレスを私はすごく大切にしていたけれど、お母様が亡くなってから、お父様の私への風当たりが強くなって、あからさまにイステルと比較されるようになって。なにかとものを取り上げられるようになってから、このネックレスも取られたらどうしようと考えた私は、ずっとネックレスをしまっていた。だけど、五回目に巻き戻ってから、立ち向かうと決意してから、お母様のネックレスを再び着用するようになったのよね。それはある意味、お母様への決意表明でもあったし、見守っていて欲しいという気持ちがあったのかもしれない。

　脳裏に王城の裏手側の構造を描き出しながら、ふと思い当たる。思わず羽根ペンを動かす手が止まった。

　――そう言えば、私がこの〝心を読む能力〟を得たのって、お母様のネックレスをしてからじゃなかった……？

　まさか、と思って、咄嗟にネックレスを外した。もちろんだが、なにも起きない。だけど何事も検証が必要だ。この力の証明をする時にだって何度も検証を行った。私はネックレスを外すとテーブルクロスの敷かれていない固いテーブル上にネックレスを置いて、レックスを呼んだ。

「レックス、少しいいかしら。試したいことがあるの」

「？　はい」

　レックスは素直に従って、近くまで訪れた。だけどそれは若い娘と接するには十分な距離――つまり、力の検証をするにはあまりにも遠すぎる。私はもう少し寄ってもらおうと思って、腰を浮かせた。

「もう少し、こっち。そう、もうちょっとこっちよ」

「あの、申し上げにくいのですが、この距離は不適切ではないかと」

「大切なことなの。確かめたいことがあるのよ」

「確かめたいことですか？」

　レックスは半信半疑のまま近づき、そしてあと一歩踏み出せば互いの体がぶつかりそうな距離になったところで止まった。私も立ち上がって、彼を下から見上げる形で視線を合わせた。

「わたくしの質問を聞いて、でも、答えなくていいわ。ただ、心の中で思い浮かべて欲しいの」

「？　はい。かしこまりました」

　変わらずレックスは訝しげだ。

　当然だろう。突然心理学の研究者のようなことを言われたのだから。それでもレックスは従順に私の言うことを聞いて、こちらを見ている。

　彼の深青の瞳と目がばっちりと、これ以上ないほど自然と交わるが、しかし脳裏に響くような声は聞こえない。

　もしかして……？　これは私の考察が当たっているのではないか。そう思いながら私はレックスに尋ねた。

「好きな食べ物はなに？」

「は？」

「答えなくていいの。思い浮かべるだけで」

「はぁ……」

　突拍子もない質問に、レックスがいよいよ怪しんだ顔をする。わかる、わかるわ。こいつなに言っているんだろう、というお顔ね。でも大事なことだから考えて欲しいの。

　いや、もう少しほかの質問があったかもしれないわ。よりによって食べ物。

　なんだかアホの子みたいなことを聞いてしまったわ。きっとレックスももっと大切な質問をされると思ったわよね。でもこれも大切なことだわ。

　内容よりも質問をすることに意味があるのだから。

　私は誤魔化すように咳払いをした。

　検証結果、声は聞こえなかった。

　私はレックスに待てと言いつけて、テーブルの上に放ったネックレスを首から提げた。そして、もう一度レックスを見る。

　彼の瞳と目が合った。彼は私の行動に怪訝な顔をしている。宇宙人と遭遇したかのような顔だ。宇宙人と遭遇したら彼がこのような顔をするかはわからないけれど。

『なにがしたいんだ？　本当によくわからないひとだな………』

　聞こえる。これは、レックスの声で間違いないだろう。でも、検証はここまでではない。私はさっきと同じ質問をした。また間抜けな問いかけをするのは少し、いやかなり、気合いが必要だったけど。どうして私はこんな気の抜けた質問にしてしまったのかしら……。悔やまれるわ。

「あなたの好きな食べ物はなにかしら」

「…………」

『この前屋台で買い込んだ大判のクッキーが甘くて美味かったな。あれは甘くてシナモンとアーモンドが効いてて最高だった。ルカ様は甘いものが得意ではないから顔を顰めていたが、このひとの差し入れならきっと美味しそうに食べるんだろうな……あのひとは芝居上手だからな。本当は激辛が好きなくせに、そう言えばあのひとはその時真っ赤なパスタを食べてたな。香辛料だらけで、あれ本来の味がわかるのか？　なんにでも香辛料かけまくったら全部調味料の味にならないか？　いや、聞いたことはないが』

　思った以上に饒舌だった。

　ミカエルが辛党だったことにも驚きだが、彼が私の差し入れなら喜ぶであろうというところには落ち着かなくなってしまった。だけど、レックスは私が彼の心の声を聞いているとは知らないのだ。ここで挙動不審になったらいよいよ怪しい人である。私はもう一度咳払いをして、今度は視線を外した。

「答えを聞くわ。好きな食べ物は？」

「クッキーです」

　だいぶ端折ったわね……。

「こだわりがあるのかしら」

「強いて言うのなら、屋台の」

「そう……。ありがとう、もう戻っていい」

　わ、と続くはずだった声は、しかし聞き覚えのある声に遮られた。

「楽しそうな話をしているね。レックスの好物がクッキーとは知らなかったな。お前は甘党なんだ？」

「ルカ様。お帰りなさいませ」

　気がつけば、部屋の扉が開いていて、ミカエルが扉に背を預けていた。

　レックスがす、と音もなく、私から離れた。あまりに自然に離れたから、やましいことはない証明に見えるが、それにしたって私たちの距離は近すぎた。

　いや、私が命じたのだけど。ミカエルはどう思ったかしら？　勘違いされてないといいのだけど。急にもやもやした私は、まずは身の潔白を証明するべきだ。

　――そうよ。私は仮にも間借りしている身。

　そんな状況で恩人でもあるミカエルの部下を誑かすような女だとは思われたくないわ。至って当然の思考回路だ。自信を得た私は、ミカエルに言った。

「おかえりなさい。あのね、ミカエル」

　だけどここにきて、言葉に詰まった。

　まさか、〝心の声が聞こえる状況について検証していた〟とは言えない。だけど、ほかにこの状況を説明する理由が思い当たらない。窮地に追いやられた私は、苦肉の策で答えを探した。

「……精神学の考察をしていたの」

「そう」

　ミカエルは一言である。信じてない。

　そうよね。でも、この能力についてどう説明するべきか……。そう思ったところで、私はさっき発覚したこのネックレスの能力について思い出した。そうだ、このネックレスだ。このネックレスがキーになっているのなら、ミカエルにもつけて貰ったらすぐに理解してもらえるのではないかしら。

　それにもし、このネックレスにそんな力があるのなら――これをくれたお母様になにかしらの秘密があることになる。

　ミカエルは私の隣に座った。そして、レックスに告げる。

「レックス、今日はもう下がっていいよ」

「はい」

　レックスが頭を下げて退室する。

　それと同時に、私はミカエルを伺った。彼はソファにもたれ、口元に手を当てていた。しばらくして、彼からため息がこぼれる。

「……ごめん。レックスときみの距離が近くて、つい嫉妬した」

「ミカエル……」

　はっきりと告げた彼は、そのままちら、とこちらを見た。少し恨みがましい視線を感じるのは、きっと気のせいではない。彼の瞳をじかに見ることができないので、その心まではわからないけれど。

「でもね、アーリア。あの距離感はだめだよ。あんなことされたら、男は勘違いしちゃうから。小悪魔の名を欲しいままにしたくないなら、今後は改めて？」

　しっかりと注意してくるところがミカエルらしい。だけどそう言わせてしまったのは私だ。

　私は視線を下げて彼に謝った。

「ごめんなさい。ミカエル。でもね、聞いて欲しいの。さっきはレックスがいたからああ言ったけど……あのね。これを首に提げてくれない？」

　私はそう言って、ネックレスを外した。

　首から外して彼の前に掲げると、思いもよらない事だったのか、ミカエルは目を丸くした。あ、そうすると昔のようで可愛らしい。今のミカエルは可愛い、よりも美しい、という言葉が似合っている。だけど驚いたその顔はひどくあどけなく見えた。思えば彼はまだ十六歳。私と同い年だ。

「それを？　でも、これはきみの大切なものなんじゃない？　きみがここに来てから、これを外しているところを僕は見たことがない」

「ええ。……これは、お母様の形見なの。でもね、ミカエルにつけてほしいの。確かめて欲しいことがあるのよ」

「？　……よくわからないけど、きみがいいというのなら、つけさせてもらうね」

　ミカエルはそう言って、私の手からネックレスを受け取った。その一瞬、互いの指先が触れ合って、思わずネックレスを取り落としてしまいそうになる。顔がにわかに熱を持って、恥ずかしい。顔を俯かせていれば、いつの間にか彼はネックレスを着用し終えたようで、声がかかる。

「つけたけど……確かめたいことって、なに？」

「あ、りがとう……あのね。私の目を見ていて欲しいの」

　アメジストの瞳を持つミカエルが、同色のネックレスを付けるのは、私が身につけるよりもずっと似合っていて、美しかった。私よりも彼が身につけた方がいいのでは、と思わず考えてしまうほどだ。だけど、私にはこれがないと困る。人の心を読めるのは、私が生き抜くために必要不可欠な能力だ。

　私はミカエルの美しいアメジストの瞳を見つめて、念じた。ほかのことは考えない。考えたら、それも彼には聞こえてしまうから。

　――ミカエルとまた会えて、よかった。本当に、嬉しかったの。

　念じたあと、目を閉じた。そうして、彼に問いかける。

「き、聞こえた……？」

「え、なにが？」

「えっ？」

「え？」

　会話が噛み合っていない気がして、思わず目を開ける。ミカエルは、困惑した顔をしていた。それでいて、少し顔が赤い。やっぱり、私の心の声が聞こえたのかしら？　そう思うも、ミカエルは自分の首から下がるネックレスチェーンに触れた。

「このネックレスがどうしたんだ？　よくわかんないんだけど……」

「え？　ミカエル、聞こえなかったの？」

「聞こえなかったって……なにが？　アーリアはいつもなにか聞こえるの？」

　私は愕然とした。まさか、私にしか聞こえないのだろうか。思えば、お母様は私にこれを渡す時、『あなたに幸福が訪れますように』と言っていた。つまりこれは、私限定の能力……？

　ミカエルは困惑した様子を見せながらも、ネックレスを外して私に返してくれた。私の手元に戻ってきたネックレスを再度して、ミカエルを見る。

　まさかネックレスの効力が消えてしまったのかと思い、彼の目を見たところで。

『よくわからないけど、でも必死なアーリアも可愛いな。アーリアは大人びた見た目をしているけど、結構抜けているところがあるよね。そういうところがすごく可愛いんだけど。でもそれを言ったら怒りそうだな』

「…………」

『それにしてもさっきの顔、きっとアーリアは気づいてないんだろうな。無自覚でこれなんだから、アーリアは小悪魔の気があるよね。僕以外の男の前で簡単に目を閉じてはいけないってどこかのタイミングで言わなきゃな。僕じゃなかったらキスしてた』

「…………!?」

「アーリア？」

「あっ……えっと、あのね。ミカエル。わたくし、わたくし……」

「どうかした？」

　頬がじわじわと熱を持つ。言うべき言葉がすっぽり頭から抜けた。だいぶ混乱している自覚がある私は、落ち着きなく視線をさまよわせた。

　私のそんな様子に、彼が純粋に心配してくれているのがわかる。彼に心配をかけさせないためにもちゃんと説明しなければ。

　だけど能力の説明を、直接口でするのはあまりにも羞恥心が伴う。

　これを言えば、彼の心の声が私にだだ漏れだと知られてしまう。だけど、このネックレスの能力は、王城での一件を解決する大事なキーになるのではないかしら。

　私情など置いておくべきだ。秤にかける必要すらない。答えは出ているのだから。

　私は王太子妃になるために、自分の感情は捨ておくということを一番に学んだはず。恥を捨てるのよ！　私は意を決して口を開いた。

「わたくし……わたくしね。目が合った人の心の声が聞こえるの」

「……え？」

「信じられないわよね。でも本当なの。最初はどうして心の声が聞こえるようになったのかわからなかったけど、でもさっきようやくわかったの。このネックレスよ。レックスにはその検証に付き合ってもらっていたの。視線を合わせるには、瞳を見るにはそれなりに近い距離じゃないといけないから。……それにしても近すぎたことは反省しているけれど」

　俯きながら話していると、ミカエルの驚いた気配を感じた。そうよね。普通驚くわよね。むしろすぐに受け入れられたらそちらの方が驚きだわ。ミカエルはどちらかというと現実主義者だし、こんなファンタジーめいた現象を信じてくれるとは思えないわ。でもどうやって証明したら……そうだわ。先程レックスにやってみたみたいに質問をして、それを当てるというのをやれば。そう思って顔を上げたところで、彼の顔が赤く染まっていることに気がついた。なぜか、つられて私も頬が熱を持つ。お互いに頬が赤く染まって、余計に気まずくなった。思わず視線を逸らした私に、ミカエルが口元を抑えながらぼそぼそ話す。

「いや、そうなんだ。じゃああれも……なるほど、だから僕の目を……。つまりあれも、これも知られてたってこと？　だから時々アーリアの顔が赤く……」

「わ、わたくし顔が赤くなってた……!?」

　思わず悲鳴のような声を漏らすと、ちらりとこちらを見たミカエルが、どこか言いにくそうな顔をして答えた。

「うん……。アーリアが気づかれたくなさそうだったから、言わなかったけど。風邪かと思ったんだけど、馬に乗った時体は熱を持ってなさそうだったから違うのかなって思って……それに、ここに来てからも、妙なタイミングできみの顔が赤くなることがあって、気になってはいたんだ。でも、そっか。そうか……僕の……。うわ、くそ。恥ずかしいな。これ。全部筒抜けだったのか」

「ご、ごめんなさい」

「いや、アーリアは悪くないよ。きみはそのために僕の瞳を見ないようにしてくれていたわけだし……むしろ勘違いして、見るように仕向けてごめん。あーもう、本当に恥ずかしいな。でも、これで吹っ切れたかな……」

　ミカエルは彼らしくない粗暴な言葉を漏らしたが、それくらい動揺しているのだろう。悪いことをしてしまった。罪悪感で胸がグサグサ刺されていると、ミカエルがちらりとこちらを見た。

　その白皙の頬は未だに赤い。

　彼ははぁ、とため息をついて、前髪をくしゃりとかき混ぜた。癖のない白金の髪が無造作に乱される。だけどそれは決して彼の美しさを損なうものではなく、むしろあどけない幼さの残る顔立ちをみせて、彼本来の気高い雰囲気にギャップを生み出した。ミカエルは一通り自分の中で感情の整理がついたのか、こちらを見た。ただし、その頬は桃色だ。そんな顔で見られると、私も非常に落ち着かない。そわそわとしながら、それでも聞きたいことを口にした。

「ミカエルは……信じてくれるの？　こんな、突拍子もない話……」

「正直、アーリア以外に言われたら絶対に信じてないと思う。でも、アーリアだから。きみはいたずらにこんなこと言うひとじゃないでしょう？　それにもし嘘でも、アーリアになら騙されてもいい」

「嘘じゃないわ！」

「わかってる。だから参ったなぁって思ってるんだ。でも、それならそれでいい。僕の気持ちは伝わってるんだよね？」

「そ、それは……う、うん。ごめんなさい。勝手に覗くような真似……」

「アーリアのせいじゃないでしょ。少し、いやかなり驚いたけど……それなら、わかった。もう隠さない」

「ミカエル……？」

　彼の言葉が気になって顔を上げると、ミカエルは真っ直ぐにこちらを見ていた。アメジストの瞳と視線が交わる。煌めきを帯びた虹彩はまるで宝石のようで、その美しさに魅入られた。

「大好きだよ。アーリア。どうか、僕を好きになって」

『伝わっているかな。僕の気持ち。僕はずっと、きみに恋焦がれて、求めて、失って、その度に絶望していたんだ。きみの声も、顔も、懐かしい香りだって忘れてしまいそうになって、でもまた会えた。ねぇ、アーリア。どうか僕を好きになって』

「…………っ」

　咄嗟に俯いて彼の瞳から視線を逸らすと、ミカエルがふわりと笑ったのが気配でわかる。さっきまで心の声が知られていたことにあんなに照れていたようだったのに、どうしてか今は堂々としている。彼の心の声は全部筒抜けなのに。ミカエルがなにをしたいのかわからなくて視線をおろおろと忙しなく動かしていれば、ミカエルの笑った声が聞こえた。

「聞こえた？　僕の声」

「き、こえたわ……。でも、その、わたくし」

「気にしないで。僕の心の声は、全部きみに等しく聞いて欲しいんだ。きみのその能力、というのかな。それには驚いたけど、でもそれなら都合がいい。都合がいいというのも変だけど、きみに変に隠す必要もないし、僕の気持ちがこれ以上ないほど正確に伝わるわけだから。僕の目を見て。アーリア。ごめんね、僕は狡いから、使える手はなんでも使う。僕の目を見て、僕の気持ちを聞いて、そして、きみへの想いを知って欲しい。僕の気持ちが嫌じゃないのなら、迷惑でないのなら、どうか僕の気持ちを知って。そして、考えて欲しいんだ。……ねぇ、アーリア。届いてる？　僕の声」

「…………ぅん」

　どう答えるべきか、なんて言えばいいのかわからなくて限りなく俯いた。うん、と答えたはずの言葉は最初の音が空気に溶けて、ただ相槌を打っただけになってしまった。そんな微妙な返事なのに、ミカエルは「よかった」と嬉しそうに笑う。居心地が悪い、とはまた違う。嫌な感じはしない。だって相手はミカエルだもの。

　でも、酷く落ち着かない。そわそわして、ふわふわして、重心が宙に浮いてしまったかのよう。

　ミカエルの言葉は、間違いなく熱烈な愛の言葉だ。

　この場合、なにか言わなければいけないのかしら、とか、もしほかのひとだったらどうするのかしら、とか考えているうちに考えが霧散する。

　ひたすらに顔が熱い。

　そんな私に、ミカエルが「ごめんね、アーリア」と少し笑いを含んだ声で言った。

　その声の気安さに、少しだけ濃密な空気が散ったような気がした。顔を上げると、ミカエルが困ったような笑みを浮かべて私を見ていた。

　それでもやはり彼は美しくて、昔から知っているのに、なぜか知らないひとのように見えた。

「アーリアは恋をしたことがある？」

「え……？」

「あるの？　それとも、ない？」

　話が突然変わったことに多少戸惑うが、さっきよりも話しやすい内容で内心ホッとした。私は首を振って答える。

「ないわ」

「よかった。……じゃあ、アーリアの初恋は僕のものだ」

「……ミカエル。その、わたくし、こういったことには本当に慣れてなくて……その、」

「大丈夫。わかってるよ。でも、ごめんね。つい気分が高揚して、アーリアを驚かせてしまったね。伝えられる言わなきゃって思ってしまっているせいかどうにも――ううん、押しすぎるのもよくないね。色恋は押したり引いたりの駆け引きが大事だと言うし。あまりきみに気持ちを押し付けすぎて、苦しい思いをさせるのは僕の本意じゃない」

「ミカエル……」

「話を戻そうか、アーリア。それで、きみはこのネックレスを付けると心の声が聞こえるようになるんだね？　このネックレスは確か、夫人から貰ったものだったね」

　ミカエルは少し身を引いて、先程と同じように話し出した。それだけで濃厚で、少し息が苦しくなるような雰囲気がたち消えて、私は密かに安心する。そして、頷いて答えた。

　ミカエルの気持ちにどう応えるべきか。

　流石に、愛の言葉を受けたものが返すべき対応は知っている。同じ想いなら、気持ちを受け入れるべきだろうし、そうでなければ、受け取れないと答えるべきだろう。私は……？　私は、ミカエルをどう思っているの……？

　ミカエルのことは好きだ。だけど、これが友人としての気持ちなのか、男性としてなのか、全くわからない。区別の仕方もわからない。

　――マナー講師の先生だって、こんなことまで教えてくれなかったわ。

　世の人間たちは、どうやって気持ちの区別を付けているのだろうか。突然、世の中の恋人たちが凄まじい猛者に見えてきた。

　みんなどうやって自分の気持ちに気がつくのだろうか。唯一聞けるミカエルは、だけど彼にだけは聞いてはいけないと思う。

　さすがにそこまで私は狡くなれない。

　ひとまずこの問題はあとで考えよう、とパンクしそうな頭に蓋をして、私はネックレスに意識を戻した。

「そうなの。お母様からネックレスをいただいて……。そう言えば、夜会の会場で、イステルがこのネックレスを見ていた気がするわ。どうしてかしらって気になったんだけど……」

「あの夜会では、不可思議な現象が起きた。誰ひとりとして眉をひそめることもなく、ただぼんやりときみのことを見ていた。陛下の様子がおかしかったのも気になる。……アーリア。これはあくまで推測の域を出ないけど、レイズモンド公爵夫人に、なにか……鍵があるんじゃないかな」

「お母様に？」

「きみは、公爵夫人から貰ったネックレスを付けることによって、不思議な力を得た。そして、きみの妹は、そのネックレスを気にしていた。夜会での洗脳に近い招待客の様子も、なにかしらの〝能力〟の使用と考えるのが妥当だろう」

「確かに……。もし、イステルがわたくしと同じようになにか能力が使えるのなら」

　その可能性に思い当たり、ハッとする。

　そして、思い出す。王城は篭城状態で、誰も入れる状況ではない。夜会にはイステルがいた。イステルがなんらかの能力を使ってひとを操り、洗脳状態にして、王城を閉鎖しているのだとしたら。

「……お母様のことについて、わたくしはあまり知らないの。ただ、お母様は元平民で、養子縁組をして貴族になったのよ。これは、誰にも知られていない、公爵家のトップシークレットなのだけど」

「公爵夫人が養子縁組をして侯爵家の養子となっているのは知っていたけど、平民の出だったのか。……アーリア、今回の件は、恐らく、ほぼ間違いなく公爵夫人のルーツを知ることが問題解決への糸口になると思う。僕らの考えが正しければ、城を乗っ取っているのはイステルだ。彼女がなんらかの能力を持っているのなら、トバルト兄上の身も危ない」

「わかったわ。わたくし、お母様の生まれから育ちまで、全て調べてみる。でも、ここには蔵書室はないわよね？　調べるにしても、当時の状況が載った報告書とか、貴族図鑑、貴族議会の議事録を纏めた再政司書集、ほかにも当時流行った小説や発行された参考書とか……とにかく参考になる本が必要だわ」

「そうだね。当時の状況を把握するなら、一番は当時の状況を細かく記している、王城に保管されている日報がいいと思う。王城での出来事のみではなく、国中の事細かな事象を記載しているから、あれを読めば大抵の事はわかると思うよ。だけどあれを読むには王城に行かなければならない。ほかに似たようなものが大神殿にもあるけど、あれはだいぶ簡易化したものだしな……」

　ミカエルは考え込むように顎に手を当てて、少ししてからなにか思いついたように顔を上げた。彼はそのアメジストの瞳を真っ直ぐ私に向ける。咄嗟に視線を少しずらしたけれど、ミカエルはそれについて特になにか言うこともなく、次の言葉を発した。

「アーリア、きみの力を使えば、七面倒な調べ物もせずに済むかもしれない」










五章 乗っ取られた城 -




　次の日、私はミカエルから新たにふたりの男性を紹介された。

「こっちの大きい方がロブで、金髪がスター。どちらも実用性に優れた火力の高い戦士だよ。もし軍隊が襲ってきてもきみを逃がすくらいわけない」

「軍隊って……わたくし、当時の蔵書室管理責任者に会いに行くだけですのよ？」

「なにがあるかわからないからね。特に、得体の知れない力が働いてるとなれば」

　ミカエルに紹介された男性――ロブと呼ばれていた彼は、見上げるほどに身長が高く、筋骨隆々だ。トバルト殿下よりもさらにふた周りほど大きく、腕など私の三倍ほども太さがあるように見える。なんとかシャツに身を包んでいるようだが、その胸元のボタンはいつはち切れてもおかしくないほどにキツそうだ。すぐにでも飛んでいってしまいそうだわ……。ボタンの行方に思いを馳せながらスターを見る。

　スターは、ロブとは対照的に小柄で、私とそんなに身長が変わらない。色の濃い金髪を鼻先まで伸ばし、その長さは一直線に揃っている。出っ歯なのが特徴的だ。

　――なんと言うか、すごく濃い。個性的なひとたちだわ……。

　ごくり、と息を飲む。

　ミカエルは私を見たあとに、手元の懐中時計に視線をやった。

「アーリア、くれぐれも気を付けて。なにかあったら彼らを囮にしてでも逃げて。彼らは絶対に裏切らない。信頼してるわけじゃないんだ。ただ、彼らは絶対に僕を裏切れないから。だから安心していいよ」

「う、裏切れない……？」

　ミカエルの言葉とは思えない不穏な内容に思わず繰り返すと、ミカエルは懐中時計から視線を外して、ふわりと優しく笑った。それはよく見た、彼の優しい笑みだ。昔から変わらない。

　ミカエルは軽く腰を折って、私の髪筋をひと房掬った。そして、髪先に口付ける。

「――！」

　それがまるで、いつの日か見た絵本のようで思わず固まってしまう。ミカエルは静かに口付けると、髪から唇を離して、そのまま私を見た。視線が交わる。

「お互い、いい報告ができるといいね」

『本当は僕もついていきたいんだけど、そうもいかないんだ。ままならないな、本当に』

「わたくしは……大丈夫よ。でも、あとでなにをしていたか教えてくれる？」

　咄嗟に尋ねると、ミカエルは少し驚いた素振りを見せた。その様子はいつもの彼より少し幼く見せて、少しだけ可愛らしい。だけどすぐにミカエルは笑みを浮かべて言った。

「約束するよ。いとしい人」

「いとっ……」

「じゃあ、あとは頼むよ。くれぐれもアーリアの身を第一優先にすること。それ以外ならなにを捨ておいてもいい」

「わかりました」

「承知しました」

　ロブとスターがそれぞれ頷く。

　私が固まっている間にミカエルはここに来る時に身につけていたローブを羽織った。

「それじゃあ、アーリア」

「う、ん……。また会いましょう」

「その時は、告白の返事を聞かせてね」

「…………!!」

　咄嗟の言葉になにも言えなくなっていると、ミカエルが少し笑って、そのまま踵きびすを返す。ミカエルのあとに従って、レックスも部屋を出た。

　レックスは部屋を出る時に一度頭を下げて、部屋の扉が閉まる。放心していると、スターが感心したように言った。

「二重人格ですかい？」

「ばあかお前。愛してる女の前では態度が違うに決まってるだろ」

　続くのがロブ。

　ふたりの気の置けないやりとりを耳にしながら固まっていると、ロブがこちらを伺った。恭しく礼を取られるが、彼は随分体が大きいためにすごく窮屈そうだ。私は彼らに楽にするように言って、そして私たちもまた、出発の支度を進めた。

　目的地は、辺境の地、クスタンだ。
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　レックスは侍従が主な仕事だから戦闘力はないとのことで、今回は別途ほかの方を紹介してもらった。馬車に乗る余裕はないので、スターに馬に乗せてもらう。

「強制的に俺と乗ることになってすいやせん」

「いいえ。むしろごめんなさい。付き合わせてしまって」

「いえいえー、ルカ様からの命ならなんだって引き受けますからぁ！　ルカ様も言ってたでしょう。俺たちは逆らえないんですよ、あの人に」

　ロブに体を持ち上げてもらって馬上にあがると、スターに体を固定してもらう。未だに馬は慣れない。しかし、今回向かうのは王都から遠く離れた場所だ。ツロリア伯爵の別邸、つまりここは王都にほど近い、山の中にある。目的地はほぼ地図の端っこに存在していると言ってもいいので、かなり遠い。

　ロブは馬に乗らずとも馬上の私とさほど目線が変わらない。

「ミカエルも言っていたわ。それって……どういうことなのか、聞いてもいいのかしら」

「みんなそれぞれわけありですが、俺らは後ろ盾なしに暗殺業なんてもんやってたから、すーぐ足がついちまって、死刑が決まってたとこを救ってくれたのがあの人なんですよ。んでもって、名前をつけたのもあの人です」

　スターが言う。

　知らなかった。驚いていると、ロブが「ガハハ」と笑う。豪快な笑い方でまたも驚いた。

「そうそう。ちょうどその時ロブスターが食べたかった、とか言うんで俺とこいつの名前はくっつけるとロブスターなんですよ！　がはは」

「ししし！」

　笑い方に個性がある彼らにぽかんとするけれど、すぐにその内容を理解する。ロブとスター。合わせてロブスター。

「っふふ……！　意外と茶目っ気があるのね」

「いや、どうでもよかったんだと思いますよ」

「そ、そう……？」

　スターがあっさりと答えて、ロブが大きく頷く。ロブの手によって馬上に括り付けられた私は、ちょっとやそっとのことじゃ落馬しないだろう。それくらいにはぐるぐる巻きにされていた。

「あんたになにかあったら俺たちは縛り首なんで、ひとまずこんなもんですかねぃ。この縛り方、人質にするそれなんですが、まぁ今はいいとして」

「そ、そうなのね……」

「向かう先はクスタン。馬ぁぶっ飛ばして二日で着きますが、休憩はなし！　ここに来る時、ルカ様に連れられたと聞きますが、あんな優しい運搬じゃねぇんで、まぁ、覚悟してください」

　ロブに言われて、私は神妙に頷いた。

　そして、その意味を直ぐに理解した。

　そこで、私は初めて馬酔いというものをしたのだった。
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　ようやく着いた先は、集落から程遠く離れた、山道の中にあった。まるで隠されているかのようにひっそりと立つ赤いレンガ造りの一軒家。

　ロブに抱えられ、というより持ち上げられながら私はそちらに向かっていた。

「うぐ……うぷ、う……」

「あー、すいやせん。大丈夫ですかぁ？」

「だ、大丈夫よ。ただ、すごいわ。目眩が、世界が回ってるの。うっ……」

　ロブとスターの馬の操りはすごいなんてものじゃなかった。凄まじい勢いで走るそれは弾丸に近く、そして数時間ですぐに馬は交換し、そしてまた疾走するのだ。時々休憩を挟んでくれたり、酔いにいいというレモン水を買ってきてくれたり、気遣ってはくれたもののそれを上回るほどにとてつもない揺れだった。下馬しても未だにふわふわした感じがする。

　スターがどこかの屋台で買ったひょうたん型の水筒を見せてくる。だけど散々レモン水を飲んだおかげでしばらく、レモン水は見たくない……。

　スターは前髪で心の声が読みにくいが、ロブはわかりやすい。

『やっぱり荷物と同列に考えるのは無理があったかぁ。でも普通に行くと往復で一週間かかるからなぁ。あんま遅くなるのもよくないし』

　ご尤もである。速さを優先したのだから、仕方のないことなのだ。うえ、吐きそうだわ………。

　なんとか深呼吸を繰り返して、スターからレモン飴をいただく。飴玉もあったのね……。

　非常に助かるわ、と思いつつ口に含む。まだ頭はぐわんぐわんと揺れているが、あまり悠長にしている時間はない。願わくは、帰りの馬はもう少しだけ揺れが緩やかになればいいと思う。

　私は呼吸を落ち着かせて、ロブに降ろしてもらうと、赤いレンガ造りの家の前に向かった。

　そして、玄関扉のドアノックを掴み、数回打ち鳴らした。

「ごめんくださいませ。どなたかいらっしゃる？」

　ゴンゴン、とドアノックを鳴らして、数秒。

　がちゃりと鍵の回る音がして、訝しげな顔をした老人が現れた。白い髭は切られておらず、伸びっぱなしだ。眉には消えない皺が刻まれていて、気難しそうな印象を受ける。

「初めまして。わたくし、アーリア・レイズモンドと申しますの。少しよろしい？」

　名乗った途端、老父は息を飲み、顔を青ざめさせた。そのまま扉を勢いよく閉められそうになって、それをロブが掴んだ。老父とロブの力の差は歴然としていて、ロブが扉を掴むと、それに引っ張られるように老父が転がった。

「おっと悪い。だが急に扉ぁ閉めるなんてマナーがなってねぇ爺さんだなぁ。話くらい聞いてやれよ」

「し、知らない！　私はなにも知らない！　いい加減もう私を放っておいてくれ！　私はなにも知らないんだ!!」

「あなたは、今から六年前に、蔵書室管理責任者をされていましたわよね。だけど、ある日を境に突然辞められた。理由はなんでしょうか？」

　単刀直入に尋ねると、老父は黙りこくってしまった。しかし、その心の声は雄弁だ。

『今でもどうして私はあんなことをしたのか、全くわからん。どうして、六年前の聖夜祭の日――その日の記録を私は燃やしてしまったのか。気がついた時にはその日の日報は灰となり、その間の記憶は不確か……。だけど確かに私の手で燃やしてしまったんだ、あの日の日報を……』

「…………!!」

　当たりだった。

　ツロリア伯爵の別邸を出る前に、ミカエルに言われたことがある。それは、当時の蔵書室管理責任者に話を聞けば、なにかわかるのではないか、ということだ。

　話は三日前に遡る。

『アーリア、きみの力を使えば、七面倒な調べ物もせずに済むかもしれない』

『え……？』

『六年前の年明けすぐに、当時の蔵書室管理責任者が辞表を提出したんだ。彼は元々高位貴族の子息で、立場ある人間だったんだ。次期枢機卿候補とも言われていた。そんな彼が突然辞表を出すなんていうのはあまりにもおかしい。理由が問われる中、彼は逃げるように王城から去ってしまった。今は辺境の地で田舎暮らしをしていると聞く』

『六年前の年明け……』




『そう。なにかあったとするのなら、その直前。聖夜祭付近だ。その時になにかしらがあって、彼は蔵書室管理責任者を辞めざるを得なかった。……そう考えると、納得がいく。更に言うなら、六年前の聖夜祭は……』

『お母様が亡くなった日だわ……』

『……そういうことだ。誰が聞いても理由を話さなかった彼だけど、アーリアなら』

　ミカエルの言いたいことがわかって、私は大きく頷いた。

『力を使って、彼の本心を暴けばいいのね』

　ミカエルは頷いた。

　その時のことを思い出して、私はミカエルの考えが正しかったことを知る。

　老父の心の声はなおも続いた。

『年が変わる前の日。私は聖夜祭の日の記録を纏めていた。膨大な情報と報告を纏めて、揃えていた時のことだ。娘が現れた。まだいとけない、幼い少女だ。金髪の……』

　――イステルのこと……!?

　そこで老父は私から目を逸らしてしまったので、私は続けて彼に話しかける。もう少しで、なにかがわかりそうなのだ。

「こちらを見てください。わたくしの目を見て」

「ひっ……!?」

　しかし老父は突然怯えて、まるで化け物でも見るかのような顔を私に向けた。そして瞬時に顔を俯かせてしまう。その心の声が怒涛のように流れ込んでくる。

『――！　そうだ、そのセリフだ!!　あの時も、あの娘はそう言っていた！　そして、それから私はおかしくなったんだ!!』

「も、もう勘弁してくれ！　本当に話すことなんてないんだ。私はなにも知らない。知らないんだ。どうか、この老いぼれを哀れに思うのなら、もう解放してくれ。頼む。この通りだ！」

　老父は、まだ十代の小娘相手だというのに、額を擦り付けんばかりの勢いで平身低頭にそう言った。その勢いに思わずこちらがたじろいでしまう。しかし、それよりも……。

　――あの時も、って言った……？

　私が不思議な力を持っているように、イステルも同様の能力を持っていておかしくない。そして、その力の発現が私よりもずっと早く、なおかつ、私のようにネックレスの補助を不要としていたのなら……？　年が明ける前の日。

　イステルが王城に乗り込んで、能力を使ってこの男に当時の日報を燃やさせていたのなら、そこに彼女の望ましくない内容が記されていたからだろう。日報に書かれていた内容とは、一体なに……？

　私がそう思ったところで、老父の様子がおかしくなってきた。どうやら、過呼吸を起こしかけているらしい。これ以上の話し合いは無理だ。

　私は首を振って、老父に頭を下げた。

「嫌なことを思い出させてしまってごめんなさい。……ゆっくり息を吐いてくださいませ。ゆっくり」

　過呼吸は、ゆっくり、時間をかけて息を吐くことで落ち着くことがある。

　私は老父にそう声をかけたが、しかし彼は私の顔を見るともがくように呼吸を狂わせた。

　私では逆効果なのだろう。振り返ってスターに助けを求めるように視線を送れば、アイコンタクトを受けた彼が軽い足取りで老父のもとに膝をついた。

「おじいちゃん、息はいてー息はいてー。だめだめ、焦って吸ったら」

　スターの声かけに、老父の呼吸は徐々に落ち着きを取り戻していった。私はスターのその対応にありがたく思いながら、今後のことを考えていた。
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「旧大神殿に向かうー!?　それ本気で言ってるんですかい、姉貴！」

「姉……？　ええ、そのつもりよ。わたくし、思い出したことがあったの」

　赤レンガの家をあとにして、今後どうするか考えていた私はふと、本当に偶然思い出したのだ。

　一度目の人生で、あまりにもやることがなくて暇だった私は、手始めに王城にある蔵書室の本を全て読み漁っていた。

　その時の、どの本に記載があったかは忘れたけれど、確かに書いてあったのだ。王城に保管されてある蔵書は、旧大神殿に写しが用意されてあると。随分前の記憶だし、一番初めの記憶だというのもあって思い出すのに時間がかかってしまった。私が過去の記憶に思いを馳せていると、ロブが自分の顎髭に触れながら話す。

　彼はもみあげと顎髭が繋がっていて大変ワイルドだ。

「しかしここから旧大神殿となると……むむむ。ツロリア伯別邸からはさらに遠くなりますが、ここからは一時間程度で着きますでしょうな。さほど遠くはない。まッ、寄り道したとしても許される範囲ですよ、ガハハハ」

「それもそうか。んじゃ、姐さん行きましょう。馬に乗って～出発！」

　ロブとスターは軽快に笑い、木に括りつけて待たせていた馬の元まで戻った。スターに促されて、尻込みしつつもロブに馬に乗せてもらう。思い出すのは来る時の悪夢のような揺れだが、今度はもう少し落ち着いているといい。半ば願うような気持ちで胸の前で手を組んだ。そして、例に漏れず鞍にぐるぐると紐で巻き付けられた私は行きと同じようにしっかりと馬上に固定された。

「んじゃ、行きましょうかぁ！」

「方角はー、こっちですねぇ。旧大神殿だと！」

　スターがなにか、黒い石のようなものを取り出したかと思うとそれを少し振って、方角を決めた。行きでも度々見た光景だ。私はそれを不思議に思って、スターに尋ねる。

「それはなぁに？　その黒い石はなんのためにあるの？」

「ああっ！　これはですねぇ。俺たちの秘密道具です！　これさえあればド田舎の過疎地でも迷子にならずに済むんですよぉ。ま、天然の七つ星って言ったとこですかね」

「七つ星……。迷子になった時に、探す星というあれかしら」

「そうですそうです！　こいつはその役割を果たしてんです。さぁて、んじゃ出ますよぉ。しっかり鞍にしがみついていてくださいね。怪我なんてさせたら俺らの首が飛ぶんで！　うしし！」

　なにひとつ笑うところではないが、私は彼の言葉を肝に命じて、今後くるであろう激しい揺れに備えながら鞍に掴まった。
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　揺れは、行きほどではなかった。

　行きよりも近場だったのが大きいだろう。

　緩やかに変わる景色を楽しむ余裕もだんだん出てきたところで、私は老父の言葉を考えていた。

　――そうだ、そのセリフだ!!　あの時も、あの娘はそう言っていた！　そして、それから私はおかしくなったんだ!!

　老父は確かにそう言っていた。そして、その現象は、夜会の会場で見たそれと限りなく近い気がする。だけどその時、イステルは決して会場にいる全員の目を見ていたわけではない。夜会にいた人間の数はあまりにも多すぎるし、イステルとは離れた場所にいたひともいた。だけどその誰もが操られていた……。

　――お母様が亡くなった時、イステルは八歳。

　その時はまだ、力が弱かったのかもしれない。だから、老父の目を見る必要があった？　それともほかになにか理由が……。

　そこまで考えた時、ロブの怒鳴り声が聞こえてきた。

「八時の方角！　ショートカットだ！」

「ッサァ！」

「え？　あっ、きゃ……!?」

　スターが軽快な声で答えて、突然馬のスピードが上がる。ぐんぐんと景色が変わっていき、馬上の揺れも凄まじい。行きもすごい速さだったが、今ほどではない。びゅうびゅうと風を切る音がして、空気が目を乾かして、すごく辛い。

　――なに!?　一体、急にどうしたの？

　そう思った時、スターが短く言った。

「舌ぁ噛んだらいけないんで、お口チャックですぜ！」

「っ……!?」

　その瞬間、後ろで爆発音が響いた。思わずそちらに視線をやろうとして、スターに注意される。

「だぁめだめ！　動かないで！」

　彼にしては珍しく真面目な声だ。それだけに、なにかよからぬことが起きているのだと察せられた。聞きたいけど、今は聞かない方がいいだろう。さっきの音は、爆発音……？　一体なにが……。

　ついで、馬の嘶き、だぁん、だぁん、という重たい銃弾の音。きぃん、と剣がぶつかり合い、どこかに飛ばされるような音と、男の怒声が聞こえる。

　そこまで来れば流石に私もわかった。

　誰かに襲われているのだ。一体誰に？

　すぐに思いつくのはイステルだが、だけどここは田舎の辺境領だ。物盗りかもしれない。そう思いながらも、どうかロブが怪我をしないことを祈っていると、急に馬体が揺れた。

「…………っ!?」

「っとぉ、さぁすが、プロってわけですか。まっ、こっちも命より大切なもん預かってんで、取りこぼすわけにはいかないんですけどねえ！」

　その言葉に慌てて前を見ると、顔を隠した覆面の謎の人物が三人、行く手を遮っていた。ひとりは馬に乗っていて、残りふたりは騎兵だ。

　スターは馬の手綱をぐっと、引き寄せて、唐突に馬を走らせた。

　――突っ込むつもり……!?

　慌てる私を他所に、しかしスターは手綱を強く掴んで、それを重心に、宙へと飛んだ。宙返りだ。そのまま、着地する勢いでまずは騎馬隊の人間の首を太ももで締めて、関節技を決め、振り返った勢いで、手のひらになにか息をふきかけて、黒い粉のようなものを飛ばした。しかしそれは粉ではなかったのか、真っ直ぐに騎兵の人間にぶつかり、瞬く間に騎兵は倒れる。その瞬間にスターは私の馬に戻ると、下馬する勢いで騎兵の首目がけて蹴りを入れる。

　その時間は僅か数秒にも満たないほどの速さで行われて、瞬く間に覆面の兵士たちは倒れた。

「よーし、こんなもんか」

　スターが手をパンパン、と払う。

　私はあまりのことに呆気に取られていた。ミカエルから強い、とは聞いていたがここまで強いとは思わなかった。それにスターは、剣やナイフといったものを使っていない。なにか、薬のようなものは使ったようだが、それ以外は体術で意識を落としたようだ。

　スターが後ろを振り返って様子を伺っていると、馬の足音が聞こえた。私も釣られてそちらを見る。そうすると、ロブがガハハハと笑いながらこちらに向かってくるところだった。

「いやはや、参った参った。やつらにこれ取られそうになってよぉ！」

　ロブが指し示すのは、彼が首にかけているチェーンネックレスだ。銀色のチェーンだけで繋がれたネックレスは、さほど華美ではなく、男性でもしていることはたまにある。

「はぁ？　なんだってお前みたいなむさ苦しい男からんなの取るんだよ。姐さんならまだわかるけどよぉ」

「…………!!」

「俺もそう思ったんだよなぁ。だけど奴ら、なに聞いてもボケーとしやがって。なんだあれ、頭でもイッちまってんのか？」

「――待って。ロブ、彼らの様子をもう一度聞かせて。彼らはどんな様子だったの？　彼らに明確な意思はありそうだった？　殺意はあった？　目的がなんだったか、わかる……!?」

　彼らが狙っていたのは、ネックレス。

　奪おうとしたのはロブのものだったらしいけど、でも、それは〝ネックレスを回収するように〟という指示しか受けていなかったからだとしたら？

　ロブの話を聞いて、私は夜会での様子を思い出した。操られたように見える、招待客。

　そして、そこでイステルはあの時――。そう、あの時、私のネックレスを見ていた！

　――もしかして、このネックレスの秘密について、気がついている？

　だから、奪おうとした？

　思えば、イステルの前でネックレスをつけていたことはない。彼女の目に触れて、それが欲しいと言われてしまえば私に断るすべはないからだ。お父様はイステルの言いなりだったし、私が嫌がっても無理やり取り上げられるのは目に見えている。

　……イステルの言いなり？

　そうだわ。お父様の様子がおかしくなったのは、お母様が亡くなってから。それから、お父様はイステルの言うことを聞くようになって、私の意見なんて全く……。

　どこか引っかかる。なにか、答えは掴めているような気がするのに、それが導き出せない。もやもやとしながらも、私は頭を振った。まずは、旧大神殿に向かうほかない。

　その時、スターが「なんだぁ？」と訝しげな声を出した。見れば、彼は下馬して、気絶した人間の覆面をむしっているようだ。

「こいつ、見たことある顔してるぜ。確か近衛隊の人間だ。見ろよロブ。こいつ、すげー無能で、将来禿げそうだって話してたギュンスターだぜ」

「本当かよ。うわ、本当だ。なんだってんだ？　あー……姫さん、さっきの話だが、俺はやつら、まぁこいつらだな、に、闘志なんて生々しいもんは感じなかったなあ。戦いっつーのは本能がぶつかり合う場所なんだよ。だから多かれ少なかれ、怖いだの、楽しんでるだの、そういった気配が伝わるんだけどよお。こいつらはまじでそういうのなかったな。デクでも相手にしてんのかと思った」

「……そうなの。わかったわ、ありがとう」

「お、こっちはオペラの歌姫に貢ぎまくっているという借金男、メーオンだぜ！　苦労してんのかねぇ、白髪が目立つぜ」

「そいつはただ借金取りから逃げんのに苦労してるだけだろ」

「違いねぇな！　うしし！」

　恐らく、彼らの狙いは私のネックレス、もしくは私自身。いや、その両方かもしれない。そして、その彼らが近衛隊の人間ということは……。

　ミカエルの言っていたことは正しかった。恐らく今、王城はイステルに、乗っ取られている――。










六章 失われた文書 -




　王都郊外、知る人ぞ知る酒屋ロヴィーの地下一室。

　その中には、フードを脱いで顔を晒しているミカエルと、ほかに数人の男が長テーブルの前に座っていた。ミカエル以外の男はみな顔を隠している。

　中央に座るのはミカエルだ。

「以上、ご報告となります」

　黒いローブを深くかぶった男が話す。

　ミカエルはそちらをちらりと見てから答えた。

「ご苦労。状況は今言った通りだ。満月の夜、彼等はなにかしら動くだろうね。その前に僕らは城を制圧する必要がある」

　ミカエルは近くに座るレックスに目配せをした。レックスはその命に従い、地図を広げた。王城の構図を精密に描いた設計図だ。

　ミカエルはその細長い指をとん、と古びた設計図に置いた。そのままするすると動かしながら、彼は言う。

「僕らはここから侵入し、逆賊トバルトを討つ――。それが表上の筋書きだ。だけど実際のところは違う。大広間を拠点として、秘密裏に軍を動かし指揮を執っているのは魔女イステルだ。やつは、人外じみた力を持っている。それはきみたちも既に知っているところだと思う」

　ミカエルはそこで言葉を切った。

　その続きを、レックスが引き取る。

「魔女イステル――ほかに呼び名がないので、便宜上、彼女を魔女、古いにしえの悪魔の呼び名を使用します。彼女は精神汚染の力を持っていると我々は推測します。彼女に近づけば近づくほど、その洗脳は強固なものになる。唯一連絡係として王城に忍び込ませることに成功した密偵は、洗濯メイドと庭師という、極力魔女イステルと接点を持たない役柄です」

　レックスはまわりの人間を見渡す。

　レックス含め、ミカエル以外の人間はローブを深く被っているため、その表情を伺うことはできないが、疑問点はないとして、レックスは話を続けた。

「籠城した王城でも、食べ物や生活必需品は必要です。王城にはたくさんの人間がいますからね。なので、業者の人間をこちらの手のものにすり替えた上で、情報交換を行っておりますが、ですが、魔女イステルの力は我々では計り知れない。いつ、忍び込ませた密偵が洗脳されるかは時間の問題というところでもあります」

　そして、とレックスは話を続けた。

　酒屋の地下とは思えないほどに静まり返った空間の中、彼の声だけが響く。

「先程もお伝えしたとおり、密偵の報告では〝月が満ちるその時、私はこの国の女王となる〟と魔女イステルが言ったとあります。詳細は不明ですが、月が満ちる――なにかの暗示かもわかりませんが、それが満月を指している場合、大変まずい。満月は予定では来週末です」

「失礼。では、それまでに計画を実行するということですね」

　レックスの向かいに座る男性が手を挙げて話す。レックスは頷いた。

　そこで、ミカエルが言葉を続けた。

「相手はただの人間じゃない。古の悪魔、魔女そのひとだ。勝算は正直、僕にも全く読めない。相手の力が未知数だからね。死ぬかもしれない。負けるかもしれない。……無理についてこいとは言わないよ。だけど、悪しき魔女を討伐するという勇気ある者がいるのなら、僕に続いてほしい。それが蛮勇となるか、後世で英雄と持て囃されるか、僕らの目で確かめようじゃないか？」

　ミカエルのどこか挑むような声に、ローブの男たちは各々考えるような素振りを見せた。ミカエルは彼等の顔を――と言っても、ローブで顔は全く見えないのだが、それでも順繰りに見ると、続けて言った。

「恐れが少しでもあるのなら、この計画からは降りた方がいい。中途半端が一番よくないからね。降りるなら、今だ。今後、途中で離脱することは許さない」

　ミカエルは言うが、誰も動かない。

　ややしてから、ミカエルが表情を和らげた。端整な顔立ちをしているが、それまで凍てつく氷のような気配を待っていた彼の雰囲気が、僅かばかりに柔らかくなる。薄く笑みを浮かべた彼は手を組んで、机に乗せた。

「そう。誰も抜けないか。……僕は味方に恵まれたね」

「ルカ様」

　レックスに言われ、ミカエルは頷いた。

　そして、彼は言う。

「決行は七日後の朝だ。朝日が出たと同時に仕掛ける。いいか、余計なことは考えるな。なにをしてでもまずは広間を目指し、イステルを殺せ。情報では魔女イステルは夕方に起きて、朝眠る生活をしているそうだ。隙を狙うなら、そこしかない」

「ルカ様、発言の許可を」

　男が手を挙げる。

　ミカエルがそちらを見て、軽く頷いた。

「侵入経路について、多少不安がございます。こちらは、王族にしか知らされていない秘密経路と仰いましたが、それであればトバルト殿下も知っているのでは。トバルト殿下は魔女の手に落ちていると聞き及んでおりますゆえ」

「尤もな懸念点だ。だけどそこは安心して欲しい。トバルト兄上は間違いなく、この経路を覚えていない。あの人にこんな複雑な経路を覚える脳はない」

　はっきりと言い切ったミカエルに、質問をした男は納得したように数度頷き、頭を下げた。

「差し出がましいことを申して、誠に申し訳ございませんでした。あなたのお心に従います」

「ありがとう。……では、ほかに意見がないのなら解散としようか。僕はできるだけ情報を集め、決行の日に備える。きみたちも各自、気になることがあればレックスに言ってくれ。計画が成功することを祈っている」
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　その後は特に襲撃されることもなく、無事に旧大神殿に辿り着くことができた。旧大神殿はあまりにも広くて、その割にあまりにも人がいない。

　受付にひとり居るだけで、あとは無人だ。防犯の面が多少気になるものの、今はその状況に酷く助かっていた。

　――日報、日報……。

　ロブとスターにも手伝って貰って、膨大な書簡の中から目的のものを探す。ちまちまとした作業を苦手とするロブは、滞在して一時間が過ぎたあたりでだいぶやつれていたが、正直とても助かった。ひとりではどこから手をつけていいかわからず、時間だけが無為に過ぎていただろう。

　そうして、滞在三時間が過ぎた頃。

　スターが「これじゃないですかねぇ！」と嬉々とした声で言う。ひたすら黙々と作業していた彼だが、やはり疲れていたらしい。珍しく花を咲かせる勢いでそれを掴むと、私の元までやってきた。

　彼の手元には、【聖三一四年　日報】と達筆な文字で記されていた。思わず私も感極まってしまう。

「これだわ！　ありがとう、スター。ロブも、とても助かったわ！」

「ひえー、とんでもなく疲れましたよ。あんまりにも見つからないんで、七日山ん中をさまよった時よりも絶望したってもんですぜ」

「苦手なことをさせてごめんなさい。でも本当に助かったわ。ありがとう」

　私は彼らにお礼を言って、すぐに中身を読み込み始めた。

　一月一日。年明けを祝う場で、フロランタンを喉につまらせ、ドゥア伯爵が倒れた。近くにいたカインデル子爵が侍医を呼び、ドゥア伯爵は昼前に帰宅。命に別状はなかった。

　五月十六日。トゥアーンポタン商会の自宅にて小火が発生。仕掛けたのは隣町に住む宝石商の男と見られる。宝石商の男の名前は……。

　八月二十九日。フラン公爵が御歳八十六歳をむかえた。そのお祝いに下記の貴族と彼を慕う人間が訪れた――そのあとには、たくさんの人の名前が記されている。そのままページを手繰る。そして、見つけた。


　十二月二十四日。

　レイズモンド公爵夫人、ソフィア・レイズモンド死去。突発性心筋梗塞により死亡。

　遺言を侍女ローズアンが残している。



　――遺言？

　そのまま文字に視線を滑らせる。そして、息を飲んだ。

　そこに書かれていた内容は、お母様から――娘、私たちへの遺言が記されていたからだ。だけどそれは、今際の際に発した内容だからか、あまりにも短い。たった一文だ。

『〝悪しきものは、裏切りの罰に灰となる〟そう伝えて』

　それが、お母様の最期の言葉だった、と記載がある。

　――どういうこと？

　余計にわからなくなってくる。逸る気持ちを抑えて、そのままページを手繰る。もうほかの情報になっているかと思いきや、まだお母様のことが記されていた。早朝にお母様は息を引き取り、夕方には火葬されたのを覚えていて、その内容が記載されていた。

　そして、次の文章を読んで、思わず私は狼狽えてしまった。

「え……墓荒らし……？」

　次の行には、その日の深夜、お母様の墓荒らしがあったと記載があった。無感情に一文書かれている記載を読んで、無意識の言葉がこぼれた。

「墓荒らし？　そんなもんがあったんですかい」

　スターが私の言葉を拾い上げる。

　ロブが自分の顎髭に触れながら話した。

「墓荒らしっつーと、魔女みたいだなぁ。なんだっけか？　あったよな、そんな内容の。死者の魂だかなんだかを食らって、力にすんだとか」

　ロブは世間話の一環として話したのだろう。現に、ふたりは大して気にした様子はなく軽い調子で会話を続けていた。だけどその言葉に思わず私の手は止まった。

　――魔女。

　この国には過去、魔女がいたとされている。

　だけどそれはおとぎ話のようなものだとされ、信じているものはほとんどいない。

　だけど魔女の存在が建国に大きく関わったのは間違いなく、それは神話や伝説の類に近い分類となっている。それにもかかわらず、私は王城で、魔女に関する本を読んだことがなかった。

　肌がざわざわと泡立つ。なにか、とんでもないことに気がついてしまったかのように、得体の知れない不安感に息を飲んだ。

　私は、一度目の人生で王城にあった蔵書はほとんど読んだのだ。全部読んだといっても過言ではない。流石に禁書室にあったものまでは読めていないが、それでも一般公開されているものはほとんど読んでいる。

　だけど、その中には一切、魔女に関する記載の本がなかった。それはなぜ？　元々王城の蔵書室には魔女に関する本がない？

　いや、そんなことはないはず。魔女という存在は、この国の成り立ちを説明するにおいて、絶対に外せない存在だ。

　それにもかかわらず、蔵書室に魔女の本が、もっと言えば、建国に関わる本が、なかったのはおかしい。ロブとスターの気の抜けた会話が聞こえてきた。

「魔女が食らうのは魂じゃなくてぇー、骨じゃなかったか？」

「いや、詳しくは知らん。まぁ今どきは金目当ての方が多いだろうがな」

「あぁ、貴族の墓なんかは貴金属も一緒に入れることが多いからなぁ」

　ロブとスターの会話を聴きながらも、私の頭の中は魔女の一言で埋め尽くされていた。

　王城の蔵書室に魔女にまつわる本がなかったのはどうして？　考えられる理由は、ひとつは元々本が置かれていなかったか――尤も、この可能性は低い。だとしたら、誰かが意図的にその本を抹消したか。

　そんなことができるのは……。

「…………」

　私は日報の続きの文章を読んだ。

　だけど、お母様の墓荒らしが起きた、という記載だけで、次の行はもうほかの情報となっていた。

　考えを整理しなければ。情報が混濁してこんがらがってくる。まず、私は日報を読むためにここに来た。お母様に関わる情報がなにかないかと探しに来た。そこで、私はお母様の遺言と、墓荒らしが起きていたことを知った。

　そして、王城に魔女に関する本が置かれていなかったことに気がついた。尤も、一回目以外の人生の蔵書室に魔女に関する本があったかどうかの確認はしていない。だけど、一回目だけ本がなかった、というのは不自然な気がする。

　日報を意図的に消失させたのがイステルであるのなら、魔女に関する本を意図的に隠滅、または処分したのもイステルの可能性が高い。

　その理由は……？

　私は日報をぱたん、と閉じると、ほかのことに考えを巡らせた。

　お母様の遺言についてだ。

　――こちらも全く意味がわからない。

〝悪しきもの〟それが魔女を指すと考える。魔女は悪魔の仲間と考えられるから、当てはめるとしたら妥当だ。

　続いて、〝裏切り〟。これがよくわからない。

　だけど、なんらかの条件、あるいは規定を破った時、魔女は灰になるということ……？

　考えていても仕方ない。私は息を深く吐いてから、ロブとスターに言った。

「周りの村から、できるだけ人を集めてきてくれるかしら」

　ロブとスターは、どうやら魔女の話から吸血鬼の話に移行していたらしい。『血を飲むにしても、他人の肌に口付けなきゃいけないとか、生理的に無理な相手だったらどうすんだ？』という会話が聞こえてきた。真面目に考えていたふたりは、私の言葉に揃って呆気に取られた顔をした。
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「突然ひとを集めろなんて言うから、クーデターでも起こすのかと思いましたよー」

　そう言うのは、〝吸血鬼になったらきっと自分は血を飲めずに死ぬだろう〟とのたまっていたスターだ。不衛生だから気が進まないらしい。

　意外とスターは潔癖なようだ。

　私は、蔵書室の中を歩きながら、目当ての本を探す。吹き抜けの構造となる旧大神殿は五階建ての建物で、全ての本を探すとなるととんでもない時間がかかるだろう。

「人手は多い方がいいもの。私たちだけではきっと時間が足りないわ」

「……まぁ、突然〝魔女に関する本をできるだけ集めて〟なんて言うから、驚きましたけどねぇ。しかし、研究のためって。村の人間もびっくりしてましたよ」

「ほかにいい言い方がなかったの。妙な疑いをかけられてもいけないし」

「確かにそうですねえ」

　スターと共にようやく一階を巡り終える。

　魔女に関する本は一箇所に集められているのだと思う。現に、一階にはそれらしい本はなかった。

　私はあれから、近くの村の人たちに協力を募って、本を探してもらうことにした。

　王城に元々本がないのか、それとも意図的に消失させられたのか。それは、ここの本を探せばわかる事だ。ここには、王城の蔵書室にある全ての書簡の複製本が置かれている。ここになければ、王城の蔵書室にもない、ということになる。だけどもし、ここで見つかるようなら――。

　それは、誰かが意図的に破棄した可能性が高い。

「そういや、ロブにはなにさせてんですかい？　なんか用付けてましたよね？」

　本の背表紙を眺めながらスターの声を聞く。

　ロブには、とあるお願いをしていた。

　まず、村の人々に本を探してもらう理由として、私はとある研究所の人間で、師事している先生が魔女に関する研究をしている、という筋書きにした。そこで、魔女に関わる本が必要なため、協力して欲しいと村の人々に伝えたのだ。

　もちろん彼らは半信半疑だったが、私は実在する研究所と所属する研究員の名前を挙げて、とある研究員――テイン・アドラーという女性になりきることにした。

　一度目の人生、読んだ本の中で心当たりのある研究所はいくつかあったし、情報さえあればそれっぽい話も作り上げられる。

　加えて、彼らに報酬金として百五十ルガー、それぞれに渡すことにしたのだ。

　村に住む人間にとっては破格の金額だろう。百五十ルガーと言えば、貴族令嬢の家庭教師一日分の報酬金にあたる。

　梯子に登って一番上の背表紙まで確認していた私は、スターに梯子を押さえてもらいながら降りた。ここの本棚に魔女に関する本はなかった。

「ロブには、裏カジノに行ってもらっているの」

「裏カジノぉ？」

「この近くには、この国三大カジノのひとつと言われるバーがあるのよ。そこでは専らタロットカードを使ってゲームをするの」

「あー……そう言えば、聞いたことがありやす。南のロゴ。東のトワイトスル。そんで、北西のヴィアンゴ……つまり、ここッスね」

「そう。北西のヴィアンゴのカジノは、タロットカードでのゲームが目玉なの。ほかにもポーカーやルーレット、テーブルゲームなんかもあるけど、一番掛け金が高く、リターンが大きいのはタロット賭け。ロブに行ってもらってるのはそこ」

「んんん？」

「わたくし、村の人たちにひとり百五十ルガー渡すと言ったけど、所持金はゼロなの。ミカエルに攫われるように連れてこられたから、公爵家にあるわたくし名義のお金を持ってこられなかったのよ。だから、手持ちのお金を作る必要があった」

「なぁるほど。だから裏カジノ。でもそのやり方は手堅いとは言えませんね。裏カジノなんつーものは損するようにできてるから、元が取れりゃ上々、リターンなんぞ求めた日にゃ、所持金がすっからかんですぜ」

「そうかもしれないわね」

「んん？」

「でも大丈夫。わたくしを信じて。わたくし、運だけはあるの」

「…………？」

　スターの訝しげな視線を感じながら、私はどんどん本を見ていく。スターの言う通りだ。裏カジノで稼ごうなんて、普通なら思わないだろう。普通なら。

　だけど、私にはアドバンテージがある。そう、一度目の人生で読んだ膨大な書簡の中には、その日の賭け事の結果を知らせる報告書ももちろんあった。

　そして、今日の出目も記載されていたのだ。

　１度目の人生、死んだのは十七の春だった。今、私は十六歳だ。死を迎えるまでに書き記された王城の書簡は、全て読み込んでいる。

　私の人生が変わっているように、ほかの人の人生も、裏カジノの出目も、変わっている可能性はある。だけど、変わっていない可能性も、同じくらいあるのだ。私はそれに賭けることにした。裏カジノだしね。

　村の人たちとぶつからないように五階から見ていた私たちが四階を探索し終えた頃。ひとりの男性が息を切らせながら四階ホールへとやってきた。

「テインさん！　三階までの本は全部見終わった。言われたとおり、この文字が背表紙に書かれたやつだけ集めた」

　青年の手には〝魔女〟と記された紙がある。

　辺境では未だに識字率が低い地域があり、文字を読めない人も多くいる。そこで私は、紙切れに文字を記し、その文字を目印に本を探してもらったのだ。

　私は頷いて、階下へと降りた。一階に降りると、褒められるのを待つ子犬のような顔をした子供たちが複数人いた。
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「ありがとう。とても助かりました」

「本当に？　助かった？　僕たち偉い？」

　小さな男の子が目をきらきらとさせて尋ねてくる。褒められたい年頃なのだろう。私は笑みを浮かべて膝をつき、彼と視線を合わせた。

　無邪気な心の声が流れ込んでくる。

『やったぁ。これで今日は肉が食える！　母さんに褒められるかな!?　僕もこれで一人前だぞ。もうトーマスなんかに馬鹿にされない！　あいつ、ちょっと体が大きいからって馬鹿にしやがって！　でも僕の方が稼いだんだ。僕の方が凄いんだぞ』

「……ええ。本当に助かったわ。ありがとう」

「お金は!?」

　男の子がはしゃいで言う。

　大人が慌てて飛んでくるが、彼からも期待の籠った視線を送られる。ロブはまだ戻らないかしら。そう思って玄関扉に視線を向けた時、大柄な体躯が見えた。ロブだ。

「姫さん、待たせたなぁ！　例のブツ、用意できたぜ！」

　傍目から見ても気分がよさそうなロブの様子を見るに、どうやら賭けは上手くいったらしい。人知れずほ、と胸を撫で下ろした。

「ありがとう。それで？」

「全部大当たりだ。おかげでディーラーにイカサマを怪しまれる始末だ。すげえな姫さん。あんた何者だ？　大当たりビンゴだ。おかげで手持ちの五ルガーが五千ルガーに化けた。村人さんに配り歩いてもまだ余る大金だぜ」

「よかった。村の人たちには百五十ルガーずつ渡してあげて。それと、わたくしのことはアーリアでいいわ。スターもロブも妙な呼び名で呼ぶんだもの。ずっと気になっていたの」

「そりゃあ無理な話だ。あんたを名前呼びなんてした日にゃ、俺たちの飼い主が嫉妬の虫に食われちまう」

「そんなことないと思うけど……まあいいわ。残ったお金はあなたたちで分けてちょうだい。わたくしには不要だわ」

「ええ、そりゃ太っ腹だな。いやあんたは十分細いが。欲ってもんがないのかい」

「あるけど……不要なものを持っていても仕方ないわ。それに、わたくしが持っていても意味がないと思うの。あなたたちが管理して」

「まぁ……そういうことなら」

　ロブは頭をかきながら金貨の詰まった布袋を肩にかけて村人の方に向かった。私は、彼らが集めてくれたという本の元に向かった。

　スターがあんぐりとロブの布袋と私を見比べている。

「黒魔術でも使ったんで？」

「失礼ね。偶然よ」

　尤も、私のこれは、少し狡い手かもしれないけど。










七章 人智を超えた力 -




「なんか言いたげな顔してるね。なに？」

　報告書を読み込んでいたミカエルに聞かれ、レックスの眉がぴくりと動く。ミカエルは変わらず報告書を見る手を止めず、ただレックスの言葉を待った。

　レックスはミカエルの傍に控えながら、少し言葉に迷うような素振りを見せつつも、話した。

「ルカ様……いえ、ミカエル様は死ぬつもりですか？」

「単刀直入に言うね。どうしてそう思った？」

　ミカエルは大して驚いた様子も見せず、ページを手繰る。ミカエルの眉がひそめられる。新たに届いた報告書は、彼が考えるよりも状況は悪そうだ。レックスは、ミカエルの氷のような声に多少動揺しながら、控えめに言った。

「特に、理由はありませんが……。強いて言うなら、勘です」

「はは、勘か。いいねそれは。戦場において、それ以上に優る根拠はない。僕は好きだよ、そういう第六感ってやつ。なかなか侮れないしね」

「お答えいただけないのですか」

「うん？　なんて答えて欲しい？」

「やはり、あなたは……」

　レックスが声を揺らす。ミカエルはそんな彼の様子を見て、読み込んでいた書類を机の上に放り投げた。何枚もの紙がひらひらと机の上に舞う。

　そうして彼は、足を組みかえながら、頬杖をついた。

「安心しなよ、レックス。僕は死なないから」

「そう、ですか」

「きみは死んじゃうかもしれないけどね」

「…………」

「そこは死にませんって答えるところだろ。全く、なにを気落ちしてるんだ。お前らしくない。お前は馬鹿みたいに甘いヌガーでも食べてのほほんとしてればいいんだよ。全く、調子が狂う」

　未だに顔色の晴れないレックスを見て、ミカエルはため息をつく。そして、左手の小指に嵌めたシルバーリングに触れて、彼は続けた。

「死なないよ、僕は。約束したからね」

「約束……？」

　聞き返したレックスに、しかしミカエルは答えなかった。そのまま、話を締めくくる。

「ま、僕の心配をする暇があるのなら、お前は自分のことを考えた方がいい。僕は、お前が思うよりずっと非道で残酷だよ。勝利を手にするためなら多少の犠牲は厭わない。その犠牲の中には、お前も入るかもしれない。死にたくないなら自分のことを第一に考えろ。これは命令だよ、レックス」

「……御意」

　レックスが胸の前に手を置き、恭しくその命を受け止める。ミカエルはその様子を見ると、先程散らかした紙を集めた。そして、紐で絞りながらまた違う書類に手を伸ばす。

　羽根ペンをインク壺につけた彼は、開いたページに何事か書き込みながら言う。

「せめてあの女ひとが生きていたら……。いや、言っても仕方ないな」

　小さくこぼしたその声は、しかしあまりにも小さすぎてレックスの耳に入ることはなかった。
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　村人に集めてもらった本は全部で三冊。そのうちの二冊は違う本だった。一冊は〝鬼女フランソワの悪魔祓い〟というオカルトの本と、〝魔性の妃について〟という過去に存在した妃の考察論文のようだった。文字が似ているから誤ってしまったのだろう。

　それらを脇によせ、残る一冊を見る。

　これを読めばなにかわかるだろうか。息を飲んで、本に触れた。

　しかし、あんなにたくさんの本からこの一冊を見つけたとは、本当にすごい。村人は何十人といたとはいえ、それにしたって大変だったはずだ。

　彼らに感謝しながら、ページをめくった。

　本は、現代語で書かれてはいなかった。これは古代語だ。私もそこまで造詣が深いわけではないが、一度目の人生で暇を持て余して趣味の範囲で調べたことがある。

　とはいえ、一度目の人生の記憶は、間に三回の人生を挟んでいるのもあって、かなり古びた記憶だ。暗記なら得意だが、文法となると、怪しいところがある。思い出すにも苦労して、短い文章を読むにしたって、結構な時間を要した。

　だけど収穫はあった。

　魔女という存在は古に存在した。大半の文章に魔女の成り立ち、神話のようなものが記載されていた。

　神々に作られた人形は、神からの愛情を注がれ、やがて魂を持った。それが魔女の始まりだ。

　神は意志を持った人形にギフトとして、全知全能の力を授けた。魔女はやがて、個としての意志を持ち、青年と恋に落ちる。

　だけど神々は魔女が人間と恋をするのを許さなかった。その罰として、魔女は力を失う。

　しかしそれでも魔女は青年を深く愛したため、神々は彼らの愛に感動し、祝福の雨を降らした。

　祝福を受けた青年と魔女は神々に認められたことに喜び、春を生み出した。恵みの雨と春が生まれたことから、緑が群生した。ちなみにそれが、シュテン王国の中央に位置する深い森と言われている――。

　青年はやがて王国を作り、シュテン王国と名付けた。それが、この国の始まりだ。

　突拍子もない話ではあるが、神話なんてものはそんなものだろう。なんとか解読しながら読み進めていると、最後の方に魔女の儀式、というページを見つけた。それは一ページしかなく、次のページには魔女の家系図が載せられている。神々の名前も記されていて、つまりこれは神話の続きと言える。

　私は儀式のページに目を落とした。

「イケ……イエ……いけ、にえ……生贄？　生贄を捧げた時……。これはなんて読むのかしら……。確か反転技法だから鏡文字になってるはずで、だとしたら反対から読むのが正しいから……」

　苦労しながら解読した文章は、とんでもないものだった。

　――月満ちる夜、月入出る時間を〇と換算し、一となった際、契約は履行され、[image: ]に座する人間の魂を代償に契約主の糧とする。

　なに言ってるのか全くわからない。ところどころわからない単語を現代語訳するとおおよそこのような文章になるはずだけど、それにしたって暗号かと思うほどにわけがわからない。とはいえ、これは重要なヒントになるはずだ。

　なにか手がかりはない？　手がかりは……。

　そう思った時、ふと、下部の挿絵が目に入った。魔法陣のようなものの上に座った人間と思わしき某人形が四セット、それぞれ四隅に描かれている。その真ん中には、杖を持つ女性のような存在が。

　――これが魔女……？

　魔女、と思わしき女性は笑っている。ほかの人間の目は×印となっていることから、気絶しているか、死んでいるのだろう。これがなにかの儀式ということはわかる。だけどなんの儀式？

　契約主の糧……つまりは力となる？　[image: ]に座する人間、というのは四隅にそれぞれ座っている人間のことだろうか。目が×印のことから、彼らが生贄と考えていいだろう。

　その時ふと、電撃にも似た違和感――疑問を抱いた。

「そういえば……どうしてイステルは王城にいるのかしら？」

　イステルが王城を占拠しているのは、ほぼ間違いないだろう。だけど、それはなぜ？　王城でないといけない理由があった……？

　しばらく固まっていたが、ふと私はひらめきを覚えた。直観的な思考は言葉で説明するには難しく、私は勢いよく椅子から立ち上がると、壁に貼られたシュテン王国の地図へと向かった。

　まさか、と思い慌ただしく目的のものを探す。同じ机で暇そうになにかしらの本を読んでいたスターが驚いたようにこちらを見て、少し離れた場所で素振りしていたロブが訝しげに私を見た。

　大判の地図は細かい地名も記されている。そんな中、私は急ぎ視線を走らせた。そして、見つけた。王都の真ん中に建つ、王城を。

「真ん中……そうよ。王城は国の真ん中にあるんだわ……」

　震える声で言う。

　それは先程の挿絵の、魔女がいた場所と限りなく似ている――。あと探すのは、四隅の人間、つまり、生贄の置かれた場所だ。

　私は振り返って、半ば叫ぶようにしながらロブとスターに尋ねた。

「ねぇ！　最近、どこかの塔が王都の兵に差し押さえられた……なんて話を聞いたことがない!?」

〝月満ちる夜、月入出る時間を〇と換算し、一となった際、契約は履行され〟

　恐らく、月満ちる――つまり満月が出てから日が変わった瞬間、〇時を指し示しているのではないか。

　月入出る、即ち満月が視認できるようになるのは十八時前後の夕方が多い。

　夕方を〇日目と換算し、日を跨いだ翌日を一日目と考えるのであれば、一日目になった瞬間の時刻は、０時０分。それが、契約履行の瞬間になる。

　私はお母様の遺言を思い出していた。

〝悪しきものは、裏切りの罰に灰となる〟

　私は、勘違いしていた。悪しきものは魔女なのではないかと考えていたけど、違った。お母様の言う悪しきものとは――。
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「東の塔と西の塔、南の塔、北の塔に向かう!?　馬鹿いっちゃぁいけませんよお姫様。東西南北横断なんて、情報屋でもしやせんって！」

　ロブの止める声を聞きながら、私は壁にかけられていた地図を机の上へと移動させていた。それを机の上に広げながら、ロブとスターから聞いた情報を元に、羽根ペンで丸を付けていく。

　ちなみに地図は買い取れないか受付の司書の方に確認済みだ。特に大切なものでもないので、好きにしていいとの事だった。貴重な蔵書を管理する旧大神殿の受付としては物品管理が不安なところではあるが、今はありがたく地図を貰い受けることにした。

　きゅ、きゅ、とそれぞれの塔に印をつけていく。

「でも、王国軍が占拠していたのでしょう？　きっとそこに、イステ……城の籠城を崩す手段があるはずよ」

「でも塔にはなにもありませんでしたよぉ？」

　聞くのはスターだ。

　私は印をつけた塔をそれぞれ直線で繋いでいく。

「本当に全部調べたの？　ミカエルが調べたのは武器や火薬のみではなくって？」

「まぁ、そうですけど」

「それじゃいけないのよ。イステ……敵もきっとそれを承知の上で兵を置いたんだわ。とにかく、そこに行って見ないといけない」

　ロブとスターは情報通なのか――それともミカエルが頼りにしている部下だからか、かなりの物知りだった。

　先程の私のあやふやな質問に対し、すぐに返答がきたのだ。

　間髪入れずに答えたのはスターだった。

『そういえば最近、東西南北の塔を王国軍が封鎖していると聞きましたねえ』

　詳しく聞くと、どうやらミカエルは王国軍が守る塔の存在を知ると、いち早く内部を探らせたらしい。だけど塔からは特に武器や火薬庫などといった危険物は見つからなかったと言う。

　その際に見張りは全てミカエルの手の者へとすり替えたのだというのだから、驚いた。今、東西南北の塔はそれぞれ表上王国軍が封鎖していることになっているが、その大半がミカエルの手の者だという。

　魔女の儀式と、東西南北の塔。

　この関連性にもう少し早く気づけていたら、そう思う気持ちもあるが、しかしどちらにせよ旧大神殿に来なければ魔女の儀式についてはわからなかった。

　イステルは多分、これを隠したかったのだろう。

　だから、一回目の人生でこの本が蔵書室になかった。私は、自分の暗記力についてはかなり自信がある。なにせ、一度覚えたものは忘れない、この特技があるために王太子妃教育もこなすことができたのだ。

　次の満月は来週末。日数にして約六日。

　本日は十一月十六日。つまり満月は二十二日ということになる。私は東西南北の塔をそれぞれ脳裏に描き出してから、唇をかんだ。

　東西南北の塔にそれぞれ向かうとなると、どんなに急いでも満月の日に間に合わない……！

　私は塔をそれぞれ直線で引くと、自分の考えが正しかったことを知った。

「見て。東西南北の塔をそれぞれ直線で繋げると……線の繋がる先に、王城があるの」

「え？　うわっ、本当だ。なんのために？」

　スターが驚いた声を出す。

　東西南北の塔をそれぞれ起点として、線を全て繋げると、交わる真ん中の場所に、王城がある。先程の本にあった儀式の挿絵と同じだ。

　儀式を成功させるためには、四隅に魔法陣を用意し、その真ん中に魔女がいなければならない。状況は整っている。

　私は地図に視線を落としながら話す。

「読んだ本ではそれぞれの塔に神の遣いが降りて、建国を祝ったそうよ。魔女と初代国王の統治が末永く続くよう、その四つを守ることで祝福の意を示したらしいの。だから、直線を繋げた先に王城がある。これは意図して作られた塔ね」

「あー……だけどそりゃ、神話の話だろう？　それとこれのなんの関係が……」

　ロブが困惑したように話す。凛々しい眉が垂れ下がっていた。だいぶ混乱しているようだ。

　それはそうだろう。彼らからしてみればなにがなんだか、というところだろう。だけどイステルの話をするには私の能力の話をしなければならないし、更にはネックレスの話、お母様の話まで遡らなければならない。全部説明するには圧倒的に時間不足だ。

　私は全てあと回しにすることにした。今は時間が惜しい。

「説明は……あとでするわ。だから今は、わたくしに力を貸してほしい。お願い。ロブ、スター。あなたたちの力をわたくしに貸して」

　ロブとスターは顔を見合わせる。とはいえ、スターは前髪が長いため、しっかりと視線が交わっているかはわからないが。

　ロブがため息を吐く。スターが肩を竦めて、気取った様子で両手を広げて見せた。おどけたように、スターが言う。

「ま、俺らは姐さんについていくよう命じられただけなんで。ご命令とあれば従いやすぜ」

「見た目からは想像できないほどに無茶ぁするなぁお姫さん。しゃーねぇ。爆速で進みゃぁなんとかなるだろ。しかし、行きよりも揺れるぜ？　大丈夫か？」

　ロブが心配してそう言う。ロブは、スターと違い前髪で目を隠すようなことはしていないが、身長差がありすぎて、視線を合わせるのが難しい。それでも視線が交わると、彼の心の声が流れ込んでくる。

『流石ルカ様の見込んだ女だなぁ。頑固っつーか、こうと決めたらてこでも動かねぇ。ルカ様と似てらァ』

　似てるかしら……。

　だいぶ彼らをこき使っている自覚はある。全てが無事終わったら、彼らには改めてお礼をしなければならない。私は頭を下げた。

「ありがとう。わたくしの護衛についたのがあなたたちでよかった」
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　まず一番近い塔は、北部にある塔だということで、私たちは電光石火の勢いでそちらに向かった。途中何度も馬を変えては、最大限馬を飛ばした。

　猛スピードで走らせることとなった馬はすぐにバテてしまう。その度に馬を交換し、馬借駄賃に色を乗せて貸し業者に金を払った。充分な休息を得られるよう併せて話もつける。

　そうして、十一月十六日。

　通常以上に早くついた北の塔。それでも一日は経過してしまっていた。

　酔いと揺れで自分が揺れているのか世界が揺れているのか定かではない私を抱えてロブが塔に入ってくれる。それは大変助かった。

　覚悟していたとはいえ、行き以上に揺れて、脳震盪を起こすかと思ったわ……。

　吐き気と格闘している私と、ロブとスターが塔に入ると、スターが言った通り、ミカエルの手のものはすぐにロブとスターを見て鍵を開けてくれた。塔はひたすら長い階段が螺旋状に続いていて、自分の足で登っていたらきっと私は足腰立たなくなっていただろう。

「確か部屋はもぬけの殻で、まじでなにもなかったんですよねぇ」

「なんのために兵を置いたのか、ルカ様もその真意は測りかねていたようです」

「そうそう。確かこの先が――」

　ロブとスターは急階段を登っているとは思えない軽快な声で会話をしている。彼らは体力お化けなのかもしれない……。私の体力、体幹がすこぶる劣るのは理解しているが、それにしたって彼らの体力は底なしだ。そこで、私はミカエルの言葉を思い出した。

『どちらも実用性に優れた火力の高い戦士だよ。もし軍隊が襲ってきてもきみを逃がすくらいわけない』

　あれは、ただ敏捷性、反射神経、腕力や膂りょ力りょくだけを言っているわけではなく、体力や精神力も加味した上での言葉だったのかもしれない。確かに彼らは、敵に回したくない戦士だ。特に、バディを長く組んでいるという彼らは息がピッタリで、特別会話をしなくても大抵の事はアイコンタクトで意思疎通を測ってみせる。底力は計り知れない。そんなことを考えているうちに、塔の最上部に辿り着いた。重たい鉄の扉が目の前にあり、スターが下で貰い受けた鍵を差し込み、扉を開けた。

　そして、私たちは息を飲んだ。

　塔の最上部。部屋の中は、なにかの儀式のような異様な雰囲気に包まれていたからだ。

　部屋のカーテンは開け放たれている。天窓設計なのか、天井からは太陽光が差し込んでいる。

　そして、床には――。

「え？　うえっ、えええ？　なんだこれ？　前に来た時はこんなんじゃなかったよな？」

　焦ったようにスターが言う。ロブもまた、部屋の中を見て息を飲んでいるようだ。彼らが困惑するぐらい、部屋は異様だった。私はロブの肩を叩く。彼の肩は筋肉で盛り上がっていて、軽く叩いただけでもとても硬かった。

「降ろしてくださる？」

「……あぁ。だけど姫さん、これは……」

「わたくしがどうにかしたいのは、これなの。予想通り、とはいかないけれど、概ね想定内だわ」

　部屋は、がらんどうだった。

　カーペットはおろか、家具ひとつない。それも異質だ。

　だけどそれ以上に、床一面に描かれている魔法陣に目がいく。それは黒のインクで描かれているのか、ところどころ掠れているようだ。魔法陣は、私の手のひらサイズほどの太さがある。かなり太い毛筆で描かれていたのだろう。

　そして、魔法陣――描かれた五芒星のそれぞれの頂点の先に、ロウソクが置かれていた。蝋燭は変えられたばかりなのか、まだ蝋は長く残っている。手燭台には溶けた蝋が伝っていた。

　部屋にはお香のようなものが炊き込められていて、ずっと嗅いでいると頭が痛くなってくる。

　私はまず部屋の扉を大きく開け放った。すぐに中の空気が外へと逃げていく。

　五芒星の真ん中には、形代代わりなのか、人型にくり抜かれた白い紙が置かれている。私はそれを手に取ると蝋燭にかざした。すぐに紙は燃えて灰になる。

「……以前確認した時はこんなんじゃなかった。もっとこう……普通の部屋だったんだ。カーペットも敷かれていたし、あちこちにタペストリーと絵画があった」

「俺も見たぜ兄弟。ほかの塔も似たようなもんで、武器庫はおろか隠し扉ひとつねぇってんで、作業は打ち止めになったんだ」

　ロブとスターが信じられないものを見るように室内を見渡している。私もまた、妙な威圧感と雰囲気に包まれた部屋を見る。

「タペストリーと絵画は……恐らくカモフラージュだったんでしょうね。少なくともなにもない部屋、という意識を植えつけることができれば、ここに注意が向くこともない。それも計算のうちだったんだわ……」

　ロブは初めて火を見た原始人のように、警戒しながら蝋燭に近づいた。そろりそろりとした歩き方はさながら猫のようだ。

「しかし、この蝋燭はなんのために？　そもそも誰がこんな？」

「ここにはミカエルの手の者が多くいるようだけど、総入れ替えしたわけではないでしょう？　少なくとも王国軍の人間はいるわけで、その中で、模様替えを命じられていた人間がいたのなら……」

　私はじっと蝋燭を見た。そして、すぐに思考を切り替える。やるべきことは見つかった。まずはこの部屋をどうにかすることが最優先だ。

　ほかにも塔はあと三つある。ここで時間をとるわけにはいかない。私は顔を上げて、天窓を見る。そうしてから床に描かれた五芒星を見た。

　――もし、満月が南中したら、この天窓いっぱいに満月が映ることでしょうね。

　そうしたらこの五芒星に満月が重なって――その時、私は思わず息を飲んだ。とてつもない既視感を覚えたからだ。〝魔女の契約〟で読んだ[image: ]という記号。あれは、満月が南中し、魔法陣、床に画いた五芒星に重なることを示唆していたのだとしたら？　天窓に映った満月が五芒星に重なれば、確かにそれは[image: ]のようになる。

　私はロブとスターに言った。

「まずは……この天窓にはカーテンが必要だわ。それで、満月の日まで――いいえ、わたくしがいいと言うまで、絶対に開けてはだめ。床に描かれたインクは油性だと思うの。油性であればシンナーで落ちるはずだわ。シンナーは酒場に必ずあるでしょうから、そこから調達して。そして、満月の日まで、この部屋に立ち入る時は必ずふたり体制で、そしてこの部屋の中で行うことは空気の入れ替えをすることと、部屋に変わりがないかを確認する二点だけ。これをミカエルの部下の方に周知してくださるかしら」

　私は窓のそばに寄って、香でやられた頭に正常な空気を送り込んだ。この部屋はあまりにもきついお香が焚きしめられていて、長くいると頭痛がしてきそうだわ。

　私の言葉に、ロブが困ったように眉を下げた。

「だけどなぁ、姫さん。あんたにもなにか考えあってのことだろうが……あくまで俺らはルカ様の兵なんだ。あんたの独断で動くことは……」

「責任は……わたくしが全部とるわ。だから、お願い。このままじゃミカエルは死んでしまうかもしれないの。いいえ、ミカエルだけじゃないわ。レックスも、ロブも、スターも。このままでは王国中の人間が死ぬ。わたくしはそれを阻止したいの」

「ルカ様が死ぬ？　俺らが死ぬのは……まぁ、そういう職を生業にしてんだ。いつおっ死んでもおかしくないだろうな。だけどあの方が死ぬなんて、恐れ多いこと言うな」

「お願い。わたくしに力を貸して。わたくしを信じて欲しいの。きっと、あなたたちに迷惑はかけない」

「うーん……」

　ロブは頭をかいた。無理を言っているのは重々承知だ。彼らが従うのはミカエルであり、私ではない。だけど、私が頼れるのは彼らしかいない。加えて、今は時間があまりにも惜しい。このままでは儀式が完成してしまう。私は、意を決して口を開いた。もうこの際、全て説明してしまった方が早い。超常現象だなんて、簡単には信じられないだろう。だけど、信じてもらうほかない。なにより、それが全てなのだから。

　私はロブとスターをそれぞれ見た。スターも考え込んでいるようだ。

「……ふたりは、王城の様子をどれくらいご存知？」

「え？　ああ……城が大変なことになってるのは知ってる」

　ロブが言いにくそうに頬をかきながら言う。私は彼の目をしっかりと見た。視線が交わる。

『ルカ様には姫さんの安全第一って言われたしな……あんまあちこちふらふらさせんのはよくねぇよな……。というか、あの方はこのひとにどこまで話してるんだ？　どこまで話していいかもわっかんねぇしなぁ。こういう考えることはあいつに任せ切りだし』

　あいつとはスターのことだろうか。

　私は言葉を選びながら話の糸口を探す。

　彼らは裏社会の人間だ。情に訴えかける作戦は意味がないだろう。

　彼らに一番有効的なのは打算的な会話であり、利害の一致だ。しかし彼らはミカエルに忠誠を――忠誠とはまた違うのかもしれないが、少なくとも彼らの主はミカエルで、それ以外に命じられても動くことはない。となると、利害の一致での助力を求めるのは難しい。どう彼らを納得させるか、それが肝だ。

「……トバルト殿下が、国王陛下を討ったのは知ってらっしゃる？」

「まあ……」

　ロブが言い淀む。

　私は、続けて言った。

「イステルのことは？　王城が篭城状態で、連絡手段も潰えていることは？」

「…………」

『いやー、知ってるって言っていいのか？　ってか、姫さんの話の着地点はどこだ？』

　私は、意を決してロブに言った。

「わたくしの話の着地点は、あなたがたの協力を仰ぐこと」

　心の声に答えるように言うと、ロブがあんぐりと目を見開いた。彼は表情がわかりやすい。参謀タイプではないのだろう。ロブも思っていたことだが、彼に腹芸は向いていない。

　恐らく彼らはそれぞれに役を担っているのだろう。バディを組むようになった経緯も、それらが関係しているのかもしれない。計画を練ったり、考える、主に脳の部分をスターが担い、実行、即戦力としてメイン火力を担うのがロブ。

　ロブは考えるのが苦手で、スターは小柄ゆえに不足する部分があるのだろう。互いに足りない部分を補い合っているのだと思う。なるほど、これこそがバディの完成形。

　私はロブを見て、それからスターを見た。

「混乱させてしまうかもしれないけど、わたくしの話をするわ。どうか、聞いてくださる？　きっとすぐには信じられないだろうし、この話をしたところで荒唐無稽と笑い飛ばされるのがオチかもしれない。でもわたくし、あなたたちを信頼しているわ」

　前置きをして、反応を見る。

　スターは変わらずなにか考え込んでいるようだ。せめて、彼の考えていることがわかれば。今更ながら、目を合わせなければ心の声を読み取れない、という限定的な条件に歯がゆさを感じた。

　私は、それからイステルのこと、ネックレスのこと、そして魔女のことを彼らに話した。

　ロブは聞き手としてこれ以上ないほどに表情豊かに相槌を打ってくれた。彼は本当にわかりやすい。対して、スターは最初から知っているかのごとく動かない。なにを考えているのか全く読めないのだ。

「――以上で、わたくしの話は終わりよ。どう？　信じてくれるかしら」

「いや……ちょいと、スケールがデカすぎて頭が追いつかねえよ。魔女？　まじで？　あんたが？」

「わたくしは、お母様こそが魔女だったと推測しているわ。わたくしはお母様からあまりその力を受け継がなかったけど、イステルは違う。色濃く能力を受け取ったのでしょうね。髪色も、イステルはお母様と同じ金髪だわ」

「それで、えーと、あー。悪いんだが儀式んところがよくわからんかった。俺は頭ァ使うこと苦手なんだ。スターはどうだよ？」

　そこでようやくロブがスターに水を向けた。

　私は、イステルとネックレス、魔女の話はしたが、死に戻りの話はしなかった。話したところでより信ぴょう性の薄い現実離れした話だし、この件とは関係ないから、余計混乱を招きかねないからだ。スターはそこでようやく、顎から手を離した。

「しし！　いや、なんとなぁくわけあり感は、感じてたし、色々と気になってたところではあったんだよねぇ。おっけー、そういうわけなら急ごうぜ兄弟。話、聞いてたろ。満月までになんとかせにゃ、俺たちもまとめてお陀仏だぜ」

「はあ？　おい、信じるのか？」

　ロブが困惑した声を出す。私もロブと同じ思いだった。簡単に信じるにはあまりに突拍子のない話だ。今の時代、魔女なんて存在を本気で信じている方がどうかしている。ロブと私の困惑を他所に、スターが肩を竦めた。

「ししっ！　信じるもなにも、俺ぁもともと姐さんに反対するつもりはなかったしなぁ。ルカ様に聞いても姐さんの言う通りにしろって言うだろうし。ま、そういうわけだ。あえて話を聞き出したのは純粋に気になったからだ。現に俺ぁ、反対なんて言わなかったろ？」

「……確かに。あなたはもともとわたくしに協力してくれるつもりだったのね？」

「そういうこと。んじゃ、急ぐぞー。ここにいる奴らにゃ、あんたの命令通りに伝達しとくから。あとは――とにかく時間がねえな。二手にわかれっか？」

　スターの言葉に、ロブが未だに納得のいってなさそうな顔で言う。

「つっても、本当なのか？　俺ァまだ信じらんねぇよ」

「お前は脳みそまで筋肉でできてるような筋肉ダルマだからなぁ。いっちょ、姐さんの力使ってこいつの考えてること全部当ててやったらどうよ？　俺は勘弁願いてぇけどなぁ。姐さんに見せれるような思考回路してねぇし。ししっ」

「ええと……ロブがいいなら。でも、それで納得できるかしら？」

「できる。やってみてくれ」

　ロブの言葉で、私は再度力を使って、ロブの考えていることを当てた。ロブは考えていることが顔に出やすいので、心を読まずともなんとなくわかったが、それでもぴたりと心の声を当てられるのは彼に驚きをもたらしたようだ。みるみる彼の目が少年のように輝き始めた。

「すっげぇえええ！　天才か!?」

「いや、だからそういう力って言ってんだろ」

　スターが呆れたように話す。私も頷くと、ロブは興奮気味にすごい！　人智を超えた力ってぇやつだ！とまくし立てた。

　どうやら、信じて貰えたようだ。










八章 それぞれの目的 -




　ロブとスターに協力してもらって、私たちは二手に分かれた。ロブと私はこのまま西に向かい、その後南へと向かう。スターは単独で東に向かい、東の塔を処理したあとに南に向かい、そこで合流する。

　スターひとりで問題ないか心配だったけど、彼は変わらず余裕そうな笑みを見せた。

「しし、俺ァこいつとバディ組むまではひとりで暗殺屋名乗ってたんですぜい？　そこいらのやつらに殺されたりしやせんって！」

「確かに。こいつは生き延びることだけに重点を置いた場合、俺より優れてるからな」

　ロブが頷いた。そう言えば、スターは薬学や毒にも精通しているようだし、その広い袖口にも色々と仕込んでいるのを知っている。彼の戦いぶりを実際に見たことがある私は、彼はとことん頭脳派なのだなと知る。

　それに、ここで二手に分かれるのはかなり合理的であり、それ以外の手段を選ぶことはできない状況だ。シュテン王国は地図上で見るとひょうたん型のような形をしている。そのため、北と西塔間の距離は近く、二千キロほどで向かうことができる。

　しかし、そこから東部、南部の塔へ向かうには距離があり、遠い。地図を確認して計算したところ、北部の塔から東部の塔へ向かうには約四千キロほどを要するだろう。馬に無理を利かせれば三日で抜けられるかどうか、というところだ。さらに東の塔から南の塔に向かうにはまた二千キロほど。合計五日はかかる見通しだ。満月まであと六日。二手に分かれなければ到底それぞれの塔をまわるなどできない。

「そんじゃあ、五日後の日暮れ。南の塔で落ち合いやしょう！」

　スターは私が記した地図を見ながらそう言った。

　そして、身軽に馬に乗り上げると、そのまま振り返りもせずに走っていく。私たちも早く向かわなければならない。私はロブを見た。私は馬に乗れないから、ロブに乗せてもらう必要がある。だけど、ロブは身長二メートルをゆうに超える大男だ。そこに加え私まで乗ったら、馬の疲労は半端ないんじゃないかしら……。

　思わずこの先のことを心配していたら、ロブがニカッと人好きのする笑みを浮かべた。そして、ドン、と胸を叩く。彼の力強い拳が胸筋にぶつかり、勇ましい音がした。

「安心しなぁ！　姫さん。必ず間に合わせてみせますよ！」

「……ありがとう。よろしく頼むわね」

　心配したのはそこではないのだが、彼が励ましてくれているようだったので、私も頷いておいた。

　そうして、私とロブはそのまま西へと移動し、儀式の部屋を確認した。そこは北の塔とさほど変わらない様子で、怪しげな五芒星が床に描かれ、開けた天窓、香がきつく焚き込められていた。それらを私たちは処理すると、またすぐに馬に乗り、南へと向かう。ロブとの馬旅は、想像した通りすぐに馬がバテてしまった。当然だ。そのため、スターと馬に乗っていた時よりもずっと早い間隔で馬を乗り継ぎに乗り継ぎ、そして五日後――。




　十一月二十一日の朝。満月まであと一日――。

　私とロブは、南の塔に辿り着いた。

　やはりというべきか、南の塔も同様に儀式のための部屋が設えられていた。北と西の塔同様にそれぞれ処理した私たちは、夕方を待ち、スターを待つことにする。

　しかし、スターは日が暮れても南の塔に現れることはなかった。

　完全に夜になり、南の塔の近くに宿をとった私たちは、それぞれ屋台で買った夕飯を食べることにした。黙りこくる私に、ロブは忙しなく視線を動かしている。もっしゃもっしゃと塊肉を頬張りながらも、私を気にする素振りを見せる彼はなかなか忙しいが、私は内心それどころではなかった。

　スターが約束の日時に現れなかった。

　それはどうして？　考えられるのは敵襲だが、しかしイステルの狙いは私のはずだ。スターではない。だとすると、完全に第三者、例えば物盗りや山賊などに出会ってしまった可能性が考えられる。だけどスターは自身でも言っていたように、かなり強い。簡単に負けるとは思えない。

　それに、スターの心配に加えて、契約の日時までもう時間がないことも私を焦らせる理由の一端だった。

　満月はもう明日だ。明日の朝、スターと合流できなかったら？

　今から東の塔に向かうにしても、眠りもせずに馬を走らせて一日かかるかどうか、というところだ。今からでも東の塔に向かうべきか。

　だけど、もしスターがこちらに向かっていたら入れ違いになる可能性があるし、一日眠りもせずに走るのは現実的に考えて無理だ。無理を押してでも東の塔に向かうべきか、だけど今行って間に合う？　彼を待つべきか、今すぐに動くべきか。どちらが正しいのか。

　私は長いこと考え込んでいた。

　私も何か食べなければと思い、買った白パンだが、食欲が全く湧かない。

　それよりも、こんなことをしている時間が無駄なのではないかという焦りが胸をせめぎあって、それどころではない。完全に手が止まった私に対して、ロブは続けて紙袋からスペアリブを取り出し、肉にかぶりついた。

　彼らしからぬ苦悩した表情に、気を遣わせているのがわかる。

　きっと、スターを一番気にしているのは彼だろう。それに気がついて、私は完全に食べる気の失せた白パンを紙袋に戻し、彼に話しかけた。

「……スターは、きっと大丈夫よ」

「えっ。スターのことを考えてたんですかい？」

「えっ？」

「えっ。凄まじく難しーい顔してるから、てっきり魔女の契約とかのこと考えてるのかと思いました」

　ロブはスペアリブに噛みつきながらも目を丸くして聞いてくる。

　私は彼の、スターを全く心配していない様子に戸惑いながら、彼を見た。

　うっかり目が合ってしまい、彼の心の声が流れ込んでくる。

『このスペアリブ、味付け濃いな。酒屋で作ってんのか？』

　私を気遣っているわけではなく、本心からスターのことは考えていなかったようだ。今度は私が目をぱちぱちさせる番だった。

「スターのこと、心配じゃないの？」

「え？　あー、それなら全く！　あいにく、バディ組んでた時にこういうこたぁ山ほどあったんですよ。んでもって、慣れちまったっていうか――いや違うな。信頼してんですよ。あいつは、こんなところで死ぬタマじゃねぇって。死にかけの重症傷を負ったとしてもやつァ、根性だけでこの地まで這ってきやすぜ。ちょっとばかし遅れてますが、何としてでも期限には間に合わせる。そういう男です」
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「……そう。信頼してるのね」

「長い付き合いですからぁ」

　ロブは、スペアリブを食べ終えると、骨をゴミ袋に捨てた。

　そして、今度は牛串を食べ始める。見ていて気持ちいいほどの食べっぷりである。彼を見ていたら、なんだか私もお腹が減ってきた。先程しまった白パンを取り出して、一口齧った。先程までは全くわからなかった味が、今はよくわかる。それだけ私は混乱していたのだろう。

「明日、どうしやす？」

「え？」

「スターと合流したら、そのあとはツロリア伯の別邸に戻りましょうか？」

「――」

　ロブは、疑っていない。必ず、スターが南の塔に来るということを。

　信じて疑わない彼の様子を見ていたら、私もまた、同様の気持ちになってきた。

　――スターを信じよう。

　私は、白パンを齧ってから、屋台で買った葡萄ジュースで飲み込んだ。ロブがニカッと笑う。

「いい食べっぷりですねぇ！　さっきは子リスか？　と思うほど食わねぇんで、寝てる間にでも口に突っ込もうかと思ってたんですよ」

「そ、そう……」

　流石に寝ている間にパンを突っ込まれるのは嫌だわ……。ロブとは防犯面も考えてツインの部屋を取っている。ロブとスターと旅をしている時は野宿がほとんどで、時々宿屋の部屋を借りては入浴だけしてまたすぐに馬を走らせる、という状況だったから、ベッドで眠るのは久しぶりだ。

　貴族令嬢としては男性と、しかも婚約者以外と一部屋で一夜を明かすなんてとんでもない、言語道断にも程がある話だが、今は状況が状況だ。こんな時まで淑女の教えを守って私が殺されるようなことが起きれば目も当てられない。

　それでまた死に戻るとはいえ、絶対にそんな戻り方はしたくないと切に思う。

　淑女の教えを守った結果、死んでしまうなんて絶対に嫌よ。私はネックレスを強く握った。

　――お母様。どうか、見守っていて。

　私はネックレスを握ってから、ロブを見返した。ロブは何本目かになる牛串を頬張っていた。本当によく食べる。

「スターと合流したら、まずミカエルと連絡が取りたいわ。魔女の契約について、彼に伝えたいの」

「あー……そうですねぇ。そしたら、別邸に戻って連絡係走らせるのがいいですかねぇ。多分ルカ様は王都にいらっしゃるでしょうし」

「……そうなの？」

　ロブはちらっと私を見てから、言ってしまった、というような顔をした。だけどすぐに、ま、いいか、という顔になる。本当にわかりやすいひとだわ……。

「ミカエル様は情報収集のために定期的に王都に行って、報告を聞いてるんですよ。んでもって、なんかしてらっしゃる。俺みたいな馬鹿にゃわかりませんが、忙しそうなのはわかります」

「そう……」

「でも今はなにされてるんだろうなぁ。連絡係とも全く会わねぇし、状況掴めねぇな」

　ロブがぼやいた。私も、ミカエルのことを思い出す。別れてからまだ数日しか経っていないのに、随分会ってないかのように感じる。彼の声が酷く懐かしく感じた。

　――会いたい。

　会って、話がしたい。彼と話すのは、酷く落ち着くからだ。私はミカエルと再会してからのことを思い出した。最初は突然のことで驚いた。天使のようだったミカエルが、目の冷めるような美青年に成長していたのも驚いたが、それ以上に彼が生きていた、というのは青天の霹靂に近しかった。最初は偽物を疑ったけど、心の声を聞いて、偽りがないことを知った。成長したミカエルは、昔の面影があまり見られなかった。驚いたり、不意に笑った顔なんかは少し、昔のようなあどけなさを見せることはあるがそれでも十六歳の彼はだいぶ大人びているように見えた。

　切れ長の瞳はどこか冷たげに見えるのに、笑うとすごく優しくて……。

「…………っ」

「姫さん？　どうされやした？」

「……その、姫さん、っていうの……やめてくれないかしら。お姫様なんていう柄じゃないもの」

　苦し紛れに言葉を返すと、ロブは屋台で買ったエールをごっごっごっと飲み干してから、また新たな紙袋を開けた。彼が買った紙袋は全てで五つ。そのうちの三つは既に彼の胃の中だ。

　彼の胃はどこまで収納可能なのだろうか。少し気になる。

「それは無理な話ですってぇ。姫さんは姫さんですし」

「…………」

「それより、なんか顔赤くないですかい？」

　気づかれてしまった。私は思わず手で顔を覆いたくなってしまった。元より本気で姫呼びをやめてほしいと言ったわけではない。いや、できることなら名前で呼んで欲しいが、それは前に聞いて断られたのだから、言っても仕方ない。

　では、なぜあえてそれを口にしたか。それは顔が赤くなっていることに気づかれたくないがために口にした言葉に過ぎないからだ。その話題で気を逸らしてくれるかと思ったが、そんなことはなかった。

　私はうっかり、ミカエルのことを考えて思い出してしまったのだ。別邸を出る時に言われた言葉。

『その時は、告白の返事を聞かせてね』

　その彼の声と、姿を思い出してびっくりするほど頬が熱を持った。苦し紛れに話を逸らしたが、結局ロブには気づかれてしまった。私はわざとらしく頬を手で仰ぎながら言う。

「さ、さぁ。そうかしら？　この部屋、暑くない？」

「いや、むしろ寒いくらいですけど」

「そ、そう？」

　明らかに様子がおかしく、取り繕えない自分に情けなくなったが、しかしロブは特別気にする素振りを見せなかった。あまり興味がないのか、それとも私の大根演技に気がつかなかったのか。どちらにせよ、彼の周りをあまり気にしない性格に大いに感謝した。

　そして、私たちは話もそこそこに、夕飯を終えるとそれぞれベッドに入った。




　次の日。十一月二十二日。計算上、本日が満月だ。刻限は迫ってきている。

　本当に今日、スターは来るだろうか……。

　信じると決めたものの、胸が逸って落ち着かない。

　朝日が昇ると同時に宿を出た私たちは、そのまま南の塔へと向かった。

　朝日が眩しい。朝から夕飯と変わらぬ量を食べたロブに比べ、私は朝はあまり食べられない質だ。加えて、ロブを見ているだけでお腹がいっぱいになってしまった。

　ロブは満腹になり満足そうだ。そんな彼と南の塔に向かうと、しかしそこには先客がいた。

「お、やぁっときた。さてはロブ、お前朝飯たらふく食ったろ！　だから遅ぇんだよ！」

「スター!!」

　思わず、悲鳴のような声がこぼれてしまった。

「遅いのはおめぇだろ!!　どこで道草食ってやがった!?　ああ!?　羊さんかてめぇは！」

　南の塔の前、佇んでいた小柄な青年はスターだった。彼は外塀に背を預けながら私たちを待っていたようだ。

　私は思わず口を手で押さえた。ロブの言う通り、彼を信じてはいたが、それでもやはり不安だったのだ。

　胸を撫で下ろす私とは正反対に、しかしロブはスターに食ってかかった。スターはまるで暴れる牛を宥める牧場主のごとくどうどう、と手を前に出している。しかしロブはそれでも怒りのあまり興奮気味だ。

　そんな彼から視線を外し、スターが私を見る。

　そして、さっきとは打って変わって真剣な声を出した。

「遅くなってすいやせん。途中で連絡係と落ち合って、話を聞いてたら真っ暗になっちまって、動けなくなっちまったんです」

「構わないわ。無事でよかった」

「ありがとうございやす。それで、姐さん。あんたにひとつ、大事な報告がありやす」

　その真剣な声音に、ロブも怒りを鎮めてスターを見た。スターは私とロブをそれぞれ見てから、落ち着いた声で話した。きらきらとした太陽光が差し込む、清々しい朝には不釣り合いな重たい声だ。

「昨日明け方、ルカ様率いる武装軍隊が王城へと踏み込みました」

「――!!」

　思わず息を飲む。

　咄嗟に口を手で押さえた私に、スターは変わらず落ち着いた声で話した。

「姐さん、あんたの言う通りだ。王城は魔女イステルの手に落ち、やつは怪しげな術を使い……ルカ様たちは劣勢に追い込まれている。仲間同士での討ち合いが始まり、混戦しているとのことだ」

「イステルの……イステルの力だわ……！」

　スターは頷いた。

　そして、続けて私に言う。

「姐さん、あんたはこれからどうする？　俺たちは、あんたの意志に従う」

「は？　おい、スター」

「黙っとけロブ」

　ロブの困惑した声を、しかし一言で一蹴したスターは、前髪で見えないにもかかわらず、鋭い瞳で私を見ているように感じた。とはいえ、私の答えは決まっていた。

「王城に行くわ。……連れていってください」

「おい、姫さん！」

「行ってどうするんですかい？　王城は今や戦場なんですよ。なんの考えもなく飛び込んだところで、結果なんて見えてらァ。俺ぁあんたの意志に従うとは言ったが、俺を納得させられなければこのまま別邸で大人しくしててもらいたいんですよぉ。姐さんは戦場がどんなモンか知らねぇでしょうし」

　スターが至極尤もなことを言う。なにもできないのに王城に行ったところで、彼らの足手まといになるのは目に見えている。

　戦場で私にできることなんて限られている。だけど、私にしかできないこともある。

　押し黙る私に対して、しかしスターは不意に「ししっ」と笑った。ロブは困惑して頭上に疑問符を飛ばしながら私とスターを交互に見ていた。

「勝ちの出目は見えてるんですね？」

「え？」

「なにも無策に突っ込もうとしてるわけじゃねーんですよね？　信じますよ？　俺、あんたのこと」

「…………！」

　スターの言わんとしていることを理解して、私は頷いた。私にしかできないこと。私にしか、きっと止めることはできない。自惚れではない。確証もないが、可能性はある。何よりここでじっと待っていることができなかった。

　スターは、私がなにをしようとしているにせよ、その行動がただの無謀ではないと信じようとしてくれている。

「ええ」

「しし！　なら行先は決まりッスねぇ！　姐さん、盛大な姉妹喧嘩の終止符、ちゃんと打ってくれよ？」

「……ええ。わかったわ」

　盛大な姉妹喧嘩……確かにそうなのかもしれない。それにしては、あまりにもたくさんの人間を巻き込みすぎてはいるけれど。私が頷くと、スターは私を見て、そしてロブを見た。

「この姐さんは、賭け事に滅法強い。お前も知ってるだろ？」

「それは、まぁ……」

　ロブが歯切れの悪い声を出す。それは恐らく、裏カジノのことを言っているのだろう。だけどあれは答えを知っていたからこそであり、完全なイカサマだ。私に勝負運はない。

　恐らくスターはそのことに気がついている。ただの勘でしかないが、彼は鋭い。気づいていてもおかしくないだろう。

　しかしスターは、ロブを説得するためにあえてその話をしているのだろう。

　黙って彼らの会話を聞いていると、スターが続けて言った。

「裏カジノで大当たりオールビンゴなんて聞いたことねぇ。姐さんは〝持ってるひと〟だ」

「すげー強運ってことか？」

「そういうことだ。だからな、ロブ。俺ぁ、姐さんの選択に賭けることにした。賭け事最強な姐さんに、俺の命をベットだ。お前はどうする？」

　挑発するようなスターの声に、ロブは少ししてから、力強い声で答えた。

「んなもん決まってるだろ。お前が命賭けるっつーんなら俺も一蓮托生だ！　姫さん、あんたの強運、信じさせてもらうぜ」

　その答えに一瞬スターは押し黙った。

　そして、私にしか聞こえないような声で言う。

「ほんとこいつチョロいな。よく俺と会うまで生き延びてたぜ」

　ロブはよくも悪くも単純で、ひとに騙されやすい。それは私も思ったことだった。だけど、スターが一緒にいる限り彼は大丈夫だろう。彼らは互いを補い合う最高のバディだ。

　スターは気を取り直すように言った。

「まっ、俺らは姐さんを安全なとこにおいてから王城に向かうつもりだったんだけどな……。もしこのことがルカ様にバレたら大目玉も大目玉。ゲステワ川の時よりも相当のお怒りを買うぜ。最悪、命が飛ぶ。そういうわけで、あんた……姐さんに命をベットってわけだ。勝利の女神様、あんたの守護神に殺されないよう見守っててくれよ？」

「……ミカエルは、おいそれと人の命を奪うひとではないわ。だけど、ありがとう」

　スターとロブの顔をそれぞれ見て、私は言った。

「どうか、わたくしを王城に連れて行って。これがわたくしたちの最後の旅になる」

「最後の旅。いい響きですねぇ。そんじゃ、馬連れてきやすね！　すぐに出発しやす！」

　スターがそう言って、馬を取りに詰所の方へと向かう。私はそんな彼と、そして隣でどこか〝上手く乗せられたような？〟という顔をしているロブを見て、以前も感じたことを改めて思った。

　彼らとの旅は、短いながらも、それでも彼らのことを知るには十分な時間だった。

　――ミカエルがつけてくれた護衛が、彼らで本当によかった。

　私は隣で、馬の移動中どうすれば酔いにくいのかとアドバイスを力説するロブを見て、そう思った。
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　王城は酷い有様だった。

　床にしかれたベルベットのカーペットは剣で破られ、引き裂かれている。等間隔に置かれていたと思われる小棚と花瓶は、散乱し、花瓶は割れ、花はあちこちに散らばっていた。窓ガラスは爆風に巻き込まれ粉々に飛び散っている。

　硝煙の煙があちこちに立ち込め、視界が悪くなったことにより風下に立っていた兵たちは相手に隙をつかれ、蹴り飛ばされたり階段から突き落とされたりした。

　窓ガラスが割れたことで、強風が叩きつけるように城内に吹き込んでくる。

　ミカエルは暴風によってローブが取れないよう深く被り、状況を注意深く伺っていた。

「場は完全に向こうのペースだな」

「どうなさいますか？」

　隣に潜むように立っているのはレックスだ。

　ふたりは大廊下の様子を伺える小通路の隅に立っていた。爆風が飛んできてフードがめくれそうになったミカエルが小さく舌打ちをして布を押さえた。

「仕方ない。国王の私室に向かう」

「国王の私室、ですか？　しかしあそこにはなにも……」

「国王の私室になにもないわけがないだろ」

「それは……確かに仰る通りです」

「トバルトは？」

　短くミカエルが周りの様子を伺いながら聞くと、レックスもまた声を潜めながら答える。

　ミカエル率いる軍が王城に乗り込んでから早くも半日が経過する。計画の趣旨は主にイステルの殺害、またはその力の無効化。だけど事実上後者は不可能なため、前者を目的に彼らは動いていた。

　だけど王城に乗り込んですぐ――大半の人間がイステルの術にかかり、錯乱してしまった。

　仲間討ちを避けたミカエルは急遽、ほかの作戦は捨て去り、イステルのいる大広間へと向かうことを余儀なくされた。今はまだ混戦しているから、その混乱に乗じて移動ができるが、ここが完全にイステルに制圧されたら動くことはおろか、ミカエル自身も彼女の能力下に置かれる可能性がある。それだけはどうしても避けたかった。

　イステルの力は未知数だ。なにができて、なにができないのかも不明。

　だけど、だからこそミカエルは彼女が今までのことに関係しているのではないかと思っていた。ここで彼女を抑えておけば、もうアーリアは死なずに済むのではないか。その思いを今一度思い浮かべたところで、レックスの報告が耳に入ってきた。

「トバルト殿下は……で、自室におられるところを兵が身柄を拘束しました」

　しかしその際、一際大きな爆音が響きレックスの声が届きにくい。ミカエルが冷静な声で尋ね返す。

「聞こえなかった。もう一度」

「トバルト殿下は茫然自失の状態で、自室におられるところを兵が拘束しました」

「わかった。トバルトはそのままにしておけ。決して殺すな。ことの責任を背負わせるに不足のない人間だ」

「かしこまりました」

「宰相は？　彼はどうしてる」

「彼はすでに魔女の支配下に。防守に徹するのかと」

「身柄を抑えておけ。彼は殺すには惜しい人材だ。そのまま寝かせておけ」

「は」

　頷くレックスに、ミカエルは遠くから消える剣戟音を耳にした。すでに交戦は始まっているのだ。あまりに煩雑した混戦に地面が土埃を巻き起こす。ミカエルは遠くにそびえたつ塔――位置的に国王の自室にあたる。その一角をじっと睨むようにしながら言った。

「では、僕は国王の自室に向かう。お前は地下通路の栓を開けておけ」

「は……？」

　突然の指示にレックスが戸惑うように言った。しかしミカエルは彼を振り返ることなく、小通路の白い壁に手を這わせた。そして、その手をするすると滑らせると、まるで彼にはなにか見えているかのように、迷いのない手つきで壁の一部を押し出した。

　そうすると一見、ただの白壁に見えたそれはその一部――ミカエルが押し出した部分が円のような形になり、ガコン、と重たい音が響いた。驚いた様子を見せるレックスに対して、ミカエルは至って平然としている。そこにあることを知っていた顔だ。彼は押し出した円の中で、なにかを握ったようだった。ガチャン、と音がして、それがドアノブを回した音だとレックスは思い当たる。

　そうして彼がおもむろにドアノブを引くと、ただの白い壁だったのが、突然長方形にくり抜かれたように押し出された。……いや、扉だったのだ。扉の境目も、壁の切れ目も一切見えない。王族のみが知る、精巧な隠し通路だ。

　扉の中は真っ暗で、明かりひとつない。

　狼狽えるレックスに対し、ミカエルは一度振り返ると、彼に言った。

「お前は地下通路を。いいか、全てだぞ。全ての栓を開けておけ」

「か、かしこまりました……。ルカ様は」

「言っただろ。僕は国王の自室に向かうと」

　そう言い切ると、ミカエルはそのまま扉の中に入ってしまった。ガコン、と扉が締められるとそこは何事もなかったかのようにただの白い壁となった。レックスは信じられないものを見る目で、そっと先程まで扉が存在した箇所に触れた。だけどいくら触れようと、壁紙に違和感があるわけでも、壁紙の切れ目があるわけでもない。つい気になって壁を手のひらで打ち付けたが、その音に違和感もなかった。恐らく、隠し通路だと気づかれないように扉は酷く厚い造りになっているのだろう。

　レックスは呆然と見ていたが、やがてハッと我に返り、ミカエルに言われた指示を思い出した。地下通路の栓を全て開ける――。ミカエルの狙いはわからない。そんなことをしたら、地下牢が水に呑まれてしまうというのに。

　この国には、罪人の処刑のひとつに水責めがある。城の地下牢に堰き止めている川の水を流し入れ、水死させるのである。しかし今、地下牢には誰もいなかったはずだ。レックスは首をひねったが、ミカエルの言う通りに動くことにした。
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　馬に乗る前に、私はざっくりとした動きをまとめた。ロブとスターも私と同様に草むらの上に座り込み、三人で円を作るような形になる。

「作戦は大まかに三つ立てるわ。今回は時間がないから、突貫的に行こうと思うの」

「へぇ。って言うと？」

「まずひとつめ。これを見てちょうだい」

　私はそう言いながら、唯一別邸から持ち込んでいた一枚の紙を彼らに見せた。四つ折りにしたそれを広げると、別邸で私が暇つぶしに書いていた城の構造図が現れる。

　広い庭園に囲まれるような形で城は立っており、城の構造は上から見るとロ型になる。中庭と称されるのは、主にロ型の中に存在する庭のことで、城を取り囲むようにして存在する庭園は外庭と呼び分けられている。

　私が差し出した王城の設計図はかなり大きい。スターが目を眇すがめてそれを見渡して、私に聞いてきた。

「これは、城の設計図ですかい？」

「そう。わたくしの記憶だけだと心配だったけど……旧大神殿に設計時の構造図形が残っていて助かったわ」

「旧大神殿で設計図も見てたんですかい。しかし、よく覚えてましたね。壁の造りまで記載されてる設計図は初めて見やした」

　スターが注目しているのは、庭園の外構にあたる塀や、城壁の横に添えられるようにして記載されてある壁材の名前だろう。外構の塀はガビオンと記載されており、城壁には矢印とともにブリックタイルと文字が添えられている。

「得られる情報を無駄にしてはいけないと思ったの。役に立ってよかったわ。それより見て、この部分。わかるかしら。塀を登ると二階から入れそうなの。梯子が必要だわ。塀はガビオンだから上手くやれば登れるんじゃないかしら」

「アクティブなひとッスねぇ」

「無理かしら？」

「いや……どうだい？　ロブ、お前ならできんだろ」

　スターは、話に一切参加していなかったロブに水を向けた。ロブは仕切りに顎髭に触れている。そして、ややあってからスターに尋ねた。

「ガビオン壁っていやぁ、あれか。ぼこぼこのやつ」

「そう。ぼこぼこのやつ。お前なら姐さんも運びきれるだろ。姐さんはひとりで登るのは無理だよな？」

「ごめんなさい。やったことがないからわからないわ。できるかもわからない。だけど、運んでくれるのならとても助かる。できるかしら、ロブ」

「ああ、任せときな」

　ロブが得意げに答えて、私たちはひとまずの侵入経路を確保した。別邸で書き出していた時には裏庭――北側の庭園の構図や様子など全くわからなかったが、設計図を見たおかげでおおよその造りは把握した。流石に隠し通路の造りや仕掛けは書かれていなかったが、設計がわかっただけでも上々だ。

　私はロブを見て頷いた。

「では、ここからわたくしたちは入り込み、真っ直ぐに広間を目指すわ。もしここで誰かとぶつかるようなことがあれば、まずは食糧庫に向かう。そして――」

　私の立てた作戦はこうだ。あまり練り込んでいる時間がないのもあって、至極単純なものになった。一番がだめなら二番、二番がだめなら三番、三番でもだめならもう突っ込むしかない。そんな粗しかない作戦ではあるが、私たちの――私の目的はイステルとの接触だ。それさえ果たせられればいいのだから、そう難しくはないはず。

　私が作戦を説明し、スターが時折質問を挟む。ロブは頷いて、そうして私たちは必要なものを揃えた上で、王城へと向かった。










九章 真実の言葉 -




　その日の夕方。

　ロブとスターが馬を急がせたおかげもあって、私たちは王城の前へと辿り着くことができた。東の空には丸い月が浮かんでいる。

　ミカエルは無事だろうか。

　彼らが城に乗り込んでからもう二日ほどの時間が経過している。

　もし、ミカエルになにかあったら――。突然、胸がひんやりとする。それを考えるとなにもできなくなりそうで、私は首を振ってその思考を追い払った。

　私たちは巨大庭園を抜けて、まずは想定通りガビオン壁の塀を登った。ロブに紐で背中に括り付けられた私は、彼に背負われながら塀を登ることができた。人ひとり背負っているというのに、ロブは全くそんな素振りを見せない。

　王城全体が混乱しているからか、警備兵の姿は見えない。だけどあちこちで起きる小爆発と怒声、剣戟の音が異常な緊張感を醸し出している。

　ミカエルも、きっとこの城のどこかにいるはず………。

　塀を登り終えて、二階から室内に入ろうとすると、しかし窓ガラスは中央から砕け散っていた。誰かが割ったのか。そう思っていると、スターがこちらを見て、ロブ、私、とそれぞれ視線を移してから頷いた。私たちも頷く。

　そうしてから、スターはひらりと身軽に室内に飛び込んだ。そして、すぐに鋭い鉄同士がぶつかる音。体がなにかにぶつかるような重たい音が響き、スターの声が飛んでくる。

「ターン二、コマ五だ！」

「オーケー。さて、姫さん、俺らも中に飛び込むぞ！　んでもって、すぐに食糧庫に突撃だ。中には五人の敵兵がいる。蹴散らして進むぞ！」

「え？　キャッ、ひゃぁ……！」

　ロブは私を背中に括りつけたまま、塀を蹴って室内へと向かった。がっちり括られているとはいえ、浮遊感と共に胃が持ち上がる感覚がして、落ち着かない。咄嗟にロブのガチガチの肩に手を置く。ロブの肩は硬い。筋肉でできているからだろう。

　ロブは巨体とは思えない素早い動きで窓枠に足をかけて中に入り込むと、その動きのまま、まずは近くにいた人の横っ腹を殴りつけた。近衛兵だろうか。騎士服に身を包んだ男が部屋の隅にまで吹っ飛んでいく。

「行くぜ兄弟！」

「お前、姐さんいること忘れんなよ！」

　私を背負っているとはとても思えない俊敏な動きでロブが腰にさした槍を取り出す。

　しかし、その槍には布がかけられている。ロブの主な武器は槍らしい。ほかにも武器は仕込んでいるとのことだが、振り回すのが性に合っていると話した彼は、槍を好んでいるらしい。

　だけど今回はイステルの術にかかっているのもあってできるだけひとを殺さないように――峰打ちで対応してもらうように彼に話した。

　ロブは人を殺さずに、という点には眉をひそめた。殺らずに意識だけ落とすのはあまりにも大変な力加減が必要らしい。下手をすると撲殺しかねないと話す彼に少しゾッとしたが、そこはスターが上手くやってくれた。

　スターはロブとは反対に、手先が器用なので意識だけを刈り取るのが得意なのだ。そのため、彼には先頭を走ってもらい、ロブは後ろを務めてもらうことになった。

　ロブは振り回すのが好きという理由で槍を好んでいると聞いたが、もしかしてその〝振り回す〟には私も入っているのだろうか。

　馬よりも激しい揺れは上下左右へと振り回され、時折壁に頭をぶつけては痛かった。

「こっちだ！」

「おうよ！」

　スターはあの短い時間で設計図を読み込んだらしい。明確に食糧庫を目指してくれる彼は頼もしい。流石にここまで酷い揺れが来るとは思っていなかった私に、道案内は難しいと思えた。

　上下左右への揺れは酷い。しっかりロブに掴まっていないと壁に飾られている絵画や装飾品に頭をぶつけかねない。

　そうして弾丸のように走っていった私たちはようやく食糧庫に辿り着いた。何人かの兵が追ってきて、私たちが中に入ると同時にスターがスライド式のカマ錠をかける。

　ドン！と人が木の扉にぶつかる音がする。

　早いところ動かないとすぐにでも突破されてしまいそうだ。私たちは、目的のものを探した。

　食糧庫の天井は広く、頭上には長方形の窓枠が嵌められていた。

「小麦粉よ、小麦粉！」

　私が言うと、スターが近場の木箱を蹴り倒した。

「この箱のやつがそれなんじゃないですかい？　お、正解！」

　スターの蹴り飛ばした箱には彼が言った通り小麦粉が入っていたようだ。紐が緩んでいたのか、倒れた衝撃で布袋の中から小麦粉が現れた。

　小麦粉が雪崩れこんだ勢いでもくもくと粉煙が上がる。

　ロブが頷いて、そこら辺に纏まっていた木箱の蓋を全て取り払い、中の布袋――中には小麦粉が入っているそれを取り上げた。

　そして、彼の怪力さを披露するように重たいその袋を逆さまにして、部屋中に撒きはじめる。粉煙が上がり、思わずむせっかえる。

「げほっ、ごほっ……！　クシュン！」

　しまいにはくしゃみもしてしまう始末だが、ロブはそんな私に構わず、そこらに積み上げてあった木箱を片手で掴んだ。そして、頭上の窓に向かって投げつける。すさまじい膂力だ。

　木箱になにが入っていたかわからないが、重たい音がして窓に命中する。窓が割れ、外から風が入り込んできた。それを見て、スターが頷き、彼は肩にかけていた鞄を下ろした。

　そして、チャックを開け、中からカツラ、メイド服、燕尾服を取り出す。それらは全て王城に向かう前に用意したものだ。服は南の塔の従僕や侍女から借りて、カツラは王城に行くまでの途中街で購入したもの。

　スターが前髪をピンで留めて、黒髪のウィッグを被る。初めて素顔を晒した彼は思ったよりも目がぱっちりとしていた。瞳の色は深い青だ。

「ロブは茶色にしとけ。目立たねぇ。姐さんは金だ。逆の色合いにしときゃあんただってバレにくい」

　そして、驚くことにスターが前歯を取った。いや、口の中から取り外した。驚き固まる私に、ロブが茶色のウィッグを被りながら言った。

「お。お前がそれ取るたぁ珍しいな。何年ぶりだ？」

「ししっ。便利なもんだぜ。みんなこれで騙されてくれるからな」

「スターの前歯は、飾りだったの？　それは入れ歯？」

　私が思わずスターを見ると、彼は入れ歯……なのだろうか。それを小さなケースに仕舞いながらこちらを見る。前髪を後ろに流して出っ歯ではないスターは先程とは別人だ。もし話しかけられても彼だとは気づかないだろう。私が尋ねると、彼はニカッと笑った。その笑い方は、スターのものだ。

「違いやすよぉ。この歯はただの飾りもんで、こう……前歯にくっつけてるだけです。ま、これも変装みたいなもんです。俺ぁ敵が多いんで、人を欺けるんならそれに越したことはないないんですよぉ。もし追われる身になったとしてもこうすりゃ俺がスターだって気づかれにくいですからねえ」

「確かに……。前歯と前髪がないあなたは別人のようだわ」

「前歯はありますってぇ。出っ歯じゃないですけどね。ま、そんな話はいいんですよ。早くしねぇとそろそろ痺れぇきらして奴ら入ってきやすぜ」

　スターの言葉通り、木の扉は物々しい音を立てていた。剣を差し込んで壊そうとしているのか、時折重たい音が響く。私はスターから受け取った金のカツラを頭に乗せて外れないようにすると、木の扉を見て頷く。スターがロブを見て、私を見る。その際、一瞬、スターと視線が交わる。

　彼の目を見るのは初めてで、そして彼の心の声を聞くのも初めてだった。

『準備はいいですね？』

　それは、紛れもない私への言葉だった。

　スターは私が人の心を読めると知っているから、あえて心の声を通じて呼びかけてきたのだろう。私は強く頷いた。

「ええ！」

「よし、じゃあ行きやすぜ！」

　そうして、私たちは食糧庫を出た。

　スターは扉の前に詰めかけていた彼らを蹴散らして通路を抜けていく。スターを追いかけて人が減ったところでロブと私も食糧庫を出て、出る瞬間にロブがそれを投げる。

　――手榴弾だ。

　投げた瞬間に、弾丸のような瞬発力を見せた彼が、瞬く間にその場を走り出した。背負われている私も共に風を切る勢いで廊下を抜ける。通路を抜けた大階段の踊り場でスターが身軽に男たちと戦っていた。ロブがそちらに駆け込んで、その勢いでスターに剣を振りかざしていた男の頭を蹴り飛ばす。それと同時に、食糧庫から重たい爆発音が響いた。

　ドォン、と腹に響くような音。そして、ぶわっとすさまじい熱風がかけ抜けた。手榴弾の爆発に加え、粉塵爆発が巻き起こったのだろう。

　想像以上の爆発は陽動として申し分ない。
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　私が立てた作戦は、陽動を起こし、敵の注意を引く、というものだった。二階から部屋に侵入して誰もいなければすぐにイステルのいるであろう広間に向かうが、しかし敵がいて、数が多そうなら陽動を起こして彼らの注意を引く。その判定は先に部屋に入ったスターにしてもらうこととなった。

　私はその時のことを思い出した。

『では、ここからわたくしたちは入り込み、真っ直ぐに広間を目指すわ。もしここで誰かとぶつかるようなことがあれば、まずは食糧庫に向かう。そして、小麦粉の入った袋を探して』

『小麦粉ぉ？　なにするんですか』

『爆発か？』

　すかさず答えたのはスターで、私は頷いて答えた。そして、設計図を取り出して、食糧庫を指さす。二階の部屋から食糧庫までの道筋を指で辿りながら話した。

『可燃性の高い粉塵が空気中に浮遊している状態で、発火すると威力の高い爆発が起きるの。小麦粉はその条件に適しているわ。だから』

『食糧庫で小麦粉をばらまけばいいわけか。あとは火種だな』

　答えたのはロブだ。私は頷いた。

　そうすると、スターが考え込むようにしながら言った。

『そんなら、使ってねぇ道具がある。爆発性は保証するぜ』

『ありがとう。でも、すぐに爆発するものはだめなの。わたくしたちが巻き込まれてしまうし、きっと追っ手もくるでしょうから、彼らも巻き込まれるわ。できることなら数秒遅れて爆発するような……』

『時限式爆薬か、あるいは』

　スターが言ったところで、ロブがその言葉を引き取った。

『手榴弾だな。安全ピンとレバーがついてるやつなら、五秒くらいは稼げる』

『そういやそんなのもあったな。確か残りがまだあったはずだ。取りに行くか』

『ゾフなら王都にいるだろうから、王城に向かう途中で寄ればいいな』

　ロブとスターが頷き合って話した。私は、彼らの話を聞いていたが、知らない名前が出てきて、彼らに尋ねた。

『ゾフ？』

　答えたのはスターだ。

　自身の荷物を改めて確認中の彼は、ポーチに入っている包み紙の口を開けて、中の粉薬の状況を確かめているようだ。

『武器職人、って名乗ってはいるがその実態は裏商人だ。俺らみたいな表に顔出せねぇ人間に対して商売を行ってて――姐さんにもわかるように言うと情報屋みたいなもんだな。俺らはあいつに武器とか、個々人が特定できるようなものをあえて渡す。そうすることであいつを信じてるっていう証になるからな。誰が言い出したか知らんが情報屋を使うんなら、知れた不文律だよ』

『そうなの』

『そ。だからそこで手榴弾を引き出して、そっから王城に向かう』

『わかったわ。ありがとう。……それで、状況によりけりだとは思うけど、もし思った以上に兵が多いと判断したのなら、変装も別途必要だと思うの』

『なるほどな。俺らみたいな得体の知れねぇやつが歩いてりゃ襲ってくださいと言ってるようなもんだからな』

　頷いたのはロブだ。

　私は頷き返して、それぞれ変装した方がいいことを伝えたのだ。特に私の顔は広く知られすぎている。彼らは不要だとしても、私は変装した方がいいだろう。そういったわけで、私たちはそれぞれのカツラを調達し、南の塔で燕尾服とメイド服を貰い受けた。ミカエルの手の者が多くいる南の塔で服を調達することはさほど難しくなく、私たちは、すぐに王城に向かえたのだ。

　メイド服と金色のウィッグを身につけた私は、あらかた兵が気絶したのを見て、ロブの背中から降りた。メイドが従僕の背中におぶわれているのはおかしいだろう。

　私たちは目を合わせて、階段を上って上を目指した。爆発音を聞きつけてか、食糧庫の方から大勢の足音が聞こえる。しかし不自然なくらい人の声が聞こえない。みな無口なのだ。

　目が合っても、心の声すら読み取れない。これは明らかにおかしい。

　――イステルの力だわ。

　確信した私は、上の階――私たちが侵入した二階に上る。そこにはちらほらと兵の姿が見えたが、私たちに襲いかかってくることはない。お仕着せの効果か、カツラを被っているおかげかはわからないが、広間までさほど苦労せずに向かうことができた。

　侵入してから食糧庫に向かうまでとは打って変わって安全に進むことができた私たちだが、思った以上に城内は暗く、思うように動くことができなかった。私たちが王城に入ってからもう数時間が経過して、王城内は真っ暗だ。

　ところどころ蝋燭の火がちらちら漏れているが、廊下に用意されている燭台の蝋燭の火は全て掻き消えている。

　松明を持参してきたので全く動けない、ということはなかったが、それでも広間に向かうまでは神経を使った。

　襲撃がないことだけが幸いだった。これで戦闘なんてなってたら、強いふたりといえど苦戦を強いられていたのは間違いない。

　兵とすれ違う度に怪しまれないように無感情さを装った。さながら、イステルに術をかけられているかのように。だけど彼らは、なにか別の指示でも受けているのか、私たちに全く反応しない。

　――さっきまでは私たちを見る度に襲ってきたのに……。

　変装をしたのがよかったのだろうか？

「妙だな」

　広間に向かう途中、スターが小さくこぼす。

　暗闇の中、松明の火が揺れる。

　ロブが周りを警戒しながら聞き返した。

「なにがだ？」

「さっきまで目の色変えて襲ってきたヤツらが、今は大人しく待機してるだろ。いくら俺らが変装してるっつったってぇ、あまりにも異様だ」

「わたくしもそう思っていたの。理由はなにかしら？　それに、急に静かになったわ。下の階はあちこちで戦闘が起きていたのに」

「………可能性として言えるのは、勝敗がついた、ですかね」

　珍しくスターが静かな声で言った。

　思わず足が止まる。私が止まったことで、後ろを歩いていたロブも止まらざるを得ない。ロブの持つ松明の火が私の動揺を示したように揺れる。

「それ、ってどっちの……」

　今、攻め込んでいるのはミカエルの軍だ。

　勝敗が決したということは、イステルの術に操られた王城軍か、ミカエル率いる軍のどちらかが負けて、どちらかが勝ったということ。あまりにも静かな王城内で、とてつもなく嫌な予感がした。私の内心を察してか、スターが難しそうな顔をした。眉を寄せて、冷静な声で彼が言った。

「イステルっていう奴の力は計り知れないんでしょう。ひとを操る力があるってぇだけに反則技なのに、ほかにもなにかできる可能性がある。正直、ルカ様は苦戦を強いられてるんじゃないですかねぇ……」

「っ……」

「急ぎやしょう」

　ロブはなにか考え込むように押し黙る。私もそれ以上になにか言うこともできずに、スターの言葉に従った。

　そのまま広間まで移動すると、中の扉は少しだけ開いていた。中からは話し声がいくつもする。剣戟音と、ガラスが割れたような音も響く。

　誰かがいる。そして、戦っている………！

　広間の前の廊下は、つい二週間ほど前にここに訪れたとは思えないほどに、様変わりしている。

　金の額縁に入れて飾られていた絵画は爆風に巻き込まれたのか煤で汚れていたり、あちこち損傷している。ベルベットの赤いカーペットはひとに踏みつけられて端でわだかまっていて、花瓶の破片か、ガラス片があちこちに散らばっている。酷い有様だ。

　私はそれらを見てから、ロブとスターを見た。彼らも私を見て、頷いた。

　私はそっと広間を伺う。

　ホールの中央に金髪の娘がいる。イステルだ。そして、イステルは誰かと喋っていた。その相手を見て、息を飲む。

　――ミカエルだわ……！

　後ろ姿しか見えないが、彼は剣を手に、イステルに振り上げていた。振り下ろせば確実にイステルを切り裂くことができるだろう。

　そんな距離の近さだ。だけど、ミカエルが剣を振り下ろす様子は見られない。ずっと剣を振り上げたままなのだ。その様子に違和感を覚えた私が室内に踏み込もうとした時、イステルが彼の剣の柄を掴んだ。ぐっと顔の距離が近くなり、イステルがなにか話す。そして、彼女の笑い声が聞こえてきた。

　広間には数名の騎士と兵がいた。騎士はみな騎士服を身につけていることから、王国軍の人間だろう。ほかにはローブを纏った兵がそれぞれ交戦していた。イステルの術に操られているのだろう。私は被ったカツラを脱ぎ捨ててから、広間の扉を大きく開け放った。

「そこまでよ、イステル。今すぐ投降しなさい。あなたの負けは決まっているのだから！」

　広間を大きく開いて中に踏み入ると、イステルの視線がこちらを向いた。彼女の大きな瞳が見開かれ、続いてその青い瞳に憎悪が滲み出す。

　今にも罵倒してきそうなほど苦い顔をしたイステルが、ミカエルの剣の柄を手荒く離した。ミカエルもまたこちらを振り返った。

「アーリア……!?」

「お姉様。生きていたの。死んだとは聞いてないから生きているのだろうとは思っていたの。でも、どうしてここに来てしまったの？　すごい邪魔だわ」

「イステル。わたくしはあなたを止めに来たのよ。これ以上罪を重ねる前に、投降なさい」

「嫌よ。どうしてあなたに命令されなければならないの？　落ちこぼれのくせに！」

　イステルが力強く言い放ち、ぐっと私を睨みつけてきた。瞬間、肌が泡立ち、耳鳴りがした。耳の中に水が入ってしまったかのような、世界と感覚が乖離するように意識が希薄になる。だけどその瞬間、ばちり、と静電気でも起きたかのような音がした。ハッとして顔を上げると、イステルの体がぐらりと揺らいでいた。彼女は頭を押さえて、叫ぶように言った。

「なに……？　どうして……？　こんなこと……こんなこと、今まで起きなかったのに！」

「今のが……」
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　恐らく、今のがイステルの力なのだろう。脳を侵食するようなこの力は、洗脳。頭にかすみがかるような感覚だ。恐らく、イステルは私に力を使おうとした。だけど、その力は私の〝心を読む能力〟と相反することになって、相殺されたのだろう。魔術における、相反現象だ。

　概ね、私の予想通りだった。

　夜会の日を思い出す。あの時、イステルは力を使った。その時、私は彼女の目を見たが、しかしその時にこの現象は起こらなかった――。

　この現象の起因は、能力を使用した干渉だ。私、あるいはイステルが相手に能力を使った時に生起する。

　私はイステルの方に歩いていった。

　イステルの身を守るように立つ、数人の騎士服を着た男がこちらを見るが、動くことはない。先程まで交戦していた男たちの動きも止まっている。対するローブを纏った男たちも困惑したように周りを見ていた。

　――イステルの能力が解けかかっているんだわ。

　イステルは今、私に能力を使おうとした。

　だけど、その力は私の持つ能力によって弾かれてしまった。そのせいで、イステルは呪い返しのような状況に陥り、能力の操作が上手くいっていないのだろう。イステルの近くまでいき、ミカエルの隣に立った。

　ミカエルがこちらを見ているのがわかったが、私は決してイステルから視線を外さなかった。信じられない、というような顔をしたイステルは額を押さえて俯いている。

「イステル。前から聞きたかったの。あなたは、どうしてわたくしをそう嫌っているの？」

「…………」

「黙っていてはわからないわ。屍ではないのだし、答えなさい」

　意図的に煽る言葉で問いかければ、イステルが勢いよく頭を上げた。

「……るさいわね。うるさいうるさいうるさい！　あなたになにがわかるのよ！　能力ひとつ使いこなせない欠陥品のくせに!!」

　この時を待っていた。私はすかさずイステルの目を見て、いつも以上に自分の能力と――胸元に提げたネックレスの存在に意識を向けた。意図的に力を使おうとしたのははじめてだ。

　キン、と甲高い音がする。また、先程のような不快な感覚に陥った。肌が泡立ち、心臓が掴まれているように呼吸が浅い。互いの能力がぶつかり合っている状況だ。

「……く、ぅうッ……!!」

　すぐに目を逸らしたのはイステルだ。

　能力のぶつかり合いは私以上にイステルに効果をもたらしたらしい。

　私自身多少の頭痛と目眩、頻脈、発汗は感じられるものの、イステルほどではない。彼女は口元を押さえてふらつき、私から顔ごと視線を外した。

「どうしてこんな力が……ッアーリアを殺して！　今すぐよ!!」

　舌打ちをしたイステルがすかさず命令を下す。

　イステルの後ろに控えていた男がゆらりと動いて、俯きながら電光石火の勢いで剣を振り下ろした。

「っ……！」

　その剣は真っ直ぐに振り下ろされたが、しかしそれは甲高い剣戟の音に阻まれた。

「ミカエル……！」

「く……流石に重いな。騎士団長アレグ・オーシャンの剣は。意識が半ば乗っ取られている状態でこれか。アーリア、きみに聞きたいことも言いたいこともたくさんあるけれど、ひとまずきみはここを離れた方がいい。――っ……ここは、危ない……！」

　ギギ、と剣が鈍い音を立てて鍔つば迫り合いになる。ミカエルは真っ直ぐに騎士団長――アレグ・オーシャンを見た。アレグは俯いて覇気がないが、その背はロブと同じくらいに大きい。ミカエルも背が低いわけではないが、それにしたってアレグの身長の高さは規格外だ。加えて、その腕の太さも。筋肉ダルマのような男を相手にするには、ミカエルは細すぎる。彼も鍛えてはいるのだろうが、その細身ではいずれせり負けるだろう。

　剣が鈍い音を立てて、器用にミカエルが手首の向きを変えてアレグの剣を受け流す。

「わたくしは離れないわ。あなたもここを離れないんでしょう？」

「それはっ……チッ、くそ。アーリア、飛ぶよ！」

「えっ？　きゃあ！」

　ミカエルがなにか言いかけたが、しかしその時アレグの剣か、それともミカエルの剣か、異様な音がした。鈍い音がして、すぐにミカエルはその感触に気がついたのだろう。剣は、思った以上に繊細で、折れやすい。下手に力技で押し込もうとすれば、当然、どちらかの剣は折れるだろう。

　ミカエルに腰を抱かれて、そのまま遠く飛ぶ。後ろに飛んだ瞬間、先程まで私たちがいた場所にアレグの剣が地割れのように床を貫いた。ミカエルはそれを見ながら、後方に控えるロブに呼びかけた。

「ロブ！　お前もいるんだろう！　アレグの相手はお前に任せる！　ここでは分が悪い！」

「待ってやしたよその言葉ァ！　騎士団長アレグ、ここで会ったが百年目。以前の雪辱、晴らさせてもらぁ！」

　私たちが後ろに飛んですぐ、入れ替わるようにロブが槍を持って飛び込んで行った。そうしてすぐにアレグと交戦が始まる。先程までミカエルと打ち合っていたとは思えない速度でアレグがロブの槍に反応する。その後ろで、イステルは目元を抑えていた。

「……ミカエル！　わたくし、イステルの元に向かうわ」

「アーリア。どうして？」

「イステルの力を抑えられるのはわたくしだけなの。どういう理屈か、わたくしとイステルの力がぶつかると互いに影響が出るのよ。わたくしも多少ふらつくけれど、イステルの方が顕著だわ。きっと、力を全範囲に使っているからよ！」

　アレグの後ろに庇われる形となったイステルは、未だに俯いているけれど、だんだん周りの人間がまた剣を構え始めた。イステルの洗脳の力が働いているのだ。さっき、一瞬だったけれど私と目が合った時はイステルは力が使えず、彼女の力に操られている人たちの洗脳も解けていた。

　私とイステルが目を合わせること――。それが、彼女の力を抑える条件になる。

　そのまま広間に並べられている丸テーブルを回り込んでイステルの方に向かおうとするが、しかしミカエルに腕を掴まれる。ぐっと強い力だ。

「ミカエル……!?」

「僕は、きみを彼女の元に連れて行きたくない」

「どうして！」

「きみには安全な場所にいて欲しいんだ！」

「っ……！」

　ミカエルの珍しい大声に思わず私は足を止める。

　目が合うと、彼は宝石のように煌めく瞳で私を真っ直ぐに射抜いていた。薄明かりの中でも、いや、薄明かりだからこそ、なのだろうか。彼の虹彩はきらきら煌めきを帯びているように見えた。天窓から差し込む月明かりを反射した彼の瞳は赤金剛石レッドダイヤモンドのようにも見える。命の輝きとも思える美しさを感じて、場違いにも息を飲む。そして、それと同時に彼の心の声が流れ込んできた。

『なにがどうなるかわからない。どちらにせよ、ここにいれば間違いなくアーリアは死ぬ。それは避けたい。絶対に避けたいんだ』

「……ミカエル？」

「わかった？　アーリア。大人しくここを出て」

　心の声を読んでいることを前提に、彼が言う。

「ここにいると死ぬって、どういうこと？　ミカエル、あなたはなにをしようとしているの？」

「僕のことは気にしないで。大丈夫、僕は死なないよ。何度だってきみに出会う」

「意味がわからないわ！」

「早くここを出て、もう時間が……っ、」

　その時、ミカエルが頭が痛むかのように目を細めた。

　そのままこめかみを押さえ、やがてまた私を見る。先程よりもずっと切実な瞳をしていた。彼は私を見て――だけどふ、と視線を逸らした。私に聞かせたくないのだとすぐにわかる。彼はなにか隠しているし、それを私に知られないようにしている。なにを隠しているのか、なにをしようとしているのか、ミカエルに詰め寄ろうとしたところで、スターの怒鳴り声が響いた。

「バカかお前！　正気に戻れ！」

　ハッとしてそちらを見ると、ロブがスターに向かって槍を振り下ろしているところだった。だけどそれを身軽にかわしたスターはそのままひらりと地を飛んで、ロブになにか粉塵のようなものを撒いた。ぶわりと噴煙が巻き上がり、そこら一帯が煙くなる。

　しかしロブは噎せることなくぼうっとした様子でそれを見て――。そこで、私は思い当たる。ロブはきっと、イステルの力に支配されてしまったのだ。

　スターは彼の攻撃を受けてしまったのか、布にべったりと血が付着していた。

　このままだと全滅だ。

　私は広間にかけられた掛け時計を見た。時計は午後十一時半を回ったあたりだった。

　まだだ。まだ、足りない。

「ミカエル。行きましょう！」

「だめだ！」

「どうして！」

「だから……ッ」

　その時、ミカエルがまた眉を寄せる。なにかに耐えているような、痛みをこらえているような表情だ。私は彼の異変に気がついて、そしてまさか、と彼に尋ねた。

「イステルの力ね……!?」

「違う、ただの頭痛だ。いいから、アーリアはここから離れて。本当にここは危ないんだ。きみならわかるでしょう」

「その理由は教えてくれないんでしょう？」

「言ったらきみは残るって言うに決まってる」

「なら、尚更離れるわけにはいかないわ！」

「っだから言いたくなかったんだ！」

「ミカエル。わたくしはなにを言われようと、ここを離れる気はないわ。だから諦めて――」

　そのままミカエルと言い合っていると、イステルの癇癪を起こしたような声が荒れた広間に響いた。絹をさくような苛立った声だ。

「どうして……？　どうして、どうして、どうして!!　ミカエル！　あなた、私の力が効かないわね!?　なぜ!?　なにをしたの！　あなたたちはなんなの!?　なりそこないの欠陥品と、私の能力が効かないただの人間！　納得いかない。納得いかないったら!!」

　イステルはそれだけにとどまらず、その場でだんだんとカーペットのめくれ上がったタイルを足で踏みつけた。ガラス片が落ちていたのか、イステルが踏みつけてガシャリガシャリ！　と鋭い音がする。私はぱっとイステルの方に向かった。

　一拍遅れてミカエルが私の動きに気づき、なにか言おうとした。

　だけどそれよりも早く私はイステルに言った。

「イステル。もう一度言うわ。どうしてあなたはわたくしを嫌うの。そして、どうしてお母様のお墓なんて荒らしたの！　あなたが求めたのは力？　なぜ魔女の儀式なんてやろうとしたの。あなたが望むものはなに。あなたはなにがしたいの！」

　イステルの前に飛び出すと、彼女は一瞬怯んだものの、開き直ったように私を見据えた。互いの視線が交わり、脳裏で閃光が走るような感覚がいくつも起こる。それはイステルも同様だろうし、王城全体に力を使っていたイステルの方が影響力は強いはずだ。イステルはまた口を押さえてあとずさろうとする。それを私は飛びかかるように肩を掴んで、目を合わせた。勢い余って、ふたりして床に転がった。

　ガラス片が頬やむき出しの手首、腕にぶつかってくすぐるような痛みを生み出した。

　だけどそれ以上に転んだ勢いで頭を打ち、そちらの方がずっと痛い。

「痛い！　なにするの！」

「答えなさい、イステル」

「嫌よ！　どうしてあなたみたいなのに答えなきゃいけないの」

「どちらにせよあなたはもう終わりだと言ったはずだわ！　魔女の儀式が失敗したらどうなるか、あなたは知らないの!?」

「失敗!?　失敗なんてするわけないわ！　したとしてもやり直せばいい。そんなの誰だってしてることよ！」

「あなたは知らないのね？　儀式に失敗した魔女がどうなるか！」

「うるさい！　耳元で喋らないで!!」

　イステルは私の髪を掴んで引き離そうとしたが、しかしその時になにかに気がついた顔をした。そして、瞬時に私の髪から手を離すと、ネックレスチェーンを掴んでくる。

「きゃあ！」

「これね!?　これがお姉様の出来損ないの力を増幅させたのね!!　これさえあれば私はお母様を超える魔女になれる。歴史に残る魔女になるのよ!!」

「くっ……やめなさい、ッ……離して！　イステル!!」

　ネックレスチェーンを思い切り掴まれて、首が締まる。

　イステルの手を掴むが、ネックレスチェーンが絡まって呼吸が狭まってきた。そのままもがいていると、突然ぐっと強く背中を引かれた。

「っ……！」

「だから！　どうしてきみはそう無茶をするんだ!!　アーリア！」

　怒ったようなその声はミカエルのものだ。彼がこんなに大声を出すのなんて珍しい。今日は珍しい彼を見てばかりだ。

　彼に強く引き寄せられたのだと気がついて、呼吸が楽になる。絡まったネックレスチェーンが解けたらしい。私は呼吸の苦しさから生理的に滲んだ涙をそのままに、イステルを探す。

　そして、滲んだ視界でぼやけてはいるものの、彼女の手首を強く握る。

「『わたくしの目を見なさい！』あなたが蔵書室管理責任者に言ったことと同じ言葉よ！」

「――！」

　イステルが驚いたように私を見て、続けて憎々しげに私を睨みつけてきた。ゾッとするほど色濃い嫌悪と憎悪だ。いっそ殺意すら感じるイステルの刺すような視線を感じながら、私はイステルに話す。彼女にもわかるように、ゆっくりと。

「お母様はどうしてこれをわたくしに渡したのか、わかったわ」

「……なにが言いたいの」

　低い声でイステルが言う。今まで聞いたこともないようなドスの利いた声だった。私は彼女を見て、笑みを浮かべて言った。

「お前が道を誤ったときに、わたくしが導けるようによ」

「ハッ！　なにが姉よ！　出来損ないのくせに！　なにひとつ力を使いこなせないくせに!!」

　アーリアは鼻で笑い飛ばしてから、笑うのに失敗したような、酷い表情になった。

　どう笑えばいいのか、急にわからなくなったかのようにイステルは唇を震わせた。屈辱や、悲しみ、悔しさが入り交じったような、そんな表情。

「――ッ……それなのに、それなのにお母様はお前を後継者に選んだ！　意味がわからないのよ!!　絶大の力を誇り、誰の追随も許さなかった孤高の魔女。誰もが憧れ、畏怖し、恐れ、崇拝した。無敵の強さを誇った！　私は過去のお母様を超える魔女になるって誓ったの！　なのにお母様はどうよ!?　日に日に魔女として堕落し、力を失い、弱っていった！　なんて情けない!!　なんてみっともないの!!　力こそ全てよ！　力こそが法であり、絶対的な道標なの！　力は裏切らないわ！　私は歴史に名を残す魔女になってやると決めたの！　それにはお前が邪魔なのよ！　なりこそこないの紛い品。私に劣る下位互換！　劣化版！　似たような力を持つくせに、その魔力はごみ以下！　そんな存在がいると目障りなの！　お姉様にはここで死んでもらうわ！　そうすればもう邪魔をする人間なんて……!!」

「お前がお母様を殺したのね？」

　尋ねると、イステルはぱたりと口を閉じた。

　だけどやがて、糸の切れた人形のように急にケタケタと笑い始める。しかしその目は鋭く私を射抜いていた。

「そうよ。だってみっともないもの。弱っていくくらいなら、私が殺してあげた方がいいじゃない。私は優しいわ。そのあと、お母様の力を取り込んで、私は今までのどの魔女よりも強い力を得た」

「お母様は病弱だったわ。あれもあなたの仕業？」

「違うわ。ばかなお姉様。そんなことも知らないの？　魔女はね、恋をすると魔力を失うのよ。そして、それは生まれ持った魔力が強ければ強いほど比例するの。お母様は強い魔女だった。だから、恋を知ってしまったがゆえに、とてつもなく弱い人間になってしまったのよ。ちっぽけな、なんにもできない弱っちい人間にね!!」

「――そう。それで、あなたはお母様のお墓を荒らして、その魔力を得たのね」

「ええ。お母様の魔力はとてつもない強さだったわ。それまでは制限のあった能力も簡単に使いこなせるようになった。目を見ることなく力を使えるようになったのはそれから。補助具を使ってようやく力を使えるお姉様には死んでも無理な話ね？」

「トバルト殿下のことは？　どうして彼に近づいたの」

「そんなの、上手く使ってあなたを消すために決まってるわ。私、ずぅっと前からお姉様が大嫌い。能力なんてない劣等生のくせに、お母様から候補者なんて言われて。だからどうあっても消すつもりだったの。残念ね、お姉様」

「私が候補者？　なんの話？」

　イステルは、さっきと打って変わってぺらぺらと話し出した。開き直ったのか、最期だし冥土の土産にでも聞かせてやろうという心づもりなのか――。恐らく、後者の気がする。私とイステルの姉妹仲はもう修復不可能だ。もとより、私もやり直そうという気にはなれない。ここまで恨まれて、憎まれてきた。四回の人生、二回目以降はイステルの仕業ではないのかもしれないけれど、一回目は紛れもなくイステルの罠だ。少なくとも一度はイステルに殺されているのだ。もしかしたら、二回目以降もそうかもしれない。それを考えると、とてもではないが簡単に許すなんて思うことはできなかった。

「お母様はね、あなたに魔女の力の使い方を教えようとしていたの。豚に真珠。猫に小判。宝の持ち腐れよね？　お姉様が知っていたって出来損ないなのだから使えるはずがないのに」

「そう。あなたは私を憎んでいたのね。だから何度も私を………」

「なに？」

　途中で言葉を止めた私の話が気になるのか、イステルが眉を釣り上げる。私はイステルを見据えた。

「イステル。あなたはわたくしを何度も殺したわね。一度目は毒殺を装って、わたくしを死刑に追いやって、二度目は馬車の仕掛けよ」

「はあ？　なに言ってるの？　頭おかしくなったんじゃない？　被害妄想？　……やだ。お姉様ったらなんて可哀想なの」

　奇妙なものを見る目で、くすくすイステルが笑う。その様子から、偽りは読み取れない。心の声を聞く能力は、しかしイステルに使うことはできないから彼女の本心はわからない。だけど、イステルがこの場で嘘をつく必要もない。

　私が考え込むように押し黙ると、ふん、と鼻で笑ったイステルが言葉を続ける。

「質問ごっこは終わり？　なら目を閉じたらいいわ。色々と小細工して逃げ回ったようだけど、私、なんとしてでもあなたを殺すわ。例え何回生まれ変わっても私はあなたを殺す。そういう運命なの。あなたさえいなければ、私はお母様から力の使い方を学ぶことができたんだもの。あなたさえいなければ。お姉様さえいなければよかったのよ!!」

「…………」

「なんの力もないくせに、少し早く生まれたってだけで偉そうに。出来損ないの落ちこぼれが。魔力のない人生なんて私には想像できない。あなたより私の方がずっと魔女としての素質があるわ。お姉様は残念ながら見ることができないと思うけれど、この国は変わるわ。新興国レイズモンドとしてね。家名を残してあげる。お姉様の名も、きっと残るわよ？　史上最悪の出来損ない魔女としてね。……さ、もうお眠りなさい？　安心して。そこの彼もすぐに連れて行ってあげる。彼がどうして私の力が効かないのかは気になるけど、最期だもの。見逃してあげるわ」

　イステルは楽しげに笑って言った。

　全くそんな状況ではないのに、十四の娘らしく無邪気な笑みを浮かべたのだ。私はそんな彼女を見て、憐れに思った。イステルは、力に囚われすぎている。力に盲目的で、周りが見えていない。取り憑かれていると言ってもいい。私は、静かに言った。

「……あなたは憐れだわ」

「なんですって？」

「力が全てなの？　あなたにとって。それしか知らないのは、あまりにも可哀想で、憐れで、救いようがない愚かさだと言ったの！」

「な……!?　お前、この期に及んで……!!　いいわ。すぐにでもあの世に連れて行ってあげる。地獄の底で神様にでもミサを捧げるのね！　お姉様のその力の妨害は厄介だけど、でも力を使えないということはないの。私は誰よりも強い魔女なのだから！　こんなこと、なんでもないのよ。最期にいいものを見せてあげるわ。寄って集って嬲なぶり殺しにされる恐怖を味わうといいわ!!」

「イステル。わたくし、お母様がどうしてあなたを力の後継者に選ばなかったのか、わかったわ」

「最期に聞いてあげる。なあに？」

　イステルは目を爛らん々らんとさせてこちらを見ている。私もまた、イステルを真っ直ぐに見つめ返した。耳鳴りがするような感覚と、意識と感覚が乖離するような雰囲気。気配が霧散して、思考がぼやける。

「あなたが、愛を知らないからよ……！」

「……そう。わかったわ。それがお姉様の最期の言葉なのね。安心して。お姉様の死後、墓石に刻んであげるから」

　イステルはそう言い、そして声を張りあげた。瞬間的に焔に焼かれるような感覚があり、硝子が割れるような音がした。暴風に見舞われたかのように思わず膝を着くと、ミカエルが私を呼ぶ声が聞こえた。

「アーリア！」

「っ……！」

　イステルがなにか言っているのが聞こえる。だけど、なにを言っているのかまではわからない。イステルの能力が、剣戟の音がどこか遠くで聞こえる。怒声も。イステルの力に競り負けたのだ、私は。だけどこんな無茶、イステルだってただでは済まないだろう。イステルと私では、その魔力量は比べ物にならない。イステルの言うように、彼女はお母様の血を強く受け継いだのだろう。それは、髪の色からも察せられる。

　私とイステルが魔力比べをするのなら、間違いなくイステルに軍配が上がるだろうが、しかしイステルは今、恒常的に能力を使っている。王城全体に力を使っているのだ。その結果、私の力を相殺するだけの魔力がない。だけど、力技なのか、無茶をしているのか、今の彼女は完全に私を押し負かせている。

　私は咄嗟に掛け時計を見た。

　時計の針は――五十九分。十一時五十九分を指していた。あと、少し。そう思った瞬間、体が宙に浮いた。びっくりしてそちらを見ると、イステルから離れたおかげなのか、全身の倦怠感が泥のように落ちていく。少し呼吸もましになった。

「ミカエル……？」

　私を抱き上げていたのはミカエルだった。まだ視界は悪いが、彼は真っ直ぐにどこかを見つめているようだった。

「アーリア。話はあと。離脱するよ」

「待っ……」

　ミカエルのいつにない硬い声は、私に異を唱える隙を与えなかった。それでも声をかけようとした瞬間。その日の終わりを告げる、鐘が鳴った。

　ボーン、ボーン、ボーン、と鐘が十二回。

　重たい音で響く。その音に呆気に取られて、私は慌てて掛け時計を見た。午後〇時。

〝月満ちる夜、月入出る時間を〇と換算し、一となった際、契約は履行され〟

　旧大神殿で読んだ、魔女の儀式について書かれた本を思い出す。あの本には、契約履行の時間が記載されていた。

　日付を超えて、ちょうど今。

　〇時〇分。この瞬間が契約履行の瞬間になる。

　私が固唾を飲んだのも束の間。すぐにイステルの悲鳴が聞こえた。

「え……？　なに？」

　狼狽えた彼女の声を聞いて、私はそちらを見る。そして、驚きに目を見張る。

　ミカエルもまた、同様のものを見たのだろう。彼も驚いているのが気配で伝わってきた。

　イステルは、砂になっていた。それは指先から、手、腕を伝って、さらさらと砂粒に変わっていく。イステルはやがて自分に起きていることを把握すると、狼狽えるようにあとずさった。

　しかしそれでも砂化は変わらず、イステルは震えた声を出した。自分をかき抱くように抱きしめるが、その先も砂になっていく。

「なに？　どうして？　なんで？　私は、私はなにも悪くない……悪くないのに。ああああああ!!」

　そうして、そこに残ったのはクリーム色のワンピースドレス――イステルが身につけていたものだ。それと、床に流れる純白の砂だけだった。

　私たちが呆気に取られている中、一番早く正気に戻ったのはミカエルだった。持ち前の冷静さを取り戻したのか、ミカエルが佇む騎士たちに声をかける。イステルの洗脳が解けた今、彼らはそれぞれ戸惑ったように室内を見渡していた。

　そんな中、ミカエルの怒鳴り声が響く。

「早くこの部屋を出ろ!!　部屋が落ちるぞ!!」

　その声に彼らは驚いたようにミカエルを見て、そして戸惑った顔をする。特に騎士服に身を包んだ彼らは戸惑いが顕著だ。

　イステルに洗脳されていた彼らは、ミカエルの存在を知らないのだろう。いきなり見知らぬ青年に命令されて戸惑うのは当然のことだ。そんな中、すっかり聞き慣れた声が聞こえてきた。

「へ、へへへ部屋が落ちるぅ!?　急げ！　死んじまうぞ!!」

　スターだ。彼はどこから現れたのか、慌てたように扉に向かって走っていった。不思議の国のアリスに出てくる白うさぎを彷彿とさせる喋りっぷりと走り方だが、それに感化されたように周りの人間も扉に向かって走り出した。

　そして扉に向かう人々の中にはロブもいる。

「急げ急げ！　時間がねぇぞ！　ここにいたらおっ死んじまう！」

「なんだお前らは!?　いや、ここはどうなってるんだ！」

「アレグ団長！　急ぎましょう。とにかくここは部屋が落ちるそうです！」

「なんだと!?」

　ロブと死闘を繰り広げたアレグ騎士団長も正気を取り戻したのか、部屋を出た。私とミカエルも――私はミカエルに抱きかかえられている状況ではあったが、部屋を出ると、ちょうどその瞬間。部屋の床が陥落した。まるでびっくり箱の仕掛けのように勢いよく床が抜け、広間に置かれた丸テーブルや椅子、カーペット、空のワゴンが暗闇に呑まれていった。そして、落ちたのは床だけではなく、天井のシャンデリアまでもが天井と共に落ちていく。ややあってから、なにかとぶつかりけたたましい音がする。派手に割れた音はシャンデリアだろうか。もしあの場に人がいたら――そう思うと、血の気が引く思いだ。だけど、それでは終わらなかった。崩れた天井からナイフのようなものがすごい速さで落ちていく。それも僅かな間隔を開けて広間を埋め尽くす勢いでナイフがふり落ちたのだ。思わず息を飲んだところで、ぱたん、と扉が閉められた。見れば、レックスだった。

　レックスは私ではなく、私を抱き上げたミカエルを見ているようだ。

　その時、どこかで水が流れる音がした。雨の音よりもずっと音が大きく、太く、もっとたくさんの水が流れているような……。そう、これはまるで、川の水が流れているような、川が氾濫しているような、そんな音だ。

　思わず周りを見渡した私だが、レックスの言葉に思考を遮られた。

「これが、〝多少の犠牲〟の正体ですか？」

　レックスは疲れているようだった。珍しく、セットされた前髪が乱れている。前髪が乱れた彼はいつも見るよりも幼く見えた。それに対し、ミカエルが短く答える。

「まあね。生きていてよかったね」

「なにが、ご自分は死なない、ですか！　こんなのルカ様も………!!」

「レックス」

「っ……」

　レックスはなにか言いかけたが、しかしミカエルに言われて、言葉を飲み込んだようだ。苦々しい顔をして、そして顔を覆った。少しして、重たいため息を吐き出す。

「まずはなにはともあれ、ご生還、おめでとうございます。ルカ様――いいえ。ミカエル様。場は整いました。今をもって、あなたが次世代の王――いえ。あなたが、王です」

「え……」

　戸惑いの声をあげたのは私だ。

　ミカエルはそんな私をちらりと見てから、レックスに言った。

「そうだね。でも、それはあとででも構わない。少しくらい寄り道しても許される程度の労力たいかは既に払ってきた。まずは……そうだな」

　ミカエルは私を見た。

　そして、優しく、ほんの一瞬。ともすれば気のせいだったかと思うほど僅かな間、私を抱きしめた。そうして、そっと、まるで赤ん坊が初めて床に下ろされる時かのような丁寧な手つきで、私を廊下に立たせる。その優しい手つきが、彼に大事にされている証拠のように思えて場違いにも頬が赤くなる。暗いから気づかれていないと思いたい。

　そんな中で、ミカエルが言った。

「淑女には休息の時間が必要だろうから。レックス、彼女を連れていってくれる？」

「ミカエルは？」

　つい咄嗟にミカエルを呼んでしまって、また頬が熱を持つ。まるで置いていかれた子供のように情けない声を出してしまったからだ。なんとも言えない空気が広がる中、ミカエルがふわりと笑う。私を安心させるような、そんな優しい笑みだ。それを見て、本当に全て終わったのだと知る。

　イステルのことも――。そして、恐らく。この死に戻りも。もう、私は死に戻ることはないだろう。イステルは私の死に戻りに関与していないとは思うが、しかし、過去の私を殺したのはやはり、イステルに違いないのだろう。彼女は私に強い憎悪と殺意を抱いていた。それは、死に戻る前から変わらないことのはずだ。

　ミカエルの優しい声が聞こえてきた。

「僕は、まずこの城内をなんとかしないとね。アーリアの目が覚める時には元通りになってるよ。だから、安心して眠って。アーリア。悪い夢は終わったんだ」

「……ミカエル」

「ん？」

　ミカエルは私を安心させるようにか、ことさら優しい声を出した。それが嬉しいのに、とても恥ずかしい。周りにレックスたちがいるからだ。彼らがいなければ、私は素直に胸の内を打ち明けていたかもしれない。もう自分の気持ちなどとっくにわかっていた。イステルにあの言葉を言った時には、私は自分の気持ちに気がついていたのだから。

『あなたが、愛を知らないからよ……！』

　つい、口をついて出た言葉だった。そして、それはしっくりきたのだ。私は……ミカエルを好き……いいえ。きっと、愛しているのだと思う。

　だけど流石に、騎士やミカエルの手の者がたくさんいる通路でそれを口にすることはできなくて、私は誤魔化すように笑みを浮かべた。

「ううん。………また、あとでね」

「うん。またあとで。アーリア」

　そして、私はこの時、ミカエルに気持ちを伝えなかったことを――あとで酷く後悔することとなる。










十章 三つの大切なこと -




　レックスに案内されたのは、客室のようだった。廊下は酷い有様だが、荒らされていない箇所もあるのか、室内は比較的綺麗だ。少なくとも壁にかけられた絵画が損傷していることも、カーペットがめくれ上がっていることも、花瓶が割れていることもない。

　レックスは部屋の様子を確認すると、私に言った。

「では、私は外にいますので」

「待って。ミカエルはいつ戻るの？」

　早く彼と話したくてレックスを呼び止めると、彼は器用に片眉だけ上げた。

　しかしその表情は変わらない。

「それは私にもわかりません」

『ルカ様に聞きたいことはたくさんあるが、その時間があるかどうか。しかし今日はすごい一日だったな。糖分補給したい。贅沢は言わないからせめて砂糖菓子でもないか？　どうせこのまま朝まで駆り出されるんだ。どこかしらで糖分を摂取しないと頭が回らない。というかアーリア様もすごい格好だな。イステルと取っ組み合ったからか？　髪とかすごいことになってるけど、言った方がいいのか？　しかし、こういうのは指摘すると烈火のごとく怒る女性もいるしな。しかも相手はルカ様の特別な方。怒らせたら面倒だ……。よし、気づかなかったことにして、あとで侍女を手配しよう。いや、この城に侍女なんて今いるのか？　探せばいるか』

　怒涛のように流れるレックスの心の声は相変わらずである。

　彼は広間にいて、私とイステルの会話を聞いていたはずだが、私に心の声を聞く力があることに気がついていないらしい。

　イステルとの会話を思い出す。そう言えば、イステルと話した時、私の力について具体的には口にしていなかったわ……。だから知らないのかしら。

　変わらず心の声は饒舌ではあるが、レックスはいつも通りの無表情である。

　ひとまず、ミカエルは今日は来られないのだろう。私は残念に思った。

　レックスにもミカエルの行動は読めないのだ。イステルがいなくなった今、ミカエルのやることはたくさんある。彼がなすことはたくさん、それこそ数え上げればきりがないほどだ。我儘は言えない。

「そう……ありがとう」

「後程侍女を手配します」

「え？　あ、あぁ。そうね。ありがとう」

　レックスは私の格好に触れることなく、侍女を手配することのみ、伝えることにしたらしい。

　レックスはじっと私を見る。珍しく見てくるので多少動揺する。なにか顔についてるのかしら。

　そう思っていると、彼と視線が交わっているために自然と彼の心の声が聞こえてきた。

『メイド服にガラス片がついてるな。あれ、取っていいのか？　だけどこのままだと怪我するよな。言って、自分で取ってもらうか。俺に突然触られてあらぬ誤解をされても面倒だ。だけどご自分で取られる時にガラス片で怪我されたらもっと……。仕方ないな』

「アーリア様」

「は、はい」

「服の裾にガラス片がついております。取るので動かないでください」

「ええ。わかったわ。ありがとう」

　答えると、レックスは少しほっとしたような顔をした。それは、私が彼の心の声を聞いているからこそわかる彼の表情の機微だ。そして、レックスがそっと、服に絡みついたガラス片を取ってくれる。彼はそれをハンカチで包むと、では、と騎士の礼を取った。

「しばらくここでお待ちください」

「ありがとう」

　レックスが部屋を出て、私は深くため息をついた。色んなことがありすぎて、理解が追いつかない。だけどそれでも、その中でも一番強い気持ちはやはり、彼――ミカエルに会いたいという思い。話がしたい。今日あったこと。これからのこと。彼の話も聞きたいし、私の話も聞いて欲しい。先程は彼に気持ちを伝えたい思いが強かったけど、今はとにかく、話がしたい。

　ミカエルはなんと言ってくれるだろう。私はどう言葉を返せばいいだろう。

　しばらく部屋の中でひとりでいると、色んな感情が巡ってきた。それは、今までのことであったり、これからのことであったり。

　レックスが手配してくれた侍女が来るまでまだ時間はあるだろう。私は、手持ち無沙汰に部屋のソファに座ると、窓の外を見た。満月は力強い光で夜空に浮かんでいた。

「どうして、わたくしは死ぬ度に戻ったのかしら」

　まず気になるのはそこだ。

　そして、それにイステルは絡んでいない。

　イステルのことは、考えるとどうしても、〝もう少しほかに、なにか手段があったのではないか〟と思ってしまう。あんなにたくさん酷い目にあわされたし、許せないと思うのに、それでもどこかで〝もしも〟を考えてしまうのは、姉妹だからなのだろうか。昔から知っていて、血の繋がりもあるから、余計にそう考えてしまうのだろうか。

　私が、もう少し違う行動を起こしていたり、違う生き方をしていたのなら、イステルとも楽しく、理想的な〝姉妹〟でいられる道もあったのだろうか。

　考えて、いや、それは無理だと思い直す。

　どう思ったところで、理想論にしかなり得ない。

　私がどう思おうとも、結局、相手にその気がなければだめなのだ。人間関係というのはひとりで作るものではないし、お互いに関わって、お互いに思いやりとか、そういった感情がないと、作れないものだ。

　片方だけの努力や寄り添いだけでは到底成り立たないし、片方の〝親しくなりたい〟という感情だけで作られる親愛など、たかが知れている。どちらにせよ長くは持たないし、破綻するだろう。

　そうなると………私は頭かぶりを振った。

　考えたところで意味などないのだ。もうイステルはいないし、私にできることは今後どうするか、それを考えることだ。〝例えば〟や、〝もしかしたら〟の未来など考えるだけ意味がない。

　私はミカエルのことを考えた。

　五回目の人生、私の人生において大きな変化はミカエルだ。どうして彼はいきなり現れて、そして私を助けたのだろう。だけどそれを聞いたところで、彼には答えられないだろう。四回の人生では会うことのなかったミカエルに、『どうして五回目は会いに来たの』なんて聞けるはずがない。

　私はそのまま、侍女を待ち続けていた。
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　それから、ミカエルとは全く会えない日が続いた。とても忙しいのはわかるが、それにしたってほんの少しくらい会えないだろうか。そう思ってしまうのは私の我儘なのだろうか。

　客室暮らしも五日目となった時、スターがひょっこり現れた。

　そして、彼は私に伝言を伝えた。

「トバルト殿下がわたくしに会いたがっている？　……なぜ？」

「さあ？　弁明でもするんじゃないですか？　殿下は幽閉の身ですし、あんたに口添えしてもらいたいんだと思いやすよ。せめてあの塔から出たいんでしょう」

「塔……」

　この五日間、ミカエルは部屋に訪れていないが、その代わりロブやスター、レックスは度々私の元にやってきては、近況を教えてくれていたのだ。ミカエルが仕事に忙殺されていると教えてくれたのも、彼らだった。だけど、うっかりレックスと視線が合ってしまった時、私は彼の心の声を聞いてしまったのだ。

『だけどほんの一瞬くらい会いに来れると思うんだけどな。なにかわけがあるのか？　アーリア様に会ったらもう離れたくないと思ってしまうから、あえて来ない、とか？　いやルカ様に限ってそんな、色恋にかまけて疎かになるひとではないだろ。いや、でもアーリア様だしな。それについてはちょっと怖いくらいだし。うーん、まあいいか』

　よくない！

　そう思ったが、しかしレックスの心の声に返事をするわけにもいかず、私は多少もやもやすることとなった。ミカエルに限って私にかまけてほかが疎かになる、なんてことはないわよ。だって私を好きって言っていたのに、あの夜、あっさり私をひとり部屋に帰したのよ。いや、それについて不満があるわけではないのだけど。ミカエルだって忙しいだろうし、ばたばたした状況でゆっくり話を、なんて感じでもなかった。それはわかるの。でも少しくらい……少しくらい、時間を作ることだってできるでしょう！　レックスの言う通りだわ！

　そう思っても、しかしだからといってミカエルを呼び出すことなんてできない。そもそも私は自分の気持ちすらミカエルに言っていないのだ。

　そんな中で、会いたいから会いに来て、なんて言えるわけがない。しかも伝言。

　どうせなら自分の気持ちは、自分で伝えたい。

　――そう思って、もう五日よ。

　私は窓の外を見た。綺麗な青空だ。だけど私の心は曇り空である。どこぞの詩人のような真似をしてしまったけれど、それなりに、私だって少しは、気にしている。ミカエルはなにを考えているのかしら……。

　外でピチチ、と鳥の鳴く声が聞こえて、私は現実に意識を引き戻した。そうだ。トバルト殿下だったわ。確か私を呼んでいるって。

　トバルト殿下が幽閉されたのは、報告に来たロブから聞いている。ミカエルは、トバルト殿下に全ての責任を背負わせることにしたらしい。

　まさか、トバルト殿下と恋仲であり、私の妹でもあるイステルが実は魔女だったなんてことは公表できないだろう。

　しかも、その魔女であったイステルは、魔女の儀式に失敗して砂になっている。

　それもまた、到底信じられる話ではないだろう。

　そもそも人々は魔女という存在は迷信であり、存在しないと思っているのだ。普通、魔女なんて存在しているとは思わない。現に、私だって自分にこの力がなければ魔女なんて居ないものだと思っていた。

　だけど、いるのだ。魔女は実在する。

　ミカエルが用意した筋書きはこうだ。

　トバルト殿下は婚約者の妹であるイステルを好きになった。だけど、それを国王陛下は認めなかった。逆上したトバルト殿下は、玉座を得るために国王を殺害。それを知ったミカエルが、急遽、王城に乗り込んで、トバルト殿下を拘束。

　国王殺しでトバルト殿下は生涯幽閉。トバルト殿下としてはなにがなにやら、だろう。気がついたら自分が国王を殺したことになっていて、しかも一生幽閉だ。

　だけど彼はなにも言わずにそのまま塔へ幽閉になったという。そんな彼が、どうして。

　私が黙っていると、スターが長い前髪を撫で付けながら言う。そうしていると、この前の素顔の面影は全く見られない。

「ルカ様は、姐さんの判断に任せるって言ってやしたよ」

「わたくしの？」

「へえ。会って話したいことがあるのなら今のうちにしといた方がいい、って」

「話したいこと……」

「長ァく幽閉されるとだんだん精神崩壊してマトモな言葉話せなくなるから、とも言ってやしたねぇ。あ、これは言わなくていいって言われたんでしたっけ？　まあいいや。とにかくどうしやす？」

「…………」

　うっかり口にしてしまった、と言うようなスターの言葉には肌寒くなる思いだったが、私はあえて考えないことにした。

　ミカエルは、次期――いえ、もうすぐ国王になる人間だ。国王になる人間がただ、優しいだけではないのは、私にだってわかる。ミカエルは、王冠をいただくに相応しい人間だと私は思う。色恋の欲目を抜いたとしても、だ。彼を好きだと思うのなら、彼の気持ちを受け入れるのなら、その冷酷さや、冷淡と思えるところも受け止めなければならないのだと思う。

　私はトバルト殿下のことを考えた。彼との思い出ははっきり言って思い出したくないことだらけだ。一回目でも二回目、三回目、四回目、五回目の人生だって。彼の能天気さと浅慮さが私の死を招いたと言ってもいい。彼がもう少し、もう少しでいいから気が利いて、才のある人間だったのなら。私はそう思ったが、今言っても仕方のないことだと考えた。

　スターは私の返答を待つ間手持ち無沙汰なのか、窓から外を眺めている。私はそんな彼に伝えた。

「トバルト殿下にお会いするわ。お伝えしたいことがあったの」
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　スターと共にトバルト殿下が幽閉されているという塔に向かうと、そこは物々しい雰囲気だった。城から少しだけ離れた塔は〝物見の塔〟と呼ばれ、昔、王妃を殺害しようとした妾妃を幽閉するために作られた塔だと言う。

　トバルト殿下の責を咎めていたリグレット王国は、トバルト殿下が幽閉処分になると、それで十分だと答えたらしい。ミーシュ様はトバルト殿下への愛はすっかり冷めていて、責任など取ってほしくないと彼に見切りをつけてさっさと彼女付きの騎士と婚姻式を挙げていた。パワフルなお姫様だと思う。

〝物見の塔〟の玄関門にはふたり体制の門番が二組控えていた。彼らにスターが手首に巻き付けた木札を見せる。どうやらそれが許可証のようなものになるらしく、門番がじっくりそれを眺めて確認すると、重たい石造りの玄関扉が開けられる。中にも見回りと思われる警備兵が数人いて、塔に辿り着くまでに何度もスターは許可証を見せる必要があった。

　ようやく塔の入口に着いた時にはスターは疲れた表情を見せていた。

「いや、こんな厳重にしても箱入りの王子様が抜け出すとは思えないんスけどねえ。ああ、逆か。連れ去る方を心配してるんですね。これ。あの王子様は今や大犯罪者ですけど、それでも王族の血が入ってやすし？　旗頭になんてされたら面倒ですしねぇ」

　手首に巻き付けた木札をくるくる回しながらスターは言う。木札の表面には塔の入口の警備騎士兵によって確認された際に、ナイフで×と印を入れられていた。この木札は一回限りしか使うことができず、ここに来るためには都度都度ミカエルの許可がいるらしい。帰りは玄関扉を守る門番に木札は回収されるのだという。

　私とスターは塔の階段を上ることになった。長い石階段を登っていると、ふと、北の塔に行った時のことを思い出した。あの時は馬酔いが激しく、ロブに抱えられて登ったのだった。それを思い出していると、スターも口端を持ち上げた。

「いやぁ、懐かしいですねぇ！　まだ一週間とかそこらの話だっつーのに、もう随分昔のことに感じやす」

「そうね。わたくし、あの時本当に吐きそうだったわ。言わなかったけど」

「でしょうねぇ！　姐さん目ェ回ってましたし。でもまッ、もうあんな手荒い馬に乗るこたないと思うんで、安心してください。ルカ様が乗せる時ぁ、なによりも優しくしてくれやすって」

「…………」

　その言葉に、うっかり頬が熱を持った。

　スターの言ったことを聞いて、思わず想像してしまったのだ。ミカエルと共に馬に乗ることを。別邸に向かう前に一度乗せてもらっているのだが、あの時と今では心持ちが全く違う。今同じことをされたら、きっと全く落ち着かない。

　そのまま黙り込んでしまった私を見て、スターがまじまじと私を見る気配を感じた。恥ずかしくてとてもではないが顔を上げられず、ますます私は俯いた。

「あら？　姐さん、もしかしてこれですか」

　これ、が見えないからわからないが、きっと彼の想像通りだ。いよいよ恥ずかしくなった私は、誤魔化すように言った。

「もう着くわよ！」

「あー？　えー？　なるほどー!?　へえ。ほお。てっきり俺ぁルカ様の片想いだとばかり」

「――違うわよ！」

　やけっぱちになって言い終えると、私は勢いのまま、最後の階段を登りきった。そして、その扉の脇には、騎士兵がふたり。

　――き、聞かれてた。

　私は恥ずかしく思いながら、彼らが聞いていないことを願って、スターを促す。彼が木札を見せて、騎士兵が頷く。重たい石造りの扉が開き、その先には木造の扉が。入ってみると、扉は三重構えだった。こんな部屋にいたら、確かに気が狂いかねない。私はトバルト殿下に少し同情した。

「来たな！　アーリア!!」

「ごきげんよう。トバルトでん……」

「俺は目が曇ってたようだ！　アーリア。今はお前が女神に見える！」

「か……」

「お前と結婚してやる！　喜べ！　お前は俺が好きなのだろう!?」

　部屋はさほど狭くないが、筋骨隆々のトバルト殿下がいると、どうにも狭く感じた。トバルト殿下は椅子を蹴飛ばす勢いで近づいてきたが、スターに静止される。

「それ以上の接触はお控えください」

　珍しく粗野な言葉遣いではなくスターが落ち着いた声で言う。それを見たトバルト殿下が怒りで顔を真っ赤にさせた。

「なんだこのガキは!!　俺に命令する気か!?　アーリア、こいつをなんとかしろ！　俺を誰だと思ってるんだ!!」

「落ち着いてください、トバルトでん」

「お前もお前だ!!　今ごろのこのこやってきて、遅いだろ、この愚図！　愚かにもほどがある！　どの面下げてやってきたんだ!!」

「…………」

　トバルト殿下は、塔に入る前以上に手がつけられなくなっているようだ。前から自尊心が雲のように高く、尊大だとは思っていたが、その性格に拍車がかかっている。彼の感情の上がり下がりは山の天気以上に読めない上に、吐き出す先がないからか、そのまま全方面へと罵倒を飛ばし始めた。

「だいたい、ミカエルが国王だと!?　あいつこそ今更なんなんだ!?　今頃やってきてなにができる！　全てあいつの仕業だ！　ックソ！　本来なら俺がこんな目に……俺がこんな目にあうなんておかしいんだ!!　これは不敬罪だぞ！　なあ!?」

「トバルト殿下。落ち着いてくださいませ。わたくしに話があったのでは？」

「そうだ！　アーリア。お前、ミカエルに言え!!　俺がなぜこんなところにいなければならないのかを！　おおかた、王位欲しさにあいつが俺を嵌めたんだろう。これは立派な不敬罪であり、反逆罪だぞ!!　あいつを連れてこい！　あいつをここに閉じ込めるべきだ！　くそっ、なのになぜ誰も動かない!?　俺が……俺が次期国王なんだぞ!!　俺を誰だと思っているんだ!!」

　ドン！　と拳をテーブルに叩きつけてトバルト殿下が叫ぶ。私はそんな彼を見て、その様子にどこかイステルを思い出した。

　トバルト殿下はテーブルの上にあったグラスを薙ぎ払った。グラスには赤ワインが入っていたのか、けたたましい音を立ててグラスが割れると、色濃い染みがカーペットに広がる。

　トバルト殿下が肩で呼吸をしながら、私を見る。今にも飛びかかってきそうなほど、野性的で、ギラついた、動物的な視線だ。我を忘れているようにも思える。彼と目が合って、心の声が聞こえてきた。

『全部あの女、イステルのせいだ！　あいつが全て悪い！　俺は国王になる男なんだぞ!?　どうして俺がこんなところに、こんなところに、こんなところにいいいい!!　全てミカエルのせいだ！　アーリアのせいだ!!　俺がこんな目に遭うなんておかしい!!　誰かの罠だ！　俺は本来、こんなところにいる男じゃない!!　クソ、クソ、クソ!!』

　心の声も酷いもので、罵詈雑言の嵐だ。

　私はそんな彼を見て、少しだけ憐れに思った。イステルもそうだったが、彼らは力に、権力に囚われすぎている。そこにしか目がいかないのだ。

　私は息を吐いて、三本、指を立てた。

「トバルト殿下。あなたに大切なことを三つ教えて差し上げます」

「なんだと……？」

「ひとつめ。勘違いされているようですが、わたくしはあなたのこと、これっぽっちも好きではありません」

「……ああ!?」

　怒鳴り声をあげたトバルト殿下が私に掴みかかってこようとして、スターにあっさりと足払いをかけられる。だいぶ酔っ払っていたようで、足元がふらついていたトバルト殿下は盛大にすっ転んだ。痛そうな音が響いて、顔をカーペットに打ち付ける。私はそんな彼を可哀想に思った。

「ふたつめ。わたくしも生きておりますので、なにも思わないわけではございませんのよ。トバルト殿下。わたくしは今、あなたを憐れに思っております。権力と力に惑わされて、大切なひとものをなにひとつ見ておられない。あなたは、なにも成長されておりませんのね」

「このっ……このおおおお！　この俺に向かって！　俺に向かってえぇぇ！　貴様ぁ！　投獄してやる！　殺してやる!!」

「三つめ。最後ですわ。――でもわたくし、あなたとの婚約は悪くなかったと思いますの。今更ではありますが――いいえ。今だから言えることですわね。わたくし、あなたが大嫌いで大嫌いで仕方ありませんでしたけど、でも今回に限っては、よかったと思いますわ。だって、」

　私はそこで言葉を切った。

　トバルト殿下は血走った目で私を見ている。だけど立ち上がれないのか、立ち上がるつもりがないのか、倒れ込んだままこちらを睨みつけていた。私は彼を見て、笑みを浮かべた。トバルト殿下とはこれで会うのが最後になるだろう。だからこそ、彼に伝えておきたかった。私が彼に伝えたいことは、これだ。

「ミカエルと、会うことができたんですもの」

「――っの、お前ぇぇええ!!」

「ありがとうございます、とお礼を言わせていただきたいですわ」

　私の言葉に顔を真っ赤にしたトバルト殿下が起き上がろうとしたが、しかしその肩をスターが床に押し付けた。肩を抑えられているだけなのに、起き上がることができなくなったトバルト殿下はなんとかして起き上がろうともがくけれど、それは叶わない。スターが抑揚のない声で言う。

「アーリア様は次期王妃となる方です。乱暴はお控えください」

「！」

「!!」

　驚いたのはトバルト殿下だけでなく、私もだ。思わず言葉を失う私に、スターが言った。

「そろそろお時間ですよ。アーリア様。もう戻りましょう。あまり長くなるとミカエル様が心配されます」

「え、ええ。そうね」

　私は頷いて、そのまま踵を返した。

　トバルト殿下が叫びながらなにか言っていたが、それは頭に入らなかった。
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　私は部屋に戻って、むっつりしながらスターに言った。

「ミカエルを呼んで」

「ミカエル様はお忙しいからなかなか捕まらないと思いやすよ？」

「じゃあ、どんなに遅くなってもいいからって。待っているわって伝えてちょうだい」

「それは……まぁ。わかりやしたけど。……薔薇の花束も持ってくるようお伝えした方が？」

「馬鹿言わないで、急いで！」

「へーい。わかりやした」

　スターはいまいち緊張感の欠けた様子で部屋を出ていった。スターのことだ。きっと、犬も食わないとでも思っているに違いないわ。痴話喧嘩は他所でやってくださいよ、という声が、力を使わずとも聞こえてくるもの……！

　私がそう思っていると、そう時間を置かずにミカエルがきた。五日ぶりだ。自分が呼び付けたにもかかわらず、彼が扉を叩いて部屋に入ると、思った以上に緊張した。体全体が心臓になったかのように感じて、ベッドに潜り込んでしまいたくなる。どうしたって頬が熱くなり、挙動不審になりかねない。そんな私を見て、ミカエルが少し笑った。その笑みはいつもと同じように優しかったけれども、しかし色濃い疲労が見えた。

　思わず、彼に声をかけた。

「ミカエル、酷いクマよ。寝てないの？」

「ああ、うん。まぁね。やることは結構あるから。でもこれでも少ない方だよ。少なくとも僕はこの六年、このために動いてきたから、まだいい方。それに宰相も頑張ってくれているからね……。わが国に優秀な宰相がいてくれてよかった」

　彼は独り言の様に呟くと、疲労を感じさせるため息を吐いた。

「でも、それでもここ数日は堪えたな……。アーリアにも全然会えなかった。ごめんね」

「ちがっ……！　なっ……!?　べ、別にいいわよ！　そんなの。私は全く気にならないもの！」

　言ってから、失言に気がつく。さーっと血の気が引いて、不自然に口元が引き攣った。

　ミカエルは疲れているからか、小さく苦笑した。しかしその笑みにはやはり覇気はない。

　――や、やってしまったわ!!

　ミカエルと会うのが久しぶり……というほどでもないのかもしれないけど、私にとってはとても久しぶりに感じる。だから緊張してしまって、余計なことを言ってしまったわ！　だけどここで言い繕うのもかえって怪しい。言い訳すべき？　それとも寂しかったと言うべき？　きっと今の私の目はぐるぐるになっているだろう。このまま知恵熱を起こして倒れそうになっていると、ミカエルが髪を撫で付け始めた。見ると、だいぶ乱れている。

　ミカエルが手ぐしで雑に整え終えると、ため息混じりに言った。

「本当、ごめん。ばたばたしてて、髪もぐちゃぐちゃなんだ。……ああ、座っていい？　アーリアに話したいこともあったし、だいたいスターから話を聞いてる。きみも聞きたいことがあるでしょ？」

「う、うん……。あの、ミカエル。大丈夫なの？　あなた、顔色が悪いわ。寝た方が」

「大丈夫だよ。これくらい慣れてる」

「慣れ……？」

「いいから、アーリアも座って。隣」




　ミカエルはソファに座ると、私も隣に座るように促した。思わず体が固まる。私が、ミカエルのそばに？　不自然に体が石のように固まった私に、ミカエルが少しだけ悲しそうな顔をした。

「だめ？」

「だっ、だめじゃない……！」

「そう。ありがとう」

「え、えええ」

　緊張してつい、〝え〟がひとつ多くなってしまった。これじゃあばればれじゃない、私!!

　思えば私、恋をしたことなんて今まで一度もなかった。五回も人生を繰り返しているのに、初恋すらまだだなんて。どうか私の気持ちに気づかないで欲しい、という思いと、いっそ気づいて欲しいという相反する思いがぶつかって、答えが出ない。そのまま随分不自然な動きで私はソファへと座った。

「…………」

「ありがとう。じゃあまず、なにから話そうかな……」

「…………」

「アーリア？」

「うえっ!?　あっ、ああ、話。話ね。ええ！　聞いているわ！　ええっと、な、なに？」

　うっかり顔を上げて、彼の顔を見て、顔が熱を持つ。ち、近い！　これは、とても近いわ！

　今まではそんなに気にならなかったはずなのに、急にこの距離が恥ずかしくなった。咄嗟に俯いた私に、ミカエルが小さく笑うのが気配でわかった。恥ずかしさのあまり涙まで出そうだ。

「僕のね、出生がわかったんだ」

「……え？」

　思わぬ言葉に、思わず顔を上げた。ミカエルは真っ直ぐに前を向いていた。だけどそっと、ソファの座面においた私の手に、彼のそれを重ねてくる。温かい体温を感じて、息を飲んだ。ミカエルはそのまま話を続ける。

「僕の母親はね、カーロライ王国の元第五王女だったんだよ」

「…………!?」

「カーロライ王国の元第五王女。シャウラ・カーロライ。それが、僕の母上の本当の名前だ。僕も随分驚いたんだけどね、最近になって親書が届いたんだ。カーロライ王国国王……僕の、叔父上だという方からね」

「カーロライ王国……？　カーロライ王国って、北に位置する国よね。女神信仰が根付いている国だと聞くわ。あ……」

　私はふと、ミカエルとの会話を思い出した。

　それは、ツロリア伯別邸で、彼の瞳の色の話になった時のことだ。

『母上は、異国の出だった――らしいんだ。僕も詳しくは聞いたことがないんだけどね』

『この国では滅多に見られないこの瞳の色合いは、北国でたまに見られるものらしい。北国は異教信仰がさかんで、それもあって……まぁ、この目にはあまりいい思い出がない』

　私が彼との会話を思い出したことをミカエルも察したのか、そう、と頷いた。そして、私の方を見る。金糸のような睫毛に隠された、アメジストの瞳。光の当たり加減で紫にも、赤にも見える色の濃い、宝石のような煌めきを帯びた神秘的な瞳だ。彼はまつ毛が長いから、視線を伏せると、その宝石のような瞳はたちまち隠されてしまう。

　ミカエルは少しだけ目を細めると、私を見た。そして、ため息混じりに話す。

「参ったよね。まさかこのタイミングでわかるなんて。正直、全くの予想外だった。僕自身、母上が他国の王族の出とは予想してなかった。おかげでてんてこ舞いだ。最近忙しくしてたのはそれが理由。それで……ごめんね。アーリア、まだあるんだ。それで、これが本題」

「ま、まだあるの？」

　聞くと、ミカエルは小さく笑った。

　彼と視線が線のように結ばれて、心の声がとろりと流れ込んでくる。それはさながら溶けたチョコのように自然と、そして甘ったるくて、気づく間もなく、彼の声を聞いていた。

『……ずっと、アーリアだけを愛してる。これは、僕の決意表明だ。例え、きみが同じ気持ちでなくても、僕はきみだけを想っている。どうか、それだけは許して欲しい。きみがいる。それが僕の生きる理由で、僕の全てだ。きみは知らないんだろうな。きっと僕が――』

「ミカエ……」

　思わず口をついて出た彼の名前は、しかし彼の言葉によって遮られた。

「アーリア。来週、カーロライ王国の王女が、国交回復の使者として訪れるよ」
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「…………え？」

　本日何度目かの驚きの声がこぼれる。

　王女が訪れる？　どうして？

　なぜこのタイミングで？

　それに、ミカエルのお母様がカーロライの元王女だったなんて。ミカエルのお母様は確か平民の出だと聞いたはずだわ。視察に訪れた国王陛下が、その時に見初めたのがミカエルのお母様だったはず。

　カーロライ王国の王女だった人が、どうしてそんなところにいたのか。そして、どうして今までカーロライ王国に気づかれなかったのか。なぜ今になって連絡があったのか。私は忙しなく思考を巡らせた。

　そして、まず一番の疑問をミカエルに尋ねた。

「待って、ミカエルのお母様は平民だったのではないの？　わたくし、そうだとばかり思っていたわ」

「僕もそう思っていたんだけどね。……ねぇ、アーリア。どうしてハウトーン公爵は、まだ十歳の僕を保護したのだと思う？」

　突然の問いかけに、私は面食らった。思わぬ質問に言葉を失う私に、ミカエルは手を組んで、自分の手を見ながら話し出した。

　彼はもう納得していることなのか、落ち着いた声だった。

「僕が知るハウトーン公爵は、少なくとも自分の利にならないことはやらない、効率的な人間だよ。人当たりがよさそうだけど腹の見えない古狸だ。そしてその評価はあながち間違っていないと思う。社交界において、あのひとの発言力、権力は無視できないものがある。つまりそれは、彼の有能さを示しているんだよ。……当時、僕は国王寵愛の妃の息子、という肩書きはあったけど、それしかなかった。僕に関わって利になることは愚か、むしろ王妃に睨まれるだけでメリットなんてほぼなかったはずなんだ」

「…………」

「だけど、ハウトーン公爵は僕を保護した。それはなぜだと思う？」

　ミカエルはそう言って、私の方を見て少しだけ笑った。ふわりとした、優しい笑みだ。私はうっかり彼の美しい笑みに見み蕩とれそうになって、さりげなく視線を逸らした。どうしましょう。隠せている気がしないわ……。

「シャウラ様がカーロライ王国の王女だと知っていたのかしら………」

　ミカエルは、視線を外して首を傾げた。その際に、彼の白金の髪がさらりと額を滑り降ちる。その様は、思わずこちらが息を飲んでしまう妖しさがあった。白い額が露になって、それが妙に色っぽい。切れ長の紫根色の瞳と相まって、より、それは繊細さを孕んだ、危うい妖艶さがあって、私はまたそっと目を逸らした。幸い、ミカエルは私の邪な視線には気がついていないようだ。ミカエルはなにも気づかないまま、話し出した。

「ある意味、正解、かな。元々、母上は公爵家に拾われたらしい。アーリア。前に僕が、北国では異教信仰が盛んだとはなしたのを覚えている？」

「え、ええ」

「そう。それだよ。母上は異教信仰がさかんなカーロライ王国で、女神の生贄にされそうになった。それが嫌で、彼女は国を逃げ出したんだ。だけど、国は出たものの、手持ち金がなくなって行き倒れていたところをハウトーン公爵に拾われた。それが真実らしいよ」

「らしいよって……」

「城内を掃除していたらね。あのひとの日記が見つかったんだ。それに書いてあった。幼い頃の記憶しかないけど、筆跡は間違いなくあのひとのものだ」

「そうなの……」

「それで、これは僕の推測に過ぎないんだけど、ハウトーン公爵は恐らく母上が好きだったんじゃないかな」

「ええ……!?」

　とんでもない話に、私は思わず顔を上げた。ミカエルもまた苦笑している。私は思わずハウトーン公爵の顔を思い出した。ほくほくとした、人のよさそうな笑みを浮かべている爺様だ。

　私は思わず口に出してしまった。

「ハウトーン公爵は確か御歳六十歳になられるのではなかった……？」

「トバルト兄上がきみの妹を好きになったように、愛に年齢は関係ないんじゃない？　現に、僕はきみが赤子だろうがずっと年上のご婦人であろうとも、この気持ちに変わりはないと思うよ」

「赤子は少し……考えた方がいいと思うわ」

「ものの例えだよ。それに、赤子も二十年経てば大人だ」

「そうだけど」

　トバルト殿下とイステルは、十個は年齢が違っていた。最初私とお会いした時、トバルト殿下は子供のお守りなどごめんだ、なんて言っていたくせに私よりもさらに年下のイステルを好きになったのだ。

　その事を思い出していると、ミカエルは少し苦笑して、そしてまた話を続けた。彼の長い白金のまつ毛が瞳をちらちらと隠す。

「あのひと……公爵の日記を見る限り、そうそうだと思える箇所はいくつもあった。母上がハウトーン公爵の気持ちを知っていたかどうかは、わからないけどね。それで、カーロライ王国は、というより母上の兄はずっと母上を探していたようだよ。その後、改革を起こして生贄制度を廃止して、国王となった彼はその後も探していたけど、父上は母上のことをなんとしてでも隠そうとしていたようだね。だから、表の行事には一切母上を伴わなかった」

「妾妃だから連れていなかったのではなくて……」

「そう。カーロライ王国の目を避けるため、だね。父上も母の出自は知っていたわけだ」

「じゃあ今回、カーロライ王国があなたに気づいたのは、その、瞳……？」

　尋ねると、ミカエルは頷いて答えた。そして、自分の目元に触れながら彼は話した。

「そう。この目は、北国でしか見られない、非常に珍しい色合いなんだ。この目のせいで色々苦労したけど、まさかここで繋がるとは思わなかったな……。叔父上は、僕の肖像画を見て、母上そっくりな僕の見た目と、母上と同じ、紫の瞳を見てシャウラの息子かもしれないと思ったようだよ。僕が髪を伸ばせばシャウラの生き写しになるだろう、って言われた僕の気持ちがわかる？」

　そう言って、ミカエルは少し苦笑した。

　私は、驚きに息を飲んだまま、ややあって彼に尋ねた。

「カーロライ王国の王女が訪れるのは、あなたに会うため……？」

「十中八九そうだろうね。向こうとしても、シュテン王国と縁戚になるのは都合がいい。特にカーロライ王国は古びた儀式を終わらせたり、制度を一新したりして、ごたついているようだから。……まぁ、それはうちもか。国を安定させるために他国と親交を持つことは、定石だしね」

　ミカエルのお母様がカーロライ王国の元王女だった。そして、カーロライ王国の国王陛下が、ミカエルの叔父上。納得はできたが、理解が追いついてこない。だまりこんだ私に、ミカエルが苦笑をこぼした。

「いきなり話しすぎた？　ごめんね。僕も突然のことで、上手く話せなかったかもしれない。わからないことがあったらなんでも聞いて」

「ううん。……いえ、ありがとう」

　なんて返していいかわからなくて、それでも結局私は感謝の言葉を口にした。ミカエルがそれを教えてくれたことは大きい。これはとても大切なことだ。彼から聞くことができてよかったと思う。未だに情報の整理ができていないが、それだけは感じた。

　私の言葉を聞いたミカエルが、小さく笑ったあとに視線を伏せた。長いまつ毛がアメジストの瞳を扇のように覆う。彼の白い頬に影が落ちた。ややあってから、ミカエルは私に尋ねてきた。

「ねえ、アーリア。きみに触れてもいい？」

「えっ!?　あっ。え、えっと、どこに……？」

「首」

「くび……!?」

　まるで初めて聞いた単語のように言葉を返す私に、ミカエルがくすくす笑う。そして、彼は言った。

「大丈夫。なにもしないよ。ただ、触れたいんだ。………だめ？」

「だ、めってこと……は……。でも、そうよ。ミカエル。わたくしたちはそういう関係では……」

　彼に応えたいけど、恋人同士でもないのにそんなにべたべたしたら不埒なのではないかしら。そう思って口にした私だったけど、すぐにハッと気がつく。そして、ミカエルにぐっと詰め寄って聞く。

　脳裏に過ったのは、スターの言葉だった。

「ねえ！　そうよ。わたくし、聞いたわ。わたくしが次期王妃ってどういうこと？　スターが言っていたの」

　聞くと、ミカエルは一瞬瞠目したものの、すぐに目を逸らした。その目元は少し赤らんでいる。私がじっと見ていると、ややあってからミカエルが答えた。

「……政治的な話と、僕個人の感情の話。どっちが聞きたい？」

「どっちもよ」

「欲張りだな。どっちかじゃだめ？　僕としては、政治的な理由だけ話したい」

「あなた個人の感情は？」

「……かっこ悪いから、あんまり話したくない」

「わたくしは聞きたいわ」

　言うと、ミカエルはぐっ、と黙った。そして、私が黙って彼の言葉を待っていると、ややあってから目元を赤らめた彼が話し出した。

　落ち着きがなく、少し恥ずかしそうに話す彼は、いつもよりずっと年相応――十六歳らしく見える。いつもの彼はどこか余裕があって、実際の年齢よりもずっと大人っぽいものね。

「……トバルト兄上が幽閉になって、きみの相手が僕になる。これは、王侯貴族間ではよくあることだと思う」

「そうね。婚約者が亡くなったりする場合には、その血縁者に変更することもあるわ。今回は少し、特殊だとは思うけど」

　頷くと、彼は観念したように息を吐いた。

　そして、私の方を横目で見た。頬まで赤くなっている様子を見て、私までその熱が移ってしまう。互いに気恥ずかしくなりながら、思わず私は腰を引こうとして、手を取られた。私の手を覆うようにして手を握ったミカエルは、そのまま言葉を続ける。腰を引こうとしたタイミングで動けなくなった私は、俯いたまま、妙な体勢で彼の話を聞いた。もう顔を上げられる気がしない。

「きみが婚約者になる、って。すごく嬉しくて。正攻法で、誰にも咎められることなく、きみが僕のものになる。きみの気持ちはまだ聞いてないし、聞けてない。勝手にきみを僕の婚約者にすることは気が引けたし、きみが知ったら怒るかもしれない。そう思って、……ごめん。ここ数日、会えなかった。会って、婚約のことを知られて、怒られて……いや、きみに嫌われたらどうしようと思った。それでも婚約の解消はしたくなくて。それで、会えなかった。会いたいのに会えなくて、しかもそれが完全に僕の都合。……どう？　すごく情けないだろ」

　彼の声は淡々としていて、どこか苦しそうだった。思わず顔を上げると、彼は眉を寄せて、耐えるような、後悔するような。そんな顔をしていた。私は咄嗟に彼の手を握った。そんなことない、と私もミカエルのことが好きだと、そう言いたかった。

「そんなこと思ってないわ！　ねえ、ミカエル。わたくし、あなたのこと、」

　その続きの言葉は、なにを言うつもりだったのだろう。考える間もなく言葉が滑り落ちて、だけどその先はミカエルに「待って」と止められた。

　私が戸惑いながら彼を見ると、彼は私の手を握って、目を閉じていた。そして、息を二回、ゆっくり吐いてから目を開ける。その時には、もういつもの彼だった。年に似合わない、落ち着いた雰囲気のある、いつもの彼だ。

　ミカエルは小さく笑って言った。

「止めてごめんね。……でも、まだ言わないで。もう少し待ってくれないかな。まだ、僕は諦めたくない」

「ミカエル……。違うの、待って」

「ごめんね。アーリア。僕は狡いから、結婚式の夜。返事を聞かせて」

「ちょっ、待っ……」

「アーリア。お父上のことはどうする？」

「ミカエル!!」

　思わず彼の名前を呼ぶと、しかし彼はふわりと笑うだけだった。私はこの笑みを知っている。彼がこうやって笑う時は、てこでも動かない時だ。彼は見かけによらず頑固である。










十一章 お互いの人生 -




　その後は、レックスが彼を呼びに来て彼は連れていかれてしまった。話の途中だったけど、忙しい彼を呼び止めることもできずに、私はただミカエルを見送った。その目は多少、恨めしくなってしまったように思うけれど。

「もう……。もう、もう！」

　私はひとり部屋に残り、ソファに座ると、クッションを抱きしめた。私のお腹で潰されたクッションを抱えながら、ため息を吐く。

　私はなんとしてでも彼に気持ちを伝えたかった。だけど、ミカエルは違うみたい。聞きたくないという彼に、無理に気持ちを伝えてもいいのかしら？

　でも彼は私に断られると思い込んでいるのよね。だから聞きたくない。

　でも、どうしてそうなるの！　私の反応を見て、断ると思っているの？

　そう聞きたいが、しかし聞けるだけの勇気が私にはない。

　ミカエルが言っていたお父様の件は、私は特になにをするつもりもない。お父様はイステルの力の被害者だ。

　スターから聞いた話だと、お父様は今までの記憶を朧気ながらも覚えているのか、だいぶ思い詰めているようだ。

　ずっと、ずっとどうしてなのだろうと思っていた。イステルだけは可愛がられて、私は厳しくあたられる理由。

　私が大切にするものは全て取り上げられた。お人形も、宝石も、髪飾りも、リボンも、ドレスも。お友達や侍女だってそうだ。私に大切なものは持てなかった。私が気に入ったものは全てイステルのものになったし、お父様は私が駄々をこねると感情の一切ない顔で、私を叱った。

　愛されていないのは一目瞭然で、本当は私はお父様の子供ではないのかもと思うこともあったし、実を言うとイステルの力を知るまでは、もしかしたら、と薄々疑う気持ちがあった。

　でも、違った。全てはイステルの力のせいだったのだ。

　お父様は、お母様が生きていた時――まだ、イステルが力を使っていない時は、私もイステルも、平等に可愛がってくれていた。

『アーリアは美人だから、将来は大変だな』

　そう笑ってお父様は、私の頭を撫でた。

　夏のある日、庭園で、確か私とイステルは遊んでいたのだ。あまり覚えていないけど、太陽の光を背負うようにしたお父様が私の頭を撫でてくれたことだけを覚えている。

　その時のことを、昔のことなのにはっきりと思い出して、胸が絞られるように痛んだ。

　私はお父様に手紙を出した。手紙の内容は、一言だけ。なにを書いてもお父様をより追い詰めそうだったから、その一文だけにした。

『また頭を撫でてください』

　そして、白いかすみ草の小さな花ブーケと共に手紙を出した。最後に残ったたったふたりだけの家族なのだ。今からやり直せるのなら、やり直したいと思う。
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　ミカエルとはその後もなかなか話す時間が取れなかった。きっと、意図的だ。わざとミカエルは私を避けている。それはわかっているけれど、だけど彼は忙しい〝振り〟をしているのではなく、本当に忙しいようだ。私が彼を見かける度に彼は大臣や重臣の貴族と何事か話をしている。

　そもそも執務室にこもって一日姿を見ない日だってある。

　きっと結婚式の夜までそうするつもりなのだろう。タイミングを見て、捕まえたいと思う。そもそも私はミカエルを好きなのだし、その気持ちを早く伝えたい。

　私はミカエルの婚約者として、侍女と護衛騎士をそばに置くなら城内の散策を許された。元々トバルト殿下の婚約者だったこともあって、王城での歩き方はわかっているし、人のかわし方にも慣れている。

　ミカエルと話す時間が欲しい。だけど、捕まえられないのも事実。日に日に顔色が曇っていく私を見て、スターが「協力しやしょうか？」と申し出てきた。彼がそう言うということは、よほど私は酷い顔をしているらしい。

　彼いわく、顔を合わせる度に背負う雰囲気が重たいものになっていく、とのことだった。

　例えるならどんどん曇っていく空模様、だとか。

「今はひどい曇天でさぁ。今にも雨が降りそうですぜ」そう言ったのはスターだ。

　私にその自覚はなかったが、こうもわかりやすいのでは次期王妃として失格だと密かに落ち込んだ。

　いや、スターの勘が鋭いだけかもしれない。現に、レックスやロブには言われなかった。そう思うが、しかしあのふたりはとてつもなく鈍そうだ。レックスはそもそも色恋ごとには疎そうだし、ロブもそういったことに鈍そうだ。

　私はあまりにわかりやすい自分に反省して、気を引き締めることにした。そして、ちょうどその頃、カーロライ王国の王女が訪れた。

　その日は雲ひとつない快晴だ。

　王女殿下は薄紫色の髪がくるくると緩く巻かれている、可愛らしい方だった。年齢は十七歳で、ミカエルと私のひとつ上だ。

　ミカエルの叔父様――つまりカーロライ王国の国王陛下のご息女であるため、ミカエルの従姉妹ということになる。

　王女殿下と使者団体の歓迎パーティーが開かれ、その夜会で私は彼女と顔を合わせた。

　酷い有様だった城内は、しかしミカエルの差配が優秀だったのか、一週間もした頃には元通りとなった。流石に破れた絵画やカーペットは修復不可能なのでものが変わっていたり、調度品なんかも変わってはいるが、元の優雅な状態は取り戻せている。なるほど、これは大変だったはずだ。ミカエルと会った時、彼が疲れた様子だったのを思い出す。クマも凄かった。

　だけど今日のミカエルは歓迎パーティーがあるためか、顔色もよさそう……に見える。今日に合わせて体調を整えたのだろう。

　紹介された王女殿下の名前はナターシャ・カーロライと言うらしい。

「わたくし、自分の従兄弟がこんなに綺麗な方だと思いませんでしたわ」

「僕もあなたのような可憐な女性が親戚にいるとは思いませんでした。これから、お話する機会は度々あるでしょう。その際はよろしくお願いします」

「こちらこそ」

　社交辞令程度にナターシャ王女殿下とミカエルが会話を終えると、ナターシャ王女殿下は続けて私を見た。

　そして、値踏みするような視線を一瞬だけ私に流す。

「ごきげんよう、アーリア様。その髪色、とても綺麗ですわ。月下の元であれば尚更映えるに違いありませんわ」

「ありがとうございます。ナターシャ王女殿下。王女殿下の髪色は神秘的な紫なのですね」

「そう。なんの面白みもないの」

　ナターシャ王女殿下はそう言って少しだけ悪戯っぽく笑った。

　私よりひとつ上のはずだが、茶目っ気溢れる仕草は、私よりも年下に見える。

　正直、私は少しだけナターシャ王女殿下を警戒していた。理由は至極簡単だ。

　社交界において、〝月が似合う〟というフレーズは禁止ワードだ。女性相手においては特に。

〝月が似合う〟とはすなわち、夜の雰囲気――情事がお似合い、という意味合いになる。とは言っても、そんなしきたり、親しい友人間ではあまり気にすることもない。気にするのはお堅い方々だけであり、彼女らを相手にする時は特に言葉に気を遣う。相手が年配の女性や、マダムの場合は尚更だ。

　ナターシャ王女殿下がどういう意味でその言葉を投げかけてきたのかはわからないけれど、国が違えばマナーが違うことは大いにある。そして、カーロライ王国は最近まで他国と繋がりを持つことをしていなかった。カーロライ王国の社交界マナーについて情報が少なすぎるのだ。

　なのでナターシャ王女殿下の出方を探ってみたが、彼女の反応を見る限り、そう悪い感じはしない。ピリピリした様子も、挑発してくる様子もない。

　私は気を緩めずに、ナターシャ王女殿下を観察した。

　ナターシャ王女殿下は、どこを見ているのか、上手く視線が交わらない。こちらを見ているようで、その実、器用にも私の目を見ないようにしているらしい。社交界において、目が合わない人はたまにいる。大概そのひとたちは眉間や鼻先を見ていることが多く、ナターシャ王女殿下もそのタイプの方なのだろう。どちらにせよ、彼女の心の声を聞くことはできない。

「そんな。カーロライ王国は神秘的な国ではありませんか。その王女殿下が神秘的色合いの紫だなんて、女神の思し召しでしょうか？」

「ふふ。ありがとうございます。そう褒めて貰えると嬉しいですわ。でもわたくし、神秘的というのなら貴女とミカエル様のことを思いますわ。あなた方、並ぶと本当に綺麗。絵画のようだわ」

「お褒めに預かりありがとうございます」

　私も笑って答える。ミカエルは小さく笑みを浮かべるだけだった。そうして、私とナターシャ王女殿下の顔合わせは終わった。その後もミカエルは挨拶やら執務が残っているやらで忙しくしていて、私は寂しく壁の花だ。

　ミカエルの戴冠式は後日を予定しているから厳密に言うと彼は国王代理だが、やっていることは国王と変わりない。

　ちびちびグラスを飲み進めていると、見知った顔が何人か、私に話しかけてきた。会場で会うと時々話をする貴族令嬢だった。壁の花となっている私を気にして、声をかけてくれたのだろう。

　私は彼女らと談笑して時間をやり過ごしていたが、頭の中ではミカエルのことを考えていた。
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　つい先日から、私は王妃の間へと移っていた。いつまでも私を客室に置いておくのはよくないだろう、ということらしい。まだ私は王妃ではないし、ミカエルも国王ではないが、国王の婚約者としての部屋など王城に用意されているはずがなく、便宜上王妃の間があてがわれたのだと思う。

　ミカエルもまた国王の私室を使用しているそうだが、前国王が使っていた部屋をそのまま使用することに思うものがあるのか、城内が酷く荒らされた時に、併せて内装を少し変えたようだった。

　私とミカエルの部屋は、国王夫妻の部屋が間に入り、それらは続き部屋になっているようだ。

　とはいえ、私は国王夫妻の部屋はおろか、国王の私室にも立ち入ったことはない。それはそうよね。いずれ王妃になるとはいえ、まだ私は未婚の令嬢だ。異性の部屋を訪れるのは破廉恥であり、憚られるものだ。

　だけどどうにかタイミングを見つけてミカエルと話したい。そう思っていた次の日。

　ナターシャ王女殿下は朝からシュテン王国の顔と言っていい観光名所や、生産業を司る要所要所へと足を運んでいるようだ。

　案内は午前中はミカエルが対応し、午後はリンドロン伯爵が対応すると聞いた。リンドロン伯爵はハウトーン公爵の派閥であり、公爵の右腕とも言われている人物だ。リンドロン伯爵は社交界で色男として有名な方だ。あえて彼にしたのだろう。

　私は、と言えばナターシャ王女殿下の歓迎パーティを終えれば特にやることもなく、午後は散策をすることにした。王妃が行うことといえば、一番は社交界でのパイプ作りだろう。社交界の顔とも言えるし、流行そのものと言ってもいい。

　ひっきりなしにご機嫌伺いの手紙が届くが、それらにはまだ当たり障りない返事を返すだけに留めておく。表沙汰にはなっていないものの、王城はまだまだ混乱しているし、トバルト殿下と揉めた夜会に出ていた貴族で、一部記憶に混濁があるという人も少なくない。そして、お父様のように朧気に記憶がある、という方も。そうなるとその帳尻合わせや矛盾が出てこないように手を回す必要があって、それらをどうにかするにはまず、ミカエルが即位してしまうのが手っ取り早い。そして、私が社交界でどう動くかは、それから考えるべきだろう。それはミカエルとも事前に話している事だった。

　午後、麗らかな日差しを浴びながら侍女と近衛騎士を伴って裏庭に出た。まるでおとぎ話に出てくるかのように優雅で、美しく目を楽しませることに特化した庭園だ。歩道を歩いて季節の花を楽しむのもいいし、歩道から少し外れて、森林の香りを嗅ぐのもいい。私は歩道から少し外れて、小さな森のようになっている山道を歩くことにした。

　そして、少しして話し声が聞こえた。

　誰かいるのかしら？　でもここに立ち入るには王族の――今はミカエルしかいないから、彼の許可が必要なはずだ。そう思って、ついそちらに視線を向けてしまった。そして、思わず動揺して足を止めた。その場にいたのは、ミカエルだったからだ。そして、その隣にはナターシャ王女殿下が。木漏れ日を受けて淡く煌めくナターシャ王女殿下の紫色の髪と、ミカエルの柔らかな、クリーム色の髪が森林を背景によく映える。そしてふたりは、なにか楽しいことでも話しているのか、小さく笑みをこぼしていた。うっかり、心臓が止まったかのように息が止まった。そして、ハッとする。

　ここには私だけではないのだ。侍女や近衛騎士もいる。彼らに気づかれたらまずい――。そう思って、どうしてまずいの？　と冷静な頭で考える。

　だって、ナターシャ王女殿下は本来ならリンドロン伯爵に北方地方を案内してもらっているはずだし、ミカエルだって執務があるはずだ。

　なのにどうして、このふたりが、こんな場所で。まるで、秘めやかな関係かのように、わざわざ歩道から離れたこの場所で……？

　戸惑ったのは一瞬だった。私はもう一度彼らを見てから、この場を離れようとした。

　なにはともあれ、あとでミカエルに聞こうと思ったのだ。きっと、なにか理由があるのよ。そう思ってもう一度彼らを見た時、ナターシャ王女殿下が顔を上げて、ミカエルを見ていた。ナターシャ王女殿下は角度的に顔が見えないが、ミカエルは屈んでいるようだった。そして、

　――キスしてる？

　頭が真っ白になった。侍女から、気遣うような気配を感じて、私は持っていた日傘の柄をしっかりと握り直す。そして、そのまま踏み出した。

　――理由はなんだっていいわ！　気になるのだから、行ってみなきゃしょうがないじゃない。

　ふたりは未だにくっついたままだ。いや、くっついてはいないのだろう。距離が離れているからそう見えるだけだわ。サクサクと芝生を踏みしめながらそちらに向かうと、ミカエルが顔を上げた。そして、戸惑ったような顔をする。

「アーリア？　どうしてここに？」

　私がここにいてなにかまずいとでもいうの？

　すっかり私の頭の中は、ミカエルはナターシャ王女殿下とキスをした、という視覚情報のみにしめられていた。ぎゅ、と日傘の柄をしっかり握ってにっこりと微笑んだ。胸の中でぐるぐる渦巻く感情の正体はよくわからない。だけど、とても、不快だわ！

「ミカエルこそ。どうしてこちらに？　それに……ナターシャ王女でん、ナターシャ王女殿下!?　どうしたのですか？　ええっと」

　ナターシャ王女殿下に声をかけようとして、私はしかしそれまでの怒りが霧散するくらいに狼狽えた。なぜなら、ナターシャ王女殿下が泣いていたからだ。ミカエルと同じアメジストのような瞳に涙がきらきら光っている。彼女は私と目が合うと、誤魔化すように小さく笑った。

「ごめんなさい。アーリア様。このようなところお見せして……」

『ああ、こんなところを見られてしまったわ。もう消えてしまいたい。私ってどうしてこうなのかしら？』

　初めてナターシャ王女殿下と目が合って、自己嫌悪溢れる心の声が流れ込んでくる。困惑したまま、私はナターシャ王女殿下に傘を差し出した。ナターシャ王女殿下は日傘を持っていなかったからだ。そして、彼女には連れの侍女もいなさそうだった。困惑してミカエルを見ると、彼はため息をついて、そしてナターシャ王女殿下に言った。

「王女殿下、アーリアにも話しても？」

「そうね。そうなりますわね……。どうにか協力してもらわなきゃ……」

「諦めないんですね？」

「もちろん。私の辞書には諦めるなんて単語はありませんのよ。絶対に、絶対にものにして見せますわぁ!!」

　そしてまたばっ、とナターシャ王女殿下は顔を覆った。泣いているようだ。大いに困惑した私はミカエルを見て、ミカエルは眉を寄せて傍目にもわかるほどに〝面倒なことになった〟という顔をしていた。そして、私を見て、笑みを浮かべる。その笑みにはいつものような穏やかさはなく、どこか疲れているように見えた。

「ナターシャ王女はね、リンドロン伯爵に恋をしてしまったらしいよ」

「え……!?」

「一目惚れなんだって。ね。ナターシャ王女？」

「……そうですわ。私、初めて恋をしましたの。これは紛れもない恋ですわ。私こんなに胸がドキドキするの初めてなの。それで……うっかり、勢い余って告白してしまったんですわ！」

「ええ……!?」

　それは思った以上にアグレッシブな王女様だ。いきなり気持ちを伝えられたリンドロン伯爵もきっと困惑したに違いないだろう。社交界でも色男として名を馳せているリンドロン伯爵だが、まさか初めて会った王女殿下すらも虜にしてしまうなんて。私はリンドロン伯爵の顔を思い浮かべた。野性味のある金色の瞳に、黒い短髪。ガタイのいい、男性としての魅力に溢れた方だった。ナターシャ王女殿下はきゃー！　と黄色い声をあげて顔を覆う。顔は真っ赤だ。

「だけどね。すぐに断られてしまったの。自分には勿体ないって、そんなことないわ！　あれは私を振るための社交辞令よ！　乳母のマアサも言っていたわ。殿方は、そうやって応えられない相手には当たり障りなく言葉を返すのでしょう!?　ねぇ、ミカエル！」

「勝手に名前を呼ばないでください。あなたとは初対面のはずです」

「もう二回目よ！　薄情な従弟ね。私の恋路を見守ってくださらないの!?　人の恋路を邪魔する愚か者は馬に蹴られて死ぬのよ！」

「僕は邪魔してないだろ！　そもそも、きみとリンドロン伯爵の恋など正直どうでもいい。勝手にしてくれ。あと、泣いて化粧が崩れてる。勝手に部屋を抜け出して泣きくれるのはいいが、せめて侍女をつけろと言ってるだろ！　きみは本当に僕の従姉妹か？　どうしてこんなに奔放なんだ？　カーロライ王国はどういう教育をしてるんだ」

「私の国を悪く言わないでくださる!?　あなたの母国でもあるのよ！　そもそも私を育てたお父様は、あなたのお母様のお兄様だわ！」

「それは知ってるけど……」

　ため息混じりにミカエルが呟く。そして、またため息を吐いて私を見た。そして、私の後ろに控える侍女と近衛騎士団を見て、彼らに言う。

「ナターシャ王女殿下を部屋に連れて行って差し上げろ。逃がすなよ」

　とても他国の王女に対する言葉とは思えない。私の後ろで従っていた彼らは頭を下げてミカエルの命令に従った。

「はっ」

「アーリアは僕が部屋まで送るから」

　ミカエルが言って、ナターシャ王女殿下を促す。未だにボロボロ泣いていたナターシャ王女殿下は、しかしすぐにばっと顔を上げた。爛々とした瞳でミカエルを見つめ……いや睨みつけている。

「追い返すつもりね！　私、言ったわ。リンドロン伯爵はあなたの部下なんでしょう？　上手いこと言ってふたりきりになる機会を作って欲しいの。それで、彼の好みの女性も教えて欲しいですわ!!」

「リンドロン伯爵の好みなんて知るはずがないだろう！」

「私の愛読してる小説〝ラビリンスの行方〟ならここで、従兄弟であるあなたがサポートしてくれる場面よ！　裏庭でひっそり泣き濡れている私を見つけたあなたは、私を哀れに思ってリンドロン伯爵にそれとなく伝えてくれるの。リンドロン伯爵はそれを聞いて、私を気にするようになるのよ。それなのにあなたときたら、私の話をうわの空で聞いて、しまいには『目の下になにかついてますよ？』ですって!?　それは私が泣いたせいで崩れた化粧よ!!」

「あなたの愛読の小説にも興味ないし、その恋路もご自由にしてください。あと、顔は本当に大変なことになってるのであとで鏡で見た方がいいですよ。さっき、急に俯いたでしょう。だから体調が悪いのかと思ったんです。我が国で紛らわしいことをしないでください。あなたは私の従姉妹とはいえ、国賓なのですから。ああ、それと」

「まだあるの！」

　悲鳴をあげるナターシャ王女殿下。

　私はそれよりも、ミカエルとナターシャ王女殿下の言葉を聞いて人知れずほっとしていた。どうしてふたりが一緒にいたのか……気になっていたのだ。だけどナターシャ王女殿下の話を聞く限り、偶然ミカエルが彼女を見つけたのだろう。

　そしてさっき、キスしていたように見えたのは、俯いたナターシャ王女殿下を心配したミカエルが様子を伺おうとしただけだったのね。

　辛辣な様子のミカエルと、リンドロン伯爵に熱を上げているナターシャ王女殿下。ふたりにはとてもではないが言えない。まさか、彼らが秘密裏に逢瀬をして、キスをしているように見えた、だなんて。私はひとり勘違いをしたことで羞恥心に震えた。

　ミカエルに問い詰める前でよかった……。

　ひとり胸を撫で下ろしている私に気づかず、ふたりは会話を続けている。

「これが重要です。僕にそういう色恋の手配を期待しないでください。他人の恋路は本当にどうでもいいので」

「酷い！　それでも従兄弟なの!?」

「初めて会いましたし、ほぼ初対面の私に血縁からの情を求められても。それより、先程も言いましたが、顔、本当に酷いですよ。リンドロン伯爵に見られたら千年の恋も覚めるどころか、始まる前に終わります。部屋に戻ってもらえますか？」

　憤るナターシャ王女殿下をそのままにミカエルは淡々と言葉を続ける。

　ナターシャ王女殿下はふとご自分の顔に触れた。確かにナターシャ王女殿下の顔はかなり大変なことになっているわ……。たくさん泣かれたのか、化粧は落ちるレベルで崩れている。もはや素顔にペイントを施したと言ってもいい。彼女は手に着いた顔料に気がついたのだろう。顔を顰めた。

「確かにあなたの言うことも一理あるわね。淑女の泣き顔は武器のひとつだと本に書いてあったけど、こんなに大泣きしていたら意味がないわ。こればかりはあなたに同感」

　そう言ったナターシャ王女殿下はそのまま顔を上げた。彼女と真っ直ぐに目が合う。

『リンドロン伯爵様………。あんなに相手にされないなんて！　小娘だからといって侮ってるのね。いいわ。見てなさい。大人の色気でばっちり篭絡して差し上げるんですから！　十個差がなによ。いいえ？　正確には九個差だわ！　リンドロン伯爵、ううん。次会ったらファーストネームで、ロバート様ってお呼びするんだから!!』

　ナターシャ王女殿下はなかなかに強かなようだ。そして、私を見るとにっこりと笑った。歓迎パーティで見た時のような作った笑みではない。

『この従兄弟は全然協力してくれないし、そもそもお父様に顔が似ていて、なんだかお説教されてる気分だわ。でもそんなこのひとも愛してる人がいるのね……。羨ましいわ。両思いなんて。しかもこんな美人な人。私にはこんなに冷たいくせに！　差別する男はよくないわ。リンドロン伯爵を見習った方がいいと思うの』

　心の声が流れ込んできて、ミカエルをぼろくそに罵った彼女は、宣言するように言った。それは堂々としていて、王女としての威厳を感じられた。

「私、あなたとミカエルのように互いを想い合える関係をロバート様と築き上げますわ。アーリア様。どうか見ていてください」

　そして早速ロバート様と呼ぶことにしたようだ。私が笑みを返すと、ナターシャ王女殿下は満面の笑顔を浮かべて、そのまま足取り強く去っていった。

　これからリンドロン伯爵を篭絡するための手段でも考えるのだろうか……。

　一連の流れに呆気に取られていると、ミカエルがため息を吐いた。

「はあ……。まさか、僕の従姉妹がああも奇天烈だとは思わなかったな。母上もああいう性格だったのか？」

「どうなのかしら……」

　私もナターシャ王女殿下のことを思って、最初に会った時に比べてずっとその性格が激しかったことに驚きを覚えていた。ナターシャ王女殿下と、それを追うようにして侍女と近衛騎士がいなくなり、静かになった森林の中で、鳥の鳴く声がどこからか響いた。

　そして、ミカエルが柔らかな笑みを浮かべながら私に手を差し伸べてくる。

「それじゃあ、部屋までお送りするよ。僕のお姫様」

「ありがとう。でも、ミカエル。あなたここ最近わたくしのこと、避けていたでしょう？　なのにどうしたの？　突然」

　その言葉に僅かに動揺したようにミカエルの指先がぴくりと動いたが、彼は笑みを保ったままだった。そして、ややあってから彼は息を吐いて言った。

「僕の気持ちは変わらない。きみの気持ちを聞くのは、結婚式の夜だ」

「横暴だし、自分勝手だわ」

「そうだよ。僕は自分勝手だ」

「でもわたくし、そんなあなたが好きよ」

「ごめんね。僕は狡いし自分勝手で利己的だ。きみに嫌われても仕方な……は？」

　気持ちは、思ったよりもあっさりと口に出てしまった。口に出てから、私もしまった、と思ったが、ミカエルはそれ以上だったらしい。彼は足を止めて、私をばっと見た。そして、あからさまに困惑した様子を見せながら話し出す。

「え？　は……？　いや、今のは僕の幻聴？　いや……？　は？　ねえ、アーリア。きみは今なにか言った？　上手く聞き取れなかったみたいなんだけど」

　ミカエルはしきりに目を瞬かせながら私を見た。

　こんなに動揺している彼を見るのは初めてかもしれない。私はそんな動揺しきりの彼を見ていると、むしろ冷静になってしまった。そして、先程よりもずっと大きな声で、はっきりと言いきった。

「わたくし、あなたのこと好きよ。……あ、愛してるわ！」

　少し恥ずかしくなってしまったが、しっかり言い切る。そうすると、ミカエルは僅かに黙り、そしてややあって顔や首元まで真っ赤に染めた。そのまま「え？」やら「は？」やら、意味のわからない言葉を繰り返していたが、少しして、顔を手で覆う。といっても、片方の手は私と繋いでいるので、彼は左手でしか顔を覆えなかったが。隠しきれない赤い目元のまま、彼は私を見て、やがて小さく言った。

「え……？　本当に？　いや、アーリアが嘘を言うはずないよね。でも、どうして？　なぜ？　僕のどこが？　いや、そもそも……あああ。だめだ。頭回んない。ねぇ、アーリア。もう一回言って。本当に？　冗談じゃない？　……待って、それは親愛の情？　友達として？　家族愛？　僕はそういうのは求めてないんだけど。僕はもっとこう、男女の、夫婦的なそういうのが」

「わかってるわ。わたくし、ちゃんとあなたを、その、だ、男性として好きだわ。愛してるの。あなたを愛おしいと思うのよ。……これじゃあ、だめ？」

「……っだめじゃない!!」

　突然大声を出したミカエルに腰を掴まれて、抱き上げられる。ひゃあ、と変な声が出て、咄嗟に彼の肩に掴まった。ミカエルは私をしっかりと抱きしめて、そして何度も言葉を繰り返す。

「本当に？　夢じゃないよね。これは……」

「び、びっくりした。でも待って。ミカエル。わたくし、あなたにひとつ聞きたいことがあるの」

「……聞きたいこと？　なに？」

　少し冷静さを取り戻したのか、私を抱き上げたまま、ミカエルが話す。私はミカエルの肩に手を乗せたまま、彼の指先に視線を向けた。そして、それから彼の目を見る。アメジスト色の、彼の美しい瞳を。

「……あなたが小指につけている、その指輪についてよ」

「ああ。これ……」

　ミカエルは落ち着きを取り戻したらしく、私をその場に下ろした。そして、それをするりと指から外した。思わず、驚く。彼がそれを外したところを私は見た事がなかったからだ。

「外してもいいの？」

「いいよ。多分、もう必要がないものだから」

「え……？」

　戸惑って言葉を返すと、ミカエルがふわりと優しく笑う。それは、私が今まで何度も目にしたことのある笑みだった。そして、ミカエルは言った。

「これはね、公爵夫人――きみのお母上から貰った指輪だよ。約束の指輪だ」

「約束の……指輪？」

　私はふと、思い出す。初めて彼と会った時、別邸で私が指輪について聞いた時のことだ。彼はその時、『これは、大切なひととの約束なんだ。だから、外すわけにはいかない』と答えた。そしてその後、話題が変わって……いや、話題を変えられて、指輪について聞くことができなかった。彼は指輪について触れられたくないのだと思っていた。

　ミカエルは指輪を軽く握って、話し出した。彼の話を。

「アーリアは、何回目？」

「え……？」

「僕は、五回目だよ」

「は……？」

　思わず顔を上げると、ミカエルは優しい、それでいてどこか悲しい顔をしていた。




＊＊＊




　生まれつき病弱だった僕は、人に愛されるということを知らずに育った。母は物心着く前に儚くなったから大事にされていたかすらわからない。父は母にしか興味がなく、見てくれの似ている僕を気には入っていたが、だからといって特別扱いはしなかった。王妃やほかの王子の手前、僕は放って置かざるをえなくて、当時、僕に構う人間なんていなかった。

　当時はそれに寂しさや虚しさを覚えたが、今となってはそれでよかったのだと思っている。というのも、国王である父にとって、そうする以外手がなかったのだろうし、きっと父は恐れたのだろう。自分を可愛がることによって、僕が害される未来を。それを避けるために、無関心を貫いたのだと思う。でなければ、時々気にするような視線や素振りを見せることはなかったのではないだろうか。もし完全に僕に興味がないのなら、きっともっと無関心だったはずだ。

　それに特に思うことはないが、それならもっと上手くやるべきだとは思った。

　六歳の頃、王城で女の子と知り合った。その子の名前はアーリア・レイズモンドといって、海の底のように深い青色の目をした女の子だった。彼女と出会ったのは、裏庭の一角。森林のようになっている山道の途中道だ。彼女は不貞腐れて怒っていた。話を聞くと、どうやらトバルト兄上と上手くいっていないらしい。トバルト兄上はその時十四歳で、まだ六歳のアーリアとは話が合わないのも仕方ない。アーリアはぶちぶちと雑草を抜いていた。庭師に喜ばれるだろう。

　それから、僕たちは度々話すようになった。

　だけどある日、アーリアが熱を出して、僕は陛下に許しを得てからアーリアのお見舞いに行った。トバルト兄上は興味がなさそうで、当時は女遊びに耽り、どうでもよさそうだった。僕はそれに感謝した。もし行くなと言われていたら、きっと僕は無理にでも行ってしまっただろうから。

　熱を出してしまった彼女の元にお見舞いに行くと、ガーデンパーティーや行事にも欠席がちな公爵夫人に会った。彼女は僕を見て、目を丸くした。そして、ひとめで気づかれたのだ。

『王子殿下は、アーリアをよく思ってくださっているのですね』

　夫人に言われて、僕は胸が掴まれたように痛くなった。それは、婚約者のいる女の子を好きになったことを気づかれてしまった、という恐ろしさもあったし、純粋に、気になる子の母親に気持ちを知られてしまった気まずさもあった。だけど夫人はくすくす笑って、『これを。あの娘を本当に想ってくださっているのなら、きっと役に立ちます』と言って、この指輪をくれた。シルバーリングは子供の僕の親指にちょうどなくらいのサイズで、夫人はそれを見て、またひとつ笑った。

『本当はアーリアに渡そうと思っていたんです。だけど……よかった。王子殿下にも使えそうなデザインですわ』

『ですが、夫人。これは？』

『お守りです。あなたと、アーリアへの』

　夫人はそう言って、また少し咳き込んだ。すぐに侍女が飛んできて、ベッドに戻るように諭す。夫人は笑って僕を見て、また『アーリアをよろしくお願いします』と話した。

『わかりました。あなたの信頼を損ねません』

　僕は頷いて、指輪を握りしめた。

　侍女がなんの話かわからずに戸惑っていたのを思い出す。だけど夫人は僕を見て、そしてまた、優しげに微笑んだ。安心していたようにも見えた。

　当時、アーリアの婚約者はトバルト兄上だったのに、彼女は僕にアーリアを任せたのだ。この時から、僕はアーリアを自分の妻にしようと決めていた。なにより、夫人に認められたのだという気持ちが強かった。

　夫人から貰ったのもあって、指輪は大切にしていた。やむを得ず、表面上は死んだことにしてハウトーン公爵に匿われた時もアーリアのことを忘れることはなかった。

　だけど十五の時。アーリアがトバルト兄上と結婚する一年前のある日、僕はハウトーン公爵にあてがわれた屋敷に潜り込んだ刺客によって、瀕死の重症を負わされた。

　寝たきりの状態が続いて、その状態が治るまで一年半を要した。

　意識が混濁する日々が続き、ようやく起き上がれるようになった時には、アーリアは死んでいた。

　妾妃であるイステルに毒を仕掛けて、その罪を償うために死罪となったらしい。

　ふざけるな、と思った。

　アーリアが毒など仕込むはずがない。人を殺すなんてできるような子じゃない。

　それに、相手はイステルだ。アーリアは姉らしく、イステルをそれなりに可愛がっていた。

　イステルは反抗的で、僕にも会う度につまらなそうな、小馬鹿にした態度を取っていたが、そんな彼女にもアーリアは根気強く話しかけ、諭していた。

　そんな彼女が毒を？　すぐに嘘だと思った。

　だけど、その時には既に死刑は執行されていた。悔しかった。あまりにも悔しくて、無能なトバルト兄上が憎かった。

　僕がハウトーン公爵に匿われてすぐの話だ。

　第二王子であるロディオ兄上が殺された。相手はトバルト兄上の手の者だ。ロディオ兄上の死について怪しんだハウトーン公爵が内々に調べあげ、その痕跡を見つけたという。

　それについてトバルト兄上はなにも知らない。ロディオ兄上の死因が自分のせいだなんて夢にも思っていないのだろう。許せないと思った。

　ロディオ兄上のことだけではない。アーリアのこともだ。

　アーリアはいつの間にか、毒婦だの奸婦だの好き勝手言われていた。妹の恋人を寝取る悪女だと囁かれ、云われない風評被害を受けていたのだ。

　悔しさと、なにもできなかった自分が愚かで情けなくて仕方なかった。

　トバルト兄上が憎くて憎くて仕方なかった。血の繋がった兄だと言うのに、ここまで憎く思えるのか。憎悪に血など関係ないのだと知った。

　あの無能な男が国王など、国が傾くに決まっている。

　僕はハウトーン公爵の力を借りて、その後反逆を起こして、トバルト兄上を討った。

　その後国王として王冠をいただいたが、どこまでも胸に広がるのは虚しさだけであり、なんの感慨も湧かなかった。アーリアがいない今、小指に嵌る指輪はただの玩具のように見えた。

　幼い頃はぴったり親指に嵌っていた指輪は、しかし成長するにつれ中指へ、薬指へ、人差し指へ、そして小指にしか嵌らなくなっていた。

　もう意味をなさないであろうそれを何度外そうか、そう思った。

　だけど、外すことはできなかった。

『これを。あの娘を本当に想ってくださっているのなら、きっと役に立ちます』

　夫人のその言葉を信じていたからだ。

　そして、ある日のことだった。僕は信じていた部下の裏切りにあい、命を落とした。

　驚きも悔しさも感じなかった。ただ、自分の手落ちを知っただけだ。

　僅か十代の自分が国王などまだまだ荷が重かったのだと知った。

　そして――。

　僕は二度目の人生を送り直した。しかし、戻った時にはもう、アーリアは死んでいた。

　僕が戻ったのは十六歳の冬の日。聖夜祭の日であり、夫人の命日だ。

　ベッドからようやく起き上がれる、そんな時に戻ってしまった僕が確認したのは、アーリアのことだった。

　確認すると、なぜか前回と違ってアーリアは一年早く死んでいた。

　しかも今回は馬車の事故だ。

　なぜだ、どうして。僕は焦ったし、憔悴した。

　ここは平行世界なのか？　選択肢が続いた先の世界。その世界に飛ばされているのか。

　頭がおかしくなりそうだと思った。地獄というのなら、彼女のいないこの世界こそがまさしく地獄と呼ぶにふさわしい。

　彼女のいない世界になど、何の価値もない。

　何度も何度も発狂しそうなくらい考えて考えて、ようやくたどり着いた解は簡単なものだった。もう遅いのだ。もう遅い。

　今さら何を考えても何を思っても、アーリアはもう死んでいるのだ。

　そう、アーリアはもう、死んでいる。

　――それなら何を危惧する必要がある？

　戻るのが遅かった。胸に渦巻くのは悔恨の思いだけだ。どうして、巻き戻れるのならもっと早くに戻してくれなかった!?

　僕はまた、トバルト兄上を討った、そして、王位を得た。何の理想論も大儀もない。ただ、彼女の復讐をこの手でしたかった。それだけだ。

　そしてそれを二回、さらに繰り返した。きっともうこの時点で僕はおかしくなってしまっていた。

　どんなに巻き戻ってもアーリアは死んでいる。しかも死ぬタイミングはバラバラだ。

　だけど僕は、何回巻き戻っても彼女の死に間に合わない。

　狂ってしまいそうだった。いや、もう僕は狂っているのだろう。

　四人のトバルト兄上を殺して、四人の僕が殺されて、四人のアーリアが死を迎える。

　四回目はいよいよ耐えられなくなって、死を待てずにそのまま自死した。

　自死したら戻れなくなるのではと一瞬思ったが、もうどうでもよかった。

　彼女のいない世界になんて一秒たりともいたくない。その思いだけだった。痛みも悲鳴もすべてが遠のく。そして、意識が飛んで――すぐに意識が鮮明になった。

　そして僕はまた、自分が巻き戻っていることを知った。

　そして、五回目の人生。――ようやく僕はアーリアが死ぬ前。十歳の、ハウトーン公爵に引き取られた直後に戻ることができたのだ。




＊＊＊




「……これが、僕の話だよ。夫人がくれた指輪にヒントがあるんだろうとは思っていたけど、きみの話を聞いて納得した。まさか魔女だなんてね。きみのネックレスも似たようなものだと思う。きみの場合は魔力増強――補助道具のような役目を果たしてるのかな」

　ミカエルが何気なく言ったことは、しかし私の胸にひどい悲しみをもたらした。なにを言えばいいのかわからない。私と同じようにミカエルもまた、四回の人生を送っていた。そして、その度に私を探そうと、助けようとしていて……くれた？

　今までの人生、全てにミカエルがいて、彼は私を助けようとしてくれていたのだ。巻き戻る度に私を探して、その度に既に死んでいた私を知って、彼はどう思ったのだろう。きっと、酷く苦しんだに違いない。

　私はミカエルと再会した時のことを思い出した。その時の彼の心の声は、切実な色を孕んでいた。

《もう絶対に離れたくない。ここで後悔したくない。そのために僕は……》

　思わず口を手で覆うと、ミカエルがそっと顔を覗き込んできた。そして、私が泣いてるのを見て、苦笑した。

「泣かせちゃったね。ごめん」

　指で私の目元を拭いながら、ミカエルが言う。

「そう言えば……イステルのこと。きみはどうして、彼女が灰になると知っていたの？　それも本に載っていた？」

「スターに聞いたの？」

「聞いたよ。大活躍だったんだってね。それまではきみも僕と同じように巻き戻ってるとは思わなかった。だけど、裏カジノのことを聞いて、ね。もしかしたら、って思った。僕としてはきみに、今までの記憶がない方がいいと思っていたんだ。知らないなら、知らないままの方がずっといい。あんなの、覚えてない方がずっといいんだ」

「ミカエル……」

　私は、彼の手をぎゅっと握って、その手を自分の額にくっつけた。今までの人生。何度死に戻ってどうして死んでしまうのか不思議で、やるせなくて、苦しくて、悲しかった。自暴自棄を起こして家を出て、そこで暴漢に襲われて死んだこともある。そのことを思い出すと今でも背筋が震える。私は、ミカエルの手をしっかりと握った。彼の手は温かい。

「イステルのことは……お母様から聞いたの。遺言だったのですって。悪しきものは、裏切りの罰に灰となる――。お母様は、わたくしに……わたくしとイステルにそう伝えたかったのだそうよ」

「悪しきもの……それは、魔女のこと？」

「わたくしも最初そう思ったの。でも、違ったのよ。〝悪しきもの〟というのは、悪魔と契約する魔女のことを指すのだと思うわ。悪魔と契約して、人の魂を生贄に、魔力を増幅する行為……。それが魔女の契約。お母様は、悪魔と契約する魔女のことを〝悪しきもの〟と称したのだと思うの。契約の本が残っていることの方がおかしいくらい、禁忌的な行いですもの」

「なるほどね。それを教訓にアーリア……というよりイステルかな。イステルにそう忠告したんだね」

「でも、それは無駄になってしまったわ……」

「そんなことないよ。だってその契約の履行を阻止したのはアーリアでしょう？　お母上の遺言を聞いて、それを知ったアーリアは、生贄となったこの国の人々を助けるために儀式の完成を止めた。アーリアはいわば、シュテン王国の英雄ヒーローだよ。きみは何千何百の、この国の命を救ったんだ」

「ミカエル……」

　思わず顔を上げる。彼と瞳が合って、視線がぶつかる。アメジストの瞳は木漏れ日を受けてきらきらと煌めいていた。彼が小さく笑みを浮かべる度に少し長い前髪が揺れた。本当に綺麗なひとだ。昔は天使のようだと思ったけれど、この世のものとは思えないほどに美しいところは昔と変わっていない。日焼けを知らないような白い首筋に、白皙の頬。

　だけど彼の目元と、その頬には薄らと赤みが残っている。

「今度は僕の番だね。……あの日、きみとロブスターが乗り込んできた時」

　ロブとスターのことまとめて呼ぶのね、と思ったが、口にしなかった。私が黙っていると、ミカエルは顔を上げて、どこか遠くを見るような顔をした。

「僕は、死ぬつもりだったんだ」

「え……!?」

「とは言っても、僕は死なない。今まで死んでも生き返って――人生が巻き戻っていたんだ。きっと次もそうだろうと思った。でも、以前もそうだったから次も、なんて保証はない。だから、その手はギリギリまで使いたくなかった」

「…………」

「あの夜、広間の床が完全に抜け落ちて、天井も落ちて、ナイフが降ったのを覚えているよね？」

「……ええ。あれは……なんだったの？」

〝死ぬつもりだった〟というミカエルの発言と照らし合わせると、だいたい予想がついた。それでも口にして彼に尋ねると、ミカエルは私を見て、優しい笑みを浮かべた。私を安心させるような、そんな笑みだ。

「もし、イステルに場を掌握されてどうしようもなくなったら、部屋ごと落とそうと思ったんだ。流石に魔女と言えど、地下まで落とされてナイフで滅多刺しにされて水に沈められれば死ぬんじゃないかなって思ってね。それには多数の人間を巻き込んでしまうとも思ったけど……あの女を野放しにしている方がまずい。だから僕は時間を決めていたんだ。日が変わって、一分が経過したら、仕掛けが作動するように細工しておいた」

「……水」

「そう。水だよ」

　私はふと、思い出した。そう言えば、レックスが広間の扉を閉めたあとに、水が流れる音を聞いた気がする。それを話すと、ミカエルは「そう。それだよ」と答えた。

「王城には色んな仕掛けがあるんだ。対侵入者用にね。僕も知ったのは実際に国王になってから――……二回目かな。三回目かな。とにかく、実際国王の私室を使用するようになってから知ったことだったんだけど」

「……そうなの」

「でも、そうだな。今は本当に死ななくてよかったと思ってる。それもこれも、アーリアのおかげだ。きみが、僕の命を救ってくれた」

「大袈裟よ。私はただ、イステルと話しただけで……。なにも特別なことはしてないわ」

「きみはいつもそう言うね。でも、きみは僕のために城に来てくれたんでしょう？　それは十分、特別な事だよ。きみにとってじゃない。僕にとって」

「それは……時間稼ぎしようと思ったの。日付を超えればイステルは灰になるとわかっていたから、それまで私が話をして、彼女の力を相殺しようと……」

「そう言えば、イステルの力はきみに使えなかったようだね。それは、きみの力が理由？」

　ミカエルに聞かれて、私は頷いた。

　そして、ミカエルを見上げた。

「ミカエルも……イステルの力が効かないようだったわ」

「あれは……効いてたよ。でも、なんとか耐え忍んでたって状態かな。でも、彼女にも言われたな。耐性があるって。……心当たりがあるのは、夫人の指輪、だけど」

　ミカエルが指先で指輪を掴んだ。そして、私に見せてくる。私もまた、ミカエルの手を掴んでそれを見る。銀色の指輪は、太陽の光に反射して鈍く煌めいている。

「お母様に……守られていたのね。わたくしたち」

「そうだね。夫人はこうなることを予期していたのかもしれない」

　私は、ミカエルを見上げた。そして、彼の綺麗な顔をじっと見る。私の視線を受けて、ミカエルも柔らかくはにかんだ。その頬や目元は赤い。私もきっと、似たような顔をしているに違いない。私は、自分でも驚くくらい緊張しながら話した。

「ま、前に」

　しかも声はひっくりかえった。

　私の緊張しきった様子にミカエルも戸惑って、だけどしっかりと私の目を見て言葉を返す。

「うん」

「私にさ、触りたいって言った」

「…………！」

「わ、私も触りたい、って思う。あなたに。……だめ？」

　恥ずかしくなって俯いてしまいたくなるが、しかしここで俯いてしまっては意味がない。しっかりと彼と視線を合わせて尋ねると、ミカエルは顔を赤くして私を見た。きっと私も負けず劣らず彼と同じくらい顔が赤い。

　ミカエルはじっと私を見てから、私の手を取って、その指先に口付けた。それは、左手の薬指だった。彼が以前、口付けをさせて欲しいと言っていた箇所だ。

《どうか、返事を貰った時には、この指に口付けをさせて。きみに、誓いのキスをさせて欲しい》

　顔がぶわりと熱を持ったのがわかる。

　私がまごついていると、ミカエルが顔を上げた。そして、彼もまた、小さく照れ笑いのようなものを浮かべて言った。

「……伝わった？　僕の気持ち」

　どうやら、心でなにか伝えてくれていたらしい。私は首を振って、答えた。

「あのね……ミカエル。わたくし、どうやら、心を読む力、失ってしまったらしいの」

「え!?」

「このネックレス……もう、力はないと思うの。魔女はね……恋をすると力を失うの。だからわたくし……」

　魔女は、恋をするとその力を失う。だからお母様は魔力が弱くなり、その膨大な魔力に反して体が弱くなってしまった。私はほんの僅かにしか魔力がないのに加え、お母様から貰った補助具であるネックレスを付けないと力を使うことすらできなかった。だから、恋をしたことで――その力を失うことだけに留まったのだろう。私は、頬が熱を持つのを感じながらミカエルを見た。

「ミカエルを好きだと自覚したのは随分前なのに……今、力を失った、ということは、お互い気持ちを伝え合う必要があるのかしらね？　両想いになったら魔力はなくなってしまうのかしら」

　恥ずかしくなってつい余計なことを口にしていると、不意にミカエルに強く抱きしめられた。

　思わず息を飲む。そうして、ミカエルが言った。

「……アーリア。僕はね、さっき、きみに愛してるって言ったんだ。何回生まれ変わっても、何回人生が巻き戻っても、ずっときみだけ。きみだけを、永と遠わに愛し、きみだけを求めるよ。僕はきっと、きみ以外を愛せない。大好きなんだ。愛してるんだ。……きみだけなんだ。……僕はさっき、きみにそう伝えたんだ」

　そう言ったミカエルの声は、どこか泣きそうだった。私も思わず、感極まってミカエルに抱きついた。










あとがき




　お世話になっております。ごろごろみかんです。

　またお前か、という声が聞こえてきそうです……そうです。また私です。

　ベリーズファンタジーにて四冊目となる本を書かせていただきました。

　今回、執筆するにあたってまず担当者様に本当にお世話になりました。電話打合せの際、マシンガンの如く話してすみませんでした……。ですがそのおかげで過去にないほどプロットをしっかりと組み立てられたと思います。

　まず、当作はネックレスをキーアイテムにし、死んでいるはずの第三王子がヒーローということは最初に決めていました。ミカエルは「今さら本物の聖女といわれてももう遅い！」のアリアス以来の弟属性ヒーローです。とても書きやすかった!!　ミカエルは弟属性なのもあって、本来の性格は優しく、親切です。だけど四回の人生で国王となり散々裏切られたり謀られた結果、疑い深く、他人に必要以上の関心は持たない、計算づくで動くようになります。ミカエルが五回の人生で変わってないのはアーリアへの想いと態度だけです。

　本編、書いてて楽しかったのはナターシャとミカエルのところでした。逆に書いてて苦しかったのはアーリアとイステルのころです。派手な姉妹喧嘩でしたね。取っ組み合いの喧嘩。

　私には姉がいるのですが、取っ組み合いの喧嘩とかしたことないなぁ。喧嘩すると姉はめちゃくちゃ怖かったので、ヒェ……（涙）となって先に折れてました。姉は怒らせると怖いですね。

　アーリアはイメージとして、〝キツそうなお姉さんに見えるけど、話すと普通の人〟でした。外見と中身のギャップ萌えです。書いてて楽しかったです。

　今回書き進めるにつれ、文字数が膨らみに膨らみ、最後の方は焦りながら文字数を都度都度確認していました。何とか収まって本当に良かったです。

　そういえば今回、ホクロのあるキャラクターを出せませんでした。無念。いつか特徴的な瞳のキャラも書きたいです。

　刊行時期は十月ということなので、これを読んでいただいてる方はもう二〇二二年も終わりなのではないかなと思います。二〇二二年、いかがでしたか。私は怒涛のように過ぎ去りました。私事ですが、年を跨ぐと本業が繁忙期に入りますので、戦々恐々としています。

　ですが個人的に夏より冬の方が好きなので、冬が来るのは大歓迎です。おいでませウィンター！

　お手に取っていただきありがとうございました！




ごろごろみかん。
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※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。













５度目の人生、反撃とさせていただきたく。


独占欲強めな王子に溺愛されて、賢くやり返すのが悪女の嗜みです
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